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Ⅰ.巻 頭 声

昭和 56年度の行事の中で,最も大きなものは,第3回国際環境変異原会議

の開催であった.1977年エディンバラで開かれた第2回会議の席上,次回は

日本で開催することを約束して以来,京都,三島,東京と候補地の検討を進め

てきたが,結局東京で4日,三島で2日,計6日間にわたって実施することに

決定した.できれば全期間三島開催としたかったのであるが,ホテルの収容力,

その他の事情を考えて,大型の行事は東京ですませるようにし,三島では突然

変異を主体とした特別講演やシンポジウムを行うこととした.会場は日本大学

の御好意で三島校舎を借用した. ここの広い講堂で2人の名誉会長の講演が

行われた.すなわち,A.Hollaender博士の ｢環境変異原の定量化｣とC.

Auerbach博士の ｢象牙の塔からの-見解｣の二題で,共にこの分野の大先達

として,後進に対する貴重な指針を示されたものであった.

レセプションは,奥田三島市長と第3回国際環境変異原会議会長の共催で,プ

ラザホテルを会場にして行われたが,国際環境変異原学会長 P.Oftedal教授,

ICPEMC会長 F.Sobels教授をはじめとして,そうそうたる各国のすぐれた

学者達約400 名が参加してなごやかに行われた. これだけの科学者の揃ったこ

とは,おそらく三島市の歴史はじまって以来のことであろう. この会議を成功

させるためには,所員多数の方々の御協力をいただいたが, ここに改めてその

労を感謝したい.

研究所の体制を大学共同利用研究所に切替えることについては,既に前年度

年報で報告した通りであるが,折悪しく,財政緊縮の時期に遭遇し,未だ移管

の見通しが立たない.遺伝学の諸分野が大きく.発展をとげつつある現在,一日

も早くこれに対応できる態勢を整えたいものである.

悲しい記録であるが,去る3月8日,交通事故のため応用遺伝部河原孝息研

究員が死亡した.野性うずらの家禽化の研究が軌道に乗っている時だけに誠に

惜しまれてならない.謹んで冥福を祈る次第である.

今年度も昨年度に引続き,多数の研究者を海外から受入れたが,私自身も中

華人民共和国農業部の招請を受けて,11月中旬から12月上旬にかけて中国を

訪問し,重慶近郊の西南農学院で,家蚕遺伝学の講義を行うと共に,重慶遺伝

学会,上海遺伝学会等で講演を行い,中国の多くの若い科学者と接触する枚会

を持った.これが今後における日中学術交流に多少でも役立てば幸である.

当所公開講演会は,例年の通り科学博物館の協力をえて,11月 14日開催さ
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れた.講師は集団遺伝部太田朋子室長 (多重遺伝子族の進化) と人類遺伝部松

永英部長 (発がんにおける環境と遺伝)の二人をわずらわした.また私自身,

12月 14日国立教育会館大会議室で, ｢遺伝子とは何か｣と題して一般講演を

行った.

予算関連事業としては,かねがね気にかかっていた構内下水道の整備が認め

られ,年末には工事が始まった.これで地域社会に対する責任の一半を果すこ

とができたと思う.

(a転i,T,入神



ⅠⅠ.研 究 室 一 覧 (昭和 56年 12月 31日現在)

部 別 1部 R l研 究 B l室 可 研 究 員
研 究 補 助 員 等 l 客 員 ･非 常 勤

形 質 遺伝 部 黒 田 行 昭 第1研究室 村 上 昭 雄 深瀬与惣治.大宿昭夫 玉 津 享 (非)嶋 田 裕 (非)
第2研究室 .(併)黒 田 行 昭 湊 清

細胞遺伝部 青 田 俊 秀 第1研究室 (併):青 田 俊 秀 LU * # & 榊 原 勝 美 .露 木 正 美三 田 麦 彦

第2研究室 森 脇 和 郎 今 井 弘 民

生~理 遺 伝 部 丸 山 毅 夫 第 1研究室 渡 辺 隆 夫 河 西 正 典 木 原 均 (客)大 島 長 造 (客)大 石 陸 生 (非)津 野 憲 道 (非)

生化学遺伝部 杉 山 勉

第1研究室

第2研究室

第3研究室

名 和 三 郎

小 川 恋 人

山 田 正 明

遠 藤 徹

藤 沢 故 事

応用遺 伝 部
(併)
田 島 弥太郎

第 1研究室

第2研究室

第3研究室

井 山 寺 也

藤 島 通

宮 沢 明

斎 藤 正 巳 ･杉 本 典 夫

近藤 和 夫 ･青 田 嵩
田村 仁 一 ･妹 尾 治子
芦 川 祐 毅

岡 彦 - (客)



部 BrJf部 可 研 究 室 F室 可 研 究 可 研 究 補 助 員 等 Ⅰ 客 員･非 常 勤

変異漣伝部 賀 田 恒 夫

第1研究室

第2研究室

第3研究室

土 川 清
(室長心得)

井 上 正

定 家 義 人
手 塚 英 夫

原 田和 昌･芦川東三夫

原 雅 子

原 登美堆

今 村 幸 雄 (非 )

安 藤 忠 彦 (非 )

乾 直 通 (非 )

人類遭伝部 松 永 英 鮮 )永 英

中 込 弥 男
飯 沼 和 三 (非)

教生物遺伝部 鹿 田 事 故 第1研究室 (併)炭 田 事 故 西 村 行 進 I高 浪t鈴 木 秀 蓬 骨第2研究室 安 田 成 一 山 田 正 夫

集団遺伝部 木 村 資 生 ---= .7.｣.---I原 田 朋 子(太田) 石井百合子 館 野 義 男 (非)l第2研究室 (併)木村 資 生 高 畑 尚 之青 木 健 一

分子遺伝部 .三 浦 護 一 郎 第1研究室 (併)三 浦 謹 一 郎 添 田 栄 一下遠野 邦 忠 今 本 文 男 (非)I大 塚 柴 子 非̀'

遺伝突放生物
保存研究施設

(施設長事務取扱)
吉 田 俊 秀

動物保存
研 究 室

植物保 存

研 究 室

徴生物保存
研 究 室 藤 井 太 朗

野 口 武 彦
楠 田 潤
井 上 寛

佐 野 芳 堆

西 村 昭 子
米 田 好 文

鬼丸喜美治･船津正文

木村壱真･玉 井 勉 古 里 和 夫(非)隻 原 基知治(非)

証: (併)は併任.(非)は非常勤研究員を示す.
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ⅠⅠⅠ.研 究 課 題

課 題 l研 究 部 l担 当 者

A.経 常 研 究

(I) 遺伝子及びその情報発現系の分子生物学的研究

ウイルス遺伝子 RNA とメッセソジャー RNA の
構造と機能の研究

DNA の一次構造の研究

真核細胞遺伝子のクローン化と構造 ･機能の研究

力イコのフィブロイン遺伝子のクp-エソグ

(2) 微生物の遺伝学的研究

大腸菌の細胞分裂に関する研究

大腸菌 DNA複製の遺伝的調節に関する研究

大腸菌のDNA複製開始領域の構造と機能に関する
研究

ラン藻の光合成系の遺伝学的研究

大腸菌のべん毛形成の遺伝学的研究

枯草菌における突然変異 ･細胞分化に関する研究

(3) 細胞遺伝学的研究

寄歯群の細胞遺伝学的研究

腫蕗の細胞遺伝学的研究

染色体進化機構及びアリ類の細胞遺伝学的研究

力イコの細胞遺伝学及び染色体組換え機構の研究

ショウジョウバェの細胞遺伝学的研究

魚類の細胞遺伝学的研究

(4) 変異遺伝学に関する研究

放射線及び化学物質による突然変異生成機構に関す
る研究
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微生物･培養細胞･高等動物による変異 ･がん原物
質の検出とその評価に関する研究

植物における変異原の遺伝的影響の研究

(5) 遺伝生化学の研究

高等生物における形質転換及び細胞分化に随する研
究

血清タ./ノミク及び臓器組織特異性タンパクの遺伝生
化学的研究 ._

植物アイソザイムの遺伝生化学的研究

(6) 先生,免疫遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の増殖と分化に関する研究

昆虫培養細胞の遺伝子発現に関する研究

ネズミ燐の免疫遺伝学的研究

マウステラトーマに関する発生遺伝学的研究

淡水ヒドラ発生分化俄横の遺伝学的研究

(7) 動植物の進化,生態並びに行動に関する遺伝学的研究
ショウジョウバェの行動と簡分化の研究

ショウジョウバエ自然集団の遺伝的変異の研究

ネズミ現の種の分化と染色体

-ツカネズミ種分化の遺伝学的研究

ネズミの行動遺伝学的研究

雑草種社会の生態遺伝学的研究

稲と麦類系統の生態的特性の研究

葉緑体の起原と進化に関する分子遺伝学的研究

(8) 集EZl遺伝学の理論的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

集団構造と変異保有に関する数学的研究

電子計算機を用いた模擬実験における方法論的研究

利他行為の進化に関する集団遺伝学的研究
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研 究 課 題

(9) 人類遺伝に関する研究

発がん遺伝子に対する宿主抵抗性に関する研究

先天異常の臨床遺伝学的,細胞遺伝学的研究

染色体の構造及び機能の分子細胞遺伝学的研究

(10) 育種学の基礎的研究

稲の進化と適応に関する遺伝学的研究

育種理論の研究

天然林の遺伝学的研究

ウズラとニワトリの遺伝学的研究

同遺伝質系統の利用によるイネの遺伝子分析
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B.プロジェク ト研究

(1) 特 別 研 究 (文部省)

1) 遺伝学的手法による窒素固定能のイネ科植物-の付与

1. 窒素固定遺伝子資源の開発に関する研究

2. 窒素固定能の向上に関する研究

3. 窒素固定遺伝子に関する研究

2) 発生に関与する遺伝子の同定と機能の研究

1. 遺伝子レベルの研究

2. 分子レベルの研究

(2) 放射練の遺伝(=及ほす影響の研究 (科学技術庁)

1. 低線量放射線に対する晴乳動物系での効果的な
突然変異検出法の検索

2. 低線量及び低線量率放射線の遺伝子突然変異効
果に関する研究

3. 植物における突然変異誘発と回復に関する要因
の解明

4. 生体内にとりこまれた放射性同位元素の崩壊,
低線量照射の遺伝的影響に関する研究
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(3) 環境汚染が動植物の耐性および種社会に及ほす遺伝的影響の研究 (環境庁)
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C. 系統保存と特性研究

イネ,ムギ類とその近縁種

アサガオ,サクラ,その他

ショウジョウパェ栴

カイコ

ネズミ類

審歯類の実験動物としての開発に関する研究

細菌,ウイルス,ファージ,プラスミド

培養細胞

ニワトリ,ウズラ
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ⅠV.研 究 の 概 要

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部では,生物がもっている種々の遺伝子が形質として発現する機構について,

カイコ,ショウジョウバエなどの昆虫や,ヒトを含む晴乳類や鳥類の培養細胞を用いて研

究を行なっている.本研究部は2研究室からなり,第1研究室ではカイコを用いて卵色,

致死突然変異などの細胞遺伝学的,生理遺伝学的研究のほか,前年度から引続いて特定座

位法や優性致死法を用いた化学物質による突然変異誘発機構の研究を行なっている.

第2研究室では,ショウジョウバエ,ウズラ,チャイニーズ･-ムスターなどの培養細

胞を用いて,発生過程における種々の遺伝子発現の解析や,化学物質による突然変異の誘

発機構,がん化,老化の機構解析などを行なっている.

部長黒田は,8月 28日から5日間スイスのバーゼルで開かれた第9回国際発生生物学

会において,｢体外培養によるキイロショウジョウバェ生殖細胞の発生の研究｣ と題して
講演を行ない,諸外国から出席した昆虫の体外培養の研究者との交流を深めた.また,9

月 21日より6日間,東京,三島,京都で開催された第3回国際環境変異原会議では,三

島会議の委員長として,本研究所の関係者の協力を得て,日本大学三島学園での会場の設

営やプログラム,懇親会その他諸般の準備と運営に当り,｢晴乳類培養細胞を用いた突然

変異研究の問題｣と題するパネル討論会の企画,座長をつとめた.

さらにまた,11月 26日から3日間,岡崎市の基礎生物学研究所で開かれた第8回基生

研会議 ｢細胞分裂構造の形成機構と細胞増殖の制御｣では,｢体外培養したヒト胎児 2倍
体細胞の増殖と定位の形式｣と題する講演を行ない,外国からの参加者を混えて活発な討

議を行なった.

昨年度から始まった特別研究 ｢発生に関与する遺伝子の同定と機能の研究｣は,2年目

に入り,キイロショウジョウバェの旺細胞を用いて培養条件下に発現する形質の微細構造

的な解析を強力に進めることができた.また,文部省科学研究費補助金環境科学特別研究

｢環境変異原物質の強度の比較 ･分析｣および,総合研究 (A)｢昆虫における遺伝子作用

の細胞 ･分子レベルでの研究｣が本年度発足し,研究代表者としてそれぞれの研究の推進

と取りまとめを行なった.

特別研究生としては,名古屋大学大学院理学研究科博士課程修了の松谷悦哉および,中

央災害防止協会日本バイオアッセイ研究センター準備室研究員伊州直樹および浅倉真澄が

本年も引続いて培養細胞や昆虫を使用して形質分化や突然変異生成機構の研究を行なった.

また,群馬大学教養部三上紘一助教授が昭和 56年度文部省内地研究員として5月より10

カ月間本研究部に派遣され,｢細胞間相互作用における形質発現の研究｣に従事した｡さら
に,非常勤研究員として,北海道大学農学部玉沢 享助教授,および千葉大学医学部嶋田

裕教授が,それぞれ昆虫の生殖細胞の発生機構の研究,および培養細胞の分化形質の微細
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構造的研究を推進した.

第 1研究皇 (村上)

1) カイコにおける細胞遺伝学的研究

a)性 (Ⅹ)染色体と常 (5)染色体の転座系統 T (Ⅹ:5)の遺伝学的分析 (村上 ･大

沼):性 (Ⅹ)染色体と常染色体との転座事象の検出は非常に稀でカイコにおいてもその

例外ではない.化学物質による突然変異誘発機構の解析の過程に, ニ ト1'ソグアニジ1/

(MNNG)によって誘発された 1白卵 (♪e)モザイク変異体が検出された.この間題のモ

ザイク堆個体の後代分析において第5染色体に座乗する卵色に関して染色体異常とみなさ

れる分離比が観察され,かつ正常色 (++)卵からほ雌 2匹と雄 73匹,自 (♪e)卵からは

樵(76匹)のみそして赤卵からはすべて雄 (67匹)のみが出現し,性の異常分離も認めら

れこの系統がⅩ染色体と第5染色体との転座を有すると結論された.つぎに第5染色体の

どの部分で切断しているかを知る目的で,問題の転座系統の雄をbeokre雌に交配し,そ

の結果えられた ++卵由来の雌に再度♪eokrc雄を交配し,その産下個体を卵色別に飼育

しok油形質の分離をしらべた.その結果,++卵由来の幼虫の体色は正常 (ok')のみ,

自卵からはok'とok,そして赤卵からは okのみが分離した.この事実から第5染色体は

be'(5:00)とok'(5:4.7)の間で切断され,♪e'座位を含む部分がⅩ染色体に転座した

ことを物語る.ところでその ♪β+座位を含む第 5染色体の一部はⅩ染色体のどの部分に

転座しているかを明らかにする目的で,本転座系統の雌 (be'od')に ♪eod雄を交配し,

その産下卵の中の++卵由来の雄個体についてod油形質の分離の有無をしらべた.その

結果,od と正常 (od') とが分離しⅩ染色体は od 座位を含む側と含まない側に切断し

後者に第 5染色体の一部 (♪e'okl)が転座したものと結論された.なおこの転座系統の

雄においては od'座位を含むⅩ染色体の小断片はT (Ⅹ･5)転座染色体とともに行動す

る場合と独立に行動する場合のいずれにおいても生存可能であることが認められた.

b)カイコの雌核および雄核発生個体の誘発とその機構 (玉沢*･村上):カイコにおい

て雄核および雌核発生個体が卵の低温処理によって比較的容易に誘発されることが知られ

ている.しかしその発生機構は必ずしも明らかにされていない.ところで処理開始時にお

ける卵内の雌 ･雄核の生育段階によってそれら個体発生が卵核と極体の合体,2精核の合

体,あるいは単一の雌あるいは雄核に由来する可能性も理論的に推測される.そこで,こ

れら個体の発生機構と精 ･卵核の発生段階との関連を考慮しながら発生遺伝学的に解析し

た.交配系として雄核発生の検出にはu72+/W2+;Ch'/ch';bS/D8守×W2/W2;Ch'/ch;♪+/♪8

そして雌核発生の検出にはW2/W2;Ch'/ch;〟/♪9×W2+/uJ2+;Ch'/ch十;be/♪88を用いた.

産下許容時間は 30分間とし,収集した卵について産下直後から 210分迄のものを 00C

および -100Cに 24時間処理し異常発生個体を作製した.その結果得られた個体の由来

を明らかにする目的で W2,ChおよびD遺伝子をホモにもつ系統と戻し交雑し,そのBFl

における諸形質の分離比を求めた.

雄核発生実験において0-60分の卵から誘発されたch',が の個体のBFlは,ch':ch

北海道大学農学部
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および〆 :少がそれぞれ 1:1の分離比を示し,2個の精核の合体に由来し,60-210分の

卵から発誘されたch':P'の個体では主にch'と〆 のみを分離し,単一の橋核の発達に

由来することが確認された.なお同時に検出されるch'とchのモザイクの個体は遺伝子

型の異なる2個の精核の併存に由来するものと推定された.

つぎに雌核発生実験において雄核発生個体とは異なって雌核発生個体は雄と雌の両性が

誘発された.雌はすべて優性の幼虫形質 (ch+;p')のみを皇した個体が検出され,雄個体

は優性 (ch';〆)と劣性 (ch;♪)の双方の形質を呈した.これら個体の BFlの形質分離を

みると,雄性の場合正常卵から貯化した個体は,ch';ch,Ll';bおよび ?:8が 1:1に

分離し,遺伝子型の異なる卵核と極体の合体によることが確かめられた.雄性の場合,倭

性 (ch'あるいは♪+)形質はそれらの優性形質のみが分離し,正常の受精能力をもつこと

から,雄は 2m体で,しかもⅩ染色体をもつ1個の卵核に由来したことが認められた.そ

の他3倍体や4倍体の個体が同時に数多く誘発されたが,これらの誘発機構については現

在追究中である.

要するに卵期の低温処理によって雄および雌核発生個体を誘発することができ,その中

には従来から言われているように2精子合体や卵核と極体との合体による個体の出現のほ

かに単一の配偶子に起因する雄核発生個体および雌核発生固体 -Monogamy-が正常に

成育し受精能力をもつことが遺伝学的に確認され,低温処理は雌 ･雄 (前)核の染色体

(DNA)の倍加に何らかの作用をもち正常受精した場合と何ら変らない個体の発生を促す

ことを示唆した.

2) 伴性劣性致死遺伝子 (lne,now-ecdyciallethal)の発現機構の内分泌学的解析 (村

上 ･木口*):このⅩ-線によって誘発された劣性の致死突然変異体 (lne)は遺伝学的分析
の結果 X染色体上の伴性劣性赤蟻遺伝子 (sch:21.5)を基準として ±11% の位置に座乗

することが明らかとなっている 〔動雑 90:677(1981)〕.

lne遺伝子をホモにもった雄および-ミにもった雌個体は旺子期から4令幼虫期にかけ

てまったく正常に生育するが4眠期にほとんどの個体が不脱皮によって致死し,たとえ一

部自力で脱皮した個体およびピンセットで強制的に旧皮をはがして脱皮させた個体も,そ

の後ほぼ正常に発育するが,蝿化期にふたたび不脱皮現象を起して致死する.こうした不

脱皮現象が誘起される原因として幼虫脱皮および変態を支配している内分泌系の欠陥が考

えられる.そこでこの突然変異体の4令期間中における血中の脱皮ホルモンの一種エクジ

ステロイドの定量を行なった.定量法は,-クダイソンの C-22位のOH基にhemiscuc･

cinateを誘導して作製した抗体を用いたラジオイムノアッセイ法 (C.a.,Gilbertetal.,

1977)によった .

その結果,lneの 4齢幼虫期における血中の-クジステロイドの濃度の変化は野生型

(lne')系統におけるそれとまったく同様に幼虫脱皮の兆候である気門部位の クチクラと

真皮細胞の遊離現象の開始前後から急増し,眠期後半から脱皮にかけて急減することが観

察された.したがって Ine遺伝子は前胸腺刺激ホルモン (PTTH)の分泌およびそれに引

*農林水産省蚕糸試験場
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続く-クジステpイドの分泌とその不活化に関係している可能性が否定された.この突然

変異体の不脱皮の原田は,脱皮ホルモンの分泌系以外,たとえは脱皮に関係する神経一筋

肉系などにおける異常と考察されたので,現在それらの可能性について追究中である.

われわれは Ine同様伴性形質で神経一筋肉系の異常とみなされる突然変異体 sbli(soft

andpliable)の性質についてすでに報告したが,カイコでは眠性や化性形質が X染色体

上に座乗する田子によって支配されていることが古くから論ぜられていることを考え合わ

せると,この性染色体上に神経系の機能を支配する遺伝子群の存在が想定される.

3) カイコ肱子とくに器官形成期における放射線誘発突然変異反応と生殖原細胞の増殖

の様態との関連 (村上 ･三木*):カイコ卵母細胞は トリチウム β一線などの低線量率でか

つ低線量の照射条件下における遺伝的障害の検出のモデル として適している. この実

験系は卵形成の盛んな中期雌桶に β一線源の放射性物質を卵に取り込ませ 5-6日間桶

体内で減数分裂期の卵母細胞から産下直前に開始される分裂を完了して産下 2.5時間日

の精 ･卵前核の合体に至るまで親の代の生殖細胞を照射の標的とし,合体以後新たに形成

される数少ない生殖原細胞をもその標的とするものである. したがって,β一線源処理後こ

れら旺発生初期までの生殖細胞に誘発される突然変異事象はかなり大きなクラスターとし

て検出され,このttクラスタJ'の取 り扱いの如何によっては突然変異頻度は勿論のこと,

これを基にして算出される生物効果比をも大きく左右することが予想される.ところで,

かなり膝子の発育の進んだ生殖腺形成期においてさえ X一線によって誘発された突然変異

事象には大きなクラスターが観察された.そこで,この点を明らかにする目的で生殖腺形成

期から僻化に至る間の生殖細胞の様相について組織学的に追究した.その結果,産下 68

時間日から150時間目までの細胞数は 10数個から80個程度に増加することが認められ

た.しかし肱子の反転期の150時間前後から以後48時間前後は分裂が一旦停止し,僻化直

前に再度急激な細胞数 (170-180)の増加が認められた･要するに旺発生初期における生

殖細胞数は一個体当り10-60程度と比較的少数で,そのために突然変異事象が大きなク

ラスターとして検出されるもので,この肱子期を対象とした実験における突然変異頻度は

クラスターの大小にかかわらずその取り扱い方を考慮して計算に繰り込む必要性が示唆さ

れた.

4) カイコにおける化学物質による突然変異誘発機構の解析

a)変異原物質検出における特定座位法と優性致死法との相補性 (村上):カイコ生殖細

胞を用いた突然変異検出法の 1つとして卵色の特定座位 (SL)法が突然変異研究に主に

採用されている.この検出法は大量の供試個体を必要とし,かつ変異頻度の計算までにか

なりの時間を必要とし,環境変異原物質の検出法としてより簡便な方法が望まれる.この

要望に沿う検出法として SL法によってえられるFl受精卵の僻化率の低下を指標とする

優性致死 (DL)法がある.そこで 18種類の間接変異原物質について卵母細胞を対象とし

た DL実験を行なった.その結果 11種類の化合物は陽性であった.なお,その中のアフ

ラトキシン (AFTBl),ステリグマトシスチン (STC),ジアゼパム,クロロジアゼェポキ

*埼玉県蚕業試験場
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シド,ジエチルニトt'サミソなどの5種類の化合物は SL法においても陽性である.興味

あることに DL事象においてのみ陽性であるカフェイン,テオフィリン,フェナセチン,

ヒダントインなどの 5種頬の化合物も観察された.これと逆に AF-2,ニトロフラゾン,

B(α)P,ジメチルベンツアントラセンなどは SL法において陽性であるが,DL法におい

て陰性であった.両検出法とも陰性の化合物は ジメチルニトロサミンお よび 4NQO で

あった.上記したように,いずれかの検出法によってその変異原性の検出された化合物は

18検体中 16にも達した.この両検出法における高い相補性から環境変異原物質の検出に

際して両者の併用は有効であることが示唆された.ところで,減数分裂期の卵母細胞を対

象とした DL法によって 18検体中 11の化合物の変異原性が検出されたが完成精子を対

象とした場合にはマイトマイシンC,AFTBl,STCなどの 3種類を除く他の殆んどの化

合物の変異原性は検出できなかった.この事実は卵母細胞を対象とした DL事象が減数分

裂細胞に特有な機構の関与することを示しこの点について現在追求中である.

b)変異原物質の突然変異活性の比較 ･分類 (村上 ･探瀬):カビ毒素アフラトキシンに

おける強度は生殖細胞によって多少異なるが,AFTBl,Gl,B2,G2の順でわずかな化学構

構造の差異が変異原性に関係することが観察された.同様カビ毒素のステリグマトシスチ

ン (STC)はAFTBlの約 1/10の強度でB2よりはるかに強い変異原性を示した.制癌剤

マイトマイシン C (MC)は卵母細胞に対して AFTBlより強力であったが,成熟精子

に対しては弱かった.ネズミ精原細胞において顕著な突然変異を誘発した N-エチル-ニ

トロソウレア (ENU)はカイコ精子 ･卵母細胞にもかなり強い変異原性を示したが,STC

や MC に比較して弱かった.なお,エチル･メタンサルフォネ-ト (EMS)と同程度

かやや弱い変異原性を示 した.発癌物質 〃-メチルーⅣ'-ニトローⅣ-ニトロソグアニジン

(MNNG)の変異原性はそのエチル化合物 (ENNG)より弱く,カイコにおいてエチル化

合物がメチル化合物に比して変異原性の弱い一般的憤向が認められた.たお,ENNG の

変異原活性はジェチルスルフォン酸 (DES)より低い傾向が認められた.雄キイロショウ

ジョウバェ (仲尾,私信)において変異原性の認められたマイナートランキライザーのタ

ロロジアゼェポキシドはカイコにおいては卵母細胞のみに反応しその変 異原活性 は

MNNGの 1/10程度であるが,同様 トランキライザーのジアゼパムはMNNGの約 1/5

の活性であった.これらの化合物は昆虫生殖細胞において明らかに変異原性を有し,変異

原活性と薬理代謝との関係の分析の必要性が痛感された.

C)化学変異原物質による遺伝的障害の定量的研究- アフラキシソBl(AFTBl) の体

内分布と標的 (生殖)細胞への取り込み量- (村上):がん原性物質アフラトキシン Bl

はカイコ生殖細胞においてマイ トマイシン C と並んで最強の突然変異原性が観察されて

いる.このカビ毒素をモデルとして環鏡変異原物質の遺伝的障害誘発における定量的研究

を卵色の特定座位法によって行なっているが,2.5fJg/桶の投与濃度から 0.1〝gまでの

比較的低濃度域における♪eと re両遺伝子座位の投与量一効果関係はほぼ直線的であっ

て,この化学物質の駒値は存在しないと考察してきた. ところが低濃度域 0.1-0.01pg

において re座位の Kineticsは直線性であったが,L･e座位では 0.05-0.1fLg前後に開
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値が存在することが示唆された.

ところで,実験に用いた濃度は 1個体 (痛手1g)あたりの値であって,標的細胞に到

達した実効濃度とは異なる.この実効濃度を推定する試みとして卵母細胞を対象に 〔3H〕

AFTBlを用いて実験を行なった.その結果,授与された AFTBlの約 50% は排推され

約 30% は体液 ･体組織に存在し,残る20% 前後が総産卵 (卵母細胞)に取り込まれた.

つぎに 1細胞 (卵)当りに取り込まれた AFTBl量を測定すると,総投与量の 0.02% 前

後に相当し, この数値を基に計算すると0.1fLg/柄-の投与量は 1卵母細胞当り大略数

+Pgとなる. この微量な濃度でも突然変異原性のあることが示唆され見方によって閉値

の存在はありえないようにも見受けられた.

d)間接変異原物質のショウジョウバェとカイコにおける突然変異誘起作用の比較 (棉

垣)*:化学突然変異原の作用はさまざまな機構で修飾される.この複雑な化学物質による

突然変異誘発機構を理解する一手段としてショウジョウバェとカイコにおいて 2-3の代

表的な間接変異原物質に関して得られている情報をもとに比較した.アミノ酸の熱分解物

トリプ-p-1及び トリプ-p-2はサルモネラ菌に対して強い変異原性を示すがショウジョウ

バェやカイコの生殖細胞系ではそれらの変異原性は認められていない. ところがショウ

ジョウバエの DNA 修復能を欠く系統を用いた体細胞レベルの実験の結果これらの化合

物は DNA にかなりの傷害を与えていることがわかった. この事実は昆虫の生殖細胞レ

ベルにおける陰性の変異原性が当該化合物の活性化酵素系の欠除によるのではなく生殖細

胞 DNA に損傷が生じてもそれらの傷は容易に修復されるものと考察できる.

AF-2はヨイコの卵母細胞でその突然変異原性が田島らによって検出されている一方,

ショウジョウバエの精子細胞はその突然変異原性が弱いかあるいはまったく陰性のケース

も報告されている.ショウジョウバエのDNA修復欠損系統を用いた実験結果はAF-2に

対する活性化酵素系の存在が明らかとなった.ショウジョウバエ生殖細胞における AF-2

の実験は食下経口投与法によって幼虫期に処理される.幼虫期の生殖細胞は主に精原細胞

期に相当し, これらの細胞が AF-2に対して抵抗性を示すと仮定すれば陰性の変異原性

は説明される.ところが,カイコの卵母細胞は AF-2によって誘起された損傷がまざれも

なく突然変異に導びかれることを示唆し,アミノ酸熱分解物の場合と本質的にその様相を

異にすることが考察された.

第 2研究皇 (黒田)

1) 昆虫の培養細胞を用いた遺伝子発現に関する研究 (黒田):キイロショウジョウバエ

の Ⅹ 染色体上の特定座位にある種々の致死突然変異を用いて,その肱の細胞を体外培養

し,これまでそれぞれの遺伝子が発現する分化形質とその機能上の欠損との対応関係から

発生における遺伝子の組織特異性や時間特異性について研究を進めてきたが,エクジソン

を含まない培養液中で肱の細胞から分化し発現される形質は,旺および幼虫の組織であっ

た.

双効目や麟勉目など完全変態をする昆虫では,成虫の組織や器官に分化する細胞は,幼

*広島大学理学部
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虫の組織や器官に分化する細胞とは別に,すでに胸肢期の歴の中に存在し,幼虫期間は未

分化のままで増殖のみを行ない,桶期にエクジソンの作用を受けて成虫の組織や器官に分

化する.そこで本年度は,隆の細胞を培養する培養液にエクジソン活性物質を加えて培養

し,肱の細胞から成虫の肢,麹,複眼,気管,剛毛などの特徴をもった組織や器官を分化

させることを試み,これに成功した.

野生型 Oregon-R系統の嚢腫形成直後の肱を細切して得た組織片を,15% 牛胎児血清

および 100FLg/mlフェツインを含む K-17培養液に,10FLg/mlェクジステpンを添加

して培養すると,1-2週間の培養期間に,未分化な旺細胞の中から肢,施,複眼などの成

虫原基にそれぞれ特徴的な構造をもった組織が形成され,さらにその一部には成虫の形質

も分化した.

とくに肢を形成する表皮構造には,基節 (coxa),腿節 (femur),鰹節 (tibia),耐節

(tarsus)が分化し,先端には鈎爪 (claw)も形成された.実際の成虫の肢にはこのような

表皮構造のほか,内部には筋肉,神経などの組織構造が形成されているが,体外培養で形

成された肢には,筋肉,神経などの組織構造は存在しないし,全体の大きさも実際の肢に

比して著しく小さい.これはエクジステロンが培養の最初から添加されていて,細胞増殖

に必要な時間が省略されていることと,筋肉,神経など他の組織に分化する細胞が別個に

分離された培養条件によるものと思われる.しかし表皮のみの細胞集団が,筋肉や神経系

の関与なしに,このような成虫肢の各肢節を分化形成することは注目すべき事実である.

2)ウズラ狂の培養細胞を用いた細胞分化の研究 (黒田 ･松谷):鳥無駄の肢芽から解離

した未分化な間充織細胞は,体外培養条件下で軟骨細胞に分化するが,この過程で細胞相

互の物理的接触および細胞生産物の蓄積が軟骨分化の重要な要因であり,細胞表層の糖鎖

に作用する植物性レクチンの中でもコ-ク酸コンカナバリン A が細胞間接触の増大を通

して軟骨分化に有効であることを見出し,その詳細はDevelopmentalBiology89:52ト

526に発表した.

本年度は三菱化成生命科学研究所の山形達也博士の協力を得て,生体内に存在する細胞

生産物でこのような レクチン作用をもつ物質の検索を試みた.14日目のニワトリ肱をア

セトン中で摩砕し,炉過して得られた残壇より,ラクトース･酢酸緩衝液によって粗分画

を抽出し,ラクトース･アフィニティカラムを用いて精製し,電気泳動的に均一のレクチ

ン試料を得た.

発生段階 24のニワトリ狂の後肢より解離した 105個の間充織細胞を含む微少滴を,マ

ルチウエル･プレート(Falcon,3008)上にまき,細胞が底面に接着した後,5×10単位/

mJの上記ニワトリ旺レクチンを含む培養液 0.5mJを加えて 12時間作用させ,培養液

で洗った後,さらに 24時間培養した.軟骨分化の程度は, 35S硫酸を細胞に 3時間取 り

込ませ,アルカリ処理を行なった後中和し,酪酸 ･アンモニア液でクロマ トを行なって,

原点の高分子物質中の 35Sの放射活性を測定した.

この結果,間充織細胞の軟骨分化は,ニワトリ旺レクチン処理によって約2倍に促進さ

れ,その効果はこのレクチンに特異的に結合するラクトースによって括抗的に阻害され,
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用いたニワトリ肱レクチンの作用が細胞表層糖鎖に対するものであることを示唆した.

ニワト1)肱のレクチンは,肱の発生にともない種々の組織で異なった活性の変動を示す

ことから,組織分化との関連性が推察されてきたが,本研究により体外培養した間充織細

胞の軟骨分化に有効であることが初めて証明された.現在さらにその受容体の組織内局在

について研究を進めている.

3) 晴乳額の培養細胞を用いた体細胞突然変異の研究

a)ヒト正常2倍体細胞に対するケルセチンの突然変異誘発作用 (黒田):ヒト胎児肺臓

由来の正常2倍体細胞を用いて種々の化学物質による突然変異の誘発作用を比較し,他の

生物系における結果との対比から,ヒト細胞の特異性について研究を進めている.

本年度はワラビの中に存在するがん原物質として,微生物の系でその突然変異性が検出

されたフラボノイド誘導体の中でも,とくに突然変異性の強いケルセチンについて,ヒト

正常 2倍体細胞の生存率および 8-アザグアニン (8AG)抵抗性突然変異誘発に対する作

用をしらべた.

まず細胞生存率については,細胞を種々の濃度のケルセチンで4時間処理し,正常培養

液で 14日間培養後のコロニー形成率によってしらべた.この結果,ケルセチンの濃度の

増大とともに細胞生存率は低下するが,30FLg/mlでも対照の73%,100fLg/mlでも対照

の 64%で,これ以上の高い濃度では溶媒として用いたェクノールの影響が出るためケル

セチンの作用はしらべられなかった.

細胞を種々の濃度のケルセチソで4時間処理した場合の8AG抵抗性突然変異の誘発は

lfLg/mlのケルセチンで 105個の生存細胞当り0.36,3FLg/mlでも0.66と低く,それ

以上の濃度のケルセチンでは突然変異の誘発はほとんどなかった.

ヒト正常 2倍体細胞の8AG抵抗性を指標としてこれまでにしらべた トリプトファンの

加熱分解物の突然変異性に比べてケルセチンは約 1/10の低い活性を示し,カイコなどの

昆虫の系での突然変異性のほとんど認められないことと関連して興味深い.

b)チャイニーズ･-ムスク-細胞に対するアニリン系化合物の突然変異誘発作用 (黒

田･浅倉):環境中に存在する化学変異原は微生物の系で効率よくその変異原性が検出さ

れているが,このような徽生物で得られた結果が,直ちにそのまま人間に適用することは

できない.ヒトを含む高等動物の細胞は,種々の代謝系や細胞内構造,細胞間相互作用な

ど多くの点で,原核生物とは異なっているからである.これまで微生物の系で変異原性が

陰性とされている数種の化学物質について,チャイニーズ･-ムスター V79細胞を用い

て,8AG またはウアバイン (OuÅ)抵抗性を指標として,それらの突然変異誘発作用を

しらべた.化学物質としては工業レベルで比較的多量に生産されているアニリン系化合物

のアニリン,ニトロベンゼン,クppホルム,-キサクpPベンゼン,リン酸 トリブチル,

0-クロロアニリン,m･ク｡ロアニリン,b･クロロアニリンの 8物質である.

アニリンの細胞生存率に対する影響は,ラット肝 ミクロソーム分画 S-9Mixによる代

謝活性化をともなわない場合,LD50は 1.7mg/mJであったが,S-9Mixを加えると細胞

致死効果は増大し,LDS｡は 1.2mg/mlとなった.8AG抵抗性突然変異の誘発は,アこ
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リンの0.2-2.0mg/mLの濃度範囲で,7-10×10-5の突然変異率を示した.S-9Mixを

添加しても突然変異率の上昇はみられなかった.OUA 抵抗性突然変異は,S-9Mixの添

加により上昇した.

微生物の系ではアニリン単独では突然変異性はないが,同じく非変異原物質であるノ

ル-ルマンの共存下では突然変異性が現われる.チャイニーズ･-ムスク- V79細胞の

8AG抵抗性を指標として,この2物質による共同変異原性 (co･mutagenicactivity)を

しらべた.アニリン単独では突然変異が誘発されない低い濃度において, ノル-ルマン

5-100〝g/mJを加えると,濃度に依存して突然変異が誘発された.

この際 S-9Mixを加えると突然変異率は上昇し,S-9分画 1% で最も高率に突然変異

を誘発した.このアニリンとノル-ルマンの共同変異原性の作用機構を解析するため,ア

ニリン処理と同時,直前,4時間前にノル-ルマン処理を行ない,突然変異率を比較すると

両物質の同時処理の場合に突然変異率が最も高かった.このことからノル-ルマンの共同

変異原性の作用機構は,DNA分子への挿入によるよりも,S-9Mixによって活性化され

たアニリンが,さらに不活性化されるのを阻害して突然変異性を高めることが示唆された.

C)晴乳類の培養細胞を用いた発がんプロモーターの研究 (黒田･三上)

植物のCrotontigliumL の種子から抽出精製されたフォルボール ･エステルの一種で

ある12･O-テトラデカノイル･フォルボール-13-酢酸 (TPA)は,二段階発がんの過程で強

いプロモーター活性を持つことが,マウスの皮膚がん誘導実験から明らかにされて以来,

プ.,モーターの諸性質が,種々の角度から研究されてきている.しかしこの TPA は,級

胞の膜成分と結合して,オルニチン脱炭酸酵素を一過性に強く誘導し,細胞間代謝協同現

象を抑制する.また,細胞の分化を誘導･抑制するなど種々の作用を示し,発がんプロモ

モーションに閑し,TPA のどの性質と関連があるのか興味深い問題である.

本研究では,チャイニーズ･-ムスク- V79細胞を用いて,その細胞間接着性に対す

る TPA の作用についてしらべた.細胞を 0-1,000ng/mJの濃度の TPA およびその

対照としてフォルポールを含む培養液中で,24時間または 48時間旋回培養し,形成され

た細胞塊の大きさを測定して,細胞相互の接着性に対するこれら物質の影響をしらべた.

TPA を添加した場合には,1-100ng/mlの濃度で細胞間接着性が著しく増大したが,

フォルボールでは,細胞接着性の増大は認められなかった.また,TPA は二段階発がん

の過程では作用の可逆性が知られているが,24時間 TPA を含む培養液で旋回培養後,

TPA を含まない正常培養液に移してさらに 24時間培養したところ,最初の 24時間に

TPAによって増大した細胞相互の接着性は,正常培養液に移した後も存続し,TPA除去

後の可逆性は認められなかった.細胞の培養容器への接着性や,細胞増殖に対する TPA

の影響もしらべたが,0-1,000ng/mJまでの濃度では,ほとんどTPA の毒性作用は認

められなかった.

テレオシジンは放線菌の菌糸体から抽出精製され,TPA と同様に強いプロモーター活

性を持つことが国立がんセンターの杉村 隆,藤木博大博士らにより見出されている,そ

こで TPA の作用と比較するために,テレオシジンの細胞接着性に対する作用をしらベ
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た.0-100ng/mJのテレオシジン存在下で旋回培養 24時間後形成された細胞塊の大き

さは,テレオシジン非添加の対照に比べて小さく,細胞接着の抑制作用が見出された.

4) 培養細胞を用いた生体老化とその制御に関する研究 (黒田):ヒト胎児由来の正常2

倍体細胞は,培養条件下で約 50回の細胞数倍加 (PDL)を経て死滅し,生体老化のモデ

ル系として老化の磯横やその制御に関する研究に広く使用されている.本研究では,ヒト

胎児肺臓由来の正常2倍体細胞 (16-18PDL)を用いて,単一細胞からのクp-ン培養を

行ない,24時間おきに経時的に細胞の分裂 ･増殖の過程を追跡し,上顎下腺由来の表皮

性増殖因子 (epidermalgrowthfactor;EGF)および,下垂体由来の繊維芽性増殖因子

(丘broblasticgrowthfactor;FGF)の細胞の増殖様式に与える影響についてしらべた.

単一細胞のクローン培養における細胞の増殖様式は,7日間の培養期間を通じて1度も

分裂せずに単細胞のままで残るものがあるほか,1回目の分裂後,2個の娘細胞がともに

分裂を行なわないもの,1個だけが分裂を行なうもの,2個ともに分裂を行なうものなど

が存在し,この現象が各分裂の段階で起ることが観察された.

したがってこの細胞系の増殖様式はN-2nではなく,N-2nとN-n+1の間の稜々の

段階での分裂停止を含む増殖様式をとり,生体内で皮膚や腸管上皮,血液系細胞などでみら

れる細胞再生系 (cellrenewalsystem)における細胞増殖様式に酷似することが分った.

このような細胞系に,EGF または FGFを各種濃度に添加して培養し,細胞の増殖様

式に与える影響をしらべると,上述したような細胞の増殖様式にはほとんど変化なく,た

だその進行が EGFの添加によって抑制され,また FGFの添加によって促進されること

が分った.さらに細胞倍加回数の異なった細胞について,細胞動態や増殖様式の相違をし

らペ,またこれらの細胞に対する種々の増殖因子の作用について研究を進めている.

5) キイpショウジョウバェ野外集団の発生上の諸特性に関する研究 (漢)

a)長期間飼育による影響:前年度に,キイロショウジョウバェの僻化率,嫡化率,羽化

率,または平均桶化日数などの発生上の諸性質について,長期にわたり実験室飼育されて

きた Oregon･R系統と比較する目的で,野外集団の-エについて,それぞれ受精雌 1匹

に由来する (iso-female)16系統を作り比較した結果,系統問で上記諸性質について非常

に著しい差異が見出された.

本年度は,これらの差異が,偶発的な実験誤差として出たものではないことを確かめる

ために,20世代 (約 10カ月)飼育後に,同様な実験を行ない,結果の再現性をしらべた.

この結果,各系統は,筋化率,桶化率,羽化率について,多少の変動はあるが,はば前

回調査の結果と似た値を示し,系統間で見られる著しい差異は系統固有のものらしいこと

が分った.

平均蝿化日数についても,前回,系統により,5.6日から7.3日までの幅広い差異を示

したが (Oregon-Rの3系統では6.0-6.2日),同様な傾向は20世代飼育後の今回も存

続しており,これらが系統固有の差異を示すことが分った.

b)卵の短時間採卵法の改良:キイロショウジョウバェ旺の発生過程の研究に必要な同

調卵を得るため,短時間採卵 (30分～1時間)を容易にする条件を検討し,採卵法を改良
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した.

比較的小スケールで,短時間採卵する方法として,綿栓をした管瓶の中へ,寒天で固め

た餌を入れたトレイを差し込んで採卵する方法が広く使用されている.このような方法を

用いる場合の諸条件を検討した結果,つぎのようなことが分った.(1)--を飼育した容

器より採卵用の容器に移す時,場所の形状が変化するだけで産卵率は低下する.すなわち

管瓶で飼育した--を トレイ餌に移すだけで,同じ管瓶餌-移す時よりも産卵は減少し,

その道も同様である.(2)同じ形状の場所へ移す時でも,それまで飼育に使ってきた古い

容器をそのまま使用した方がよい.(3) しかし,採卵前の飼育に トレイを入れた管瓶を長

時間使用すると,容器内に多数の水滴が付着し,--がくつっいて死にやすく,また産卵

率も低下する.(4) トレイの入れ変えの際,--を瓶底-落すため容器をたたくと,その

衝撃のため数時間産卵が低下する.

以上のような条件を考慮して,アクリル板を用いて,上部に綿栓をした--入れ換え用

の穴と,側面下部に トレイ差し込み穴を持った 70×50×100(H)mm の直方体の箱を試

作し,同一容器で飼育と採卵を試みた結果,容器内が過湿になることもなく良好な結果を

得た.

飼育および採卵用の餌としては, トレイ中に寒天で固めた通常餌の上面に,乾燥酵母の

淡い水溶液を数滴滴下し,室温で1日醸酵させたものを用いた.このような装置と餌を用

い新しく羽化した-エを雌雄各120匹ずつ毎日トレイを交換して数日間飼育し,短時間採

卵の際には,静かにトレイを交換することにより,あらかじめ処女--を採取し,採卵前

に交配して産卵率を高めたり,または明暗リズム飼育をして産卵率の高い薄暮から夜間に

かけて採卵するという特別な操作をしなくとも,充分高い割合で採卵が可能であることが

分った.

B. 細 胞 遺 伝 部

この部では主にネズミ類,食虫類および昆虫煩を材料として,遺伝および進化の現象を

染色体の形態や分子の面から研究した.またネズミ類の系統繁殖も本研究部の重要な研究

課題とした.第1研究室では前年度に引続いてクマネズミ,インドトゲ-ツカネズミ, ミ

ラルディア等の野生ネズミ燐の細胞遺伝学的な研究をおこなうと共に,これら動物の新し

い実験動物としての特性を開発するための研究もおこなった.また食虫類のジャコウネズ

ミの細胞遺伝学的研究もおこなった.実験室での交配実験や系統繁殖をもすすめた.実験

動物として多く使用されているラット(ドプネズミ)に染色体変異や遺伝子突然変異など

が発見され,本年は無毛性突然変異の遺伝的調査を行ない,それらの系統の育成を継続し

た.なお愛知がんセンター (安江 ･石橋)との共同研究でアデノウイルスで腰湯化したラ

ット細胞におけるウイルスDNAの染色体上の座位について検索し,また日本大学三島短

大 (窒伏) との共同研究で昨年度に引続き魚群の細胞遺伝学的な研究も進めた (吉田).

山本研究員は昨年度に引続きショウジョウバェを材料として相同染色体の対合の機構や-

テロクロマチンの機能に関する研究を推進し,また味覚の突然変異体の遺伝学的研究等も
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おこなった.文部省総合研究 (A)｢新しく育成 された実験動物の特性開発とその利用｣

(代表者 ･吉田)および一般研究 (B)｢クマネズミ杭における核型分化の突放細胞遺伝学的

研究｣(青田)が本年度より新しく出発した.岩崎研究補助員 (ネズミ飼育関係)が庶務部会

計課に転出したので,その後を応用遺伝部三田研究補助員が配置換えとなり引き継いだ.

第2研究室では-ツカネズミ亜種分化に関する細胞遺伝学的,遺伝生化学的および免疫

遺伝学的研究がおこなわれた.野生マウスの主要組織適合抗原 (H-2)に関する免疫遺伝

学的研究の一環としての日本産野生由来の H-2遺伝子を持つ B･10MOLコンジェニック

系統の育成も順調に進み7系統が完了した.更にこれらの系統を用いて日本産野生マウス

特有の H-2抗原の存在を明らかにした.一方,H-2コンジェニック系を用いた発がん実

験によりウレタン誘発肺腫蕩発生に対する H-2遺伝子の関与が示された.またマウス亜

種間雑種については減数分裂におけるⅩ-Y染色体の早期分裂現象とその遺伝的統御に関

する研究が進められた.昨年に引続いて行なわれた日本産野生メダカに関する遺伝生化学

的研究においては主な野生集団間の遺伝的近似が推定されている.アリ類の細胞遺伝学的

研究および染色体進化に関する理論的考察も前年に引続き進め られた.文部省総合研究

(A)｢分化モデル としてのマウステラトーマの研究｣(代表者,森脇)お よび一般研究

(B)｢日本野生マウス染色体をもつ BIOコンジェニック系統を用いた H-2抗原の研究｣

(森脇)はいずれも本年度で3年間の研究を終了した.

森脇室長は日米癌研究協力事業によるセミナーおよび第 20回冬期免疫学コンファレン

スに出席のため1月 18日から26日まで米国に出張した.また中国科学院発育生物研究

所および衛生部生物製品研究所における研究連絡のため5月 14日から5月 20日まで中

華人民共和国に出張した.山本研究員はオーストラリア国立大学における共同研究のため

7月 11日より10月 9日までオーストラリアへ出張した.

特別研究生としては鈴木仁 (広島大学修士終了),羽中田明子 (お茶の水女子大学大学

醍),浜田俊 (沼津学園高校),室伏誠 (日本大学三島),加藤秀樹 (実験動物中央研究所),

酒泉満 (東京大学大学院),松田宗男 (東京都立大学研究生),松田洋一 (名古屋大学大学

醍)らが加わった.また城石俊彦が日本学術振興会奨励研究員となり,伊藤富夫 (静岡大

学)が研修員となった.宮下信泉 (静岡大学大学院)も今年度の研究に参加した.

第 1研究室 (吉田)

1) オセアニア型クマネズミに生じた低5倍性染色体構成をもつ腫虜,掛 こ動原体切断

について (吉田):クマネズミにおける鹿癌の染色体については,現在までのところアジア

型クマネズミ(2n-42)に自然発生した 1例の報告がある (YosidaandKato1971).こ

の腫癌は典型的な4倍性であった.この度オセアニア型クマネズミ(2n-38)の一頭に自

然発生的に腫癌が生じたので,その染色体を調査した･このクマネズミはアメリカ由来で

研究室で兄妹交配3代を経過したものである･本個体の尾端培養による 50個の正常細胞

の染色体構成はいずれも2n-38で典型的なオセアニア型であった.すなわち染色体構成

中に 2対 (MlとM2) の大きなメタセントリックが含まれており,Mlは第4と第7お

よび M2は第 11と第 12染色体結合によって生じたものである.一万度揚細胞 50個の
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染色体数は38から150個までの変異があり,それらのうち91から95染色体数をもつも

のが最も多く (60%),したがって低 5倍性種族細胞をもつ腫癌といえる.しかし染色体

構成は非常に不規則で,特に興味あることは染色体の倍加が各染色体対により異なってい

たことである.例えば,93染色体をもつ1細胞では 8染色体対は6倍性,4染色体対は

5倍性,6染色体対は 4倍性,Ⅹ とY は2倍性であった.このように染色体対による倍

加の違いがどのような機構によって生じたかは明らかでない.染色体対の倍加は細胞によ

り異なり,更に興味ある点はメタセソトリックM2染色体の半分が動原体切断を起してい

たことである.M2染色体は進化の過程で動原体結合により生じたものであるが,腫癌細

胞において,その半数の染色体が動原体結合部位で分離して,元のアクロセントリックに

還元していたことは染色体進化と細胞癌化の関係を考える上で興味深い例証である.

2) ドプネズミにおける核型分化 ⅤⅠ.逆位系ラット (LEM)に生じた無毛性突然変異

(ba)の遺伝様式 (吉田):第1染色体に逆位を生じ,サブテロセントリックがメタセント

リックとなったLEW系ラットとLongEvans(LEJ)系の交雑から逆位をホモに持つ個体

を作り,その子孫を LEM と名づけた.この系統の兄妹交配5代目に無毛性が生じた.本

性状の遺伝性および染色体を調査したので,それらの結果についてのべる.無毛性ラット

については,すでに数種の突然変異が報告されている.本無毛性は形状などから新しい突

然変異ではないかと思われる.本突然変異個体は-テロまたは正常の個体よりも常に体重

がやや低い.成育中に薄い毛が周期的に生える.成体では顔面に線状に毛が残る.正常ラ

ットとの交配実験から本無毛症は単純劣性の遺伝形質で,これをbared(ba)と名づけた.

本突然変異系をウィスター系 (WM)と交配した F2で薄毛の生える個体と生えない個体

が現われた.これは無毛性の発現の違いなのか,それとも ∂αとは無関係な突然変異に

よるのか,な どについて唯今調査中である.無毛性 (∂α)ラットの染色体は他の逆位系

(LEM)と同じく,第 1染色体がメタセントリックとなっている外は,殊に染色体異常は

見られない.従って本突然変異は新たな染色体異常に基づいて生じたものではない.あか

突然変異が逆位をもつ第1染色体上で起ったかどうかを検討するため,正常核型で正常毛

のウィスター系ラット(WM)と無毛性で逆位第 1染色体をもつLEM 系ラットと交雑し

た.Flの皮毛形質は全部正常であったが,第 1染色体は予期したとおり逆位/正常の-チ

ロとなっていた.F2では正常反毛および無毛性が分離して生じ 第 1染色体も逆位ホモ,

逆位/正常-テロおよび正常ホモに分離した.もし∂α遺伝子が逆位第 1染色体上にあっ

て,正常染色体と交叉が起らないと仮定すると無毛性ラットの第1染色体はすべて逆位ホ

モのはずである. しかし実際は第1染色体の分離とは無関係に無毛性が生じたので,∂α

遺伝子は第1染色体上には存在しないと仮定した分離比とよく一致したので,この遺伝子

は恐らく第1染色体以外に存在すると推察した.∂α ラットの外部形態はヌードのそれと

非常によく似ているが,胸腺は正常または-テロ個体のそれよりも幾分小さいという程度

で発育している.したがってコンベンショナルの飼育でも生育するし,雌の育仔能力はや

や減退するが,雌雄とも繁殖が可能であった.

3) ミラルディアの鼠けい部における黒色索様細胞の沈着と腫癌化 (吉田):ミラルディ
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ア (MilLardiameliada)は 1972年にインドで採集し,以来遺伝学研究所で飼育繁殖を

続け兄妹交配 19代に逢した.このネズミは成体体重は約 100gでマウスとラットの中間

の大きさで,性質はおとなしく,また繁殖力は旺盛である (Yosida1978).このネズミの

鼠けい部に黒色素を含んだ細胞の沈着がみられ,その色素沈着は常に雌よりも雄に多い.

雌雄合計 987頭のミラルディアについて調査した結果,28.1% は色素沈着が無く陰性

(-),45.0% は軽度の沈着 (±),24.9%は強度の沈着 (+),および8頭 (0.8%)に腫癌

化 (+I)がみられた.これを雌雄別にみると,雌534頭のうち250頭では40.8% は色素

沈着陰性 (-),47.1% は (±),1.1% のみが (+)で,しかも全く腫癌化はみられなかっ

た.これに反し雄 453頭のうち 31頭 (6.8%)が色素沈着陰性 (-),27.4% に (±),

61.3% が陽性 (+)で,腫蕩化した8頭 (1.8%)は全て雄であった.腫癌は米粒大から大

豆大となり更に時間の経過と共に長径 5cm 位に発育した.腫癌の組織学的検索 (愛知が

んセンター西塚博士および東海大医学部玉置博士の協力による)によるとこの腫癌は腺癌

の一種である. ミラルディアの染色体数は2n-50で特有の核型を持っている.瞳癌細胞

の染色体については小さい腫湯の時は正常核型を示したが,大きく発育した-腫癌では染

色体数が 51で第 16染色体対のトリソミーが観察された.これが本睦癌の特異性である

かどうかについては更に検討する.

4) ラットにおけるアデノウイルス鹿蕩細胞中のウイルス DNA の染色体上座位-

insiiuhybyidizaiionとG-bandの重層法を用いて- (安江*･石橋*･吉田):ト1)ア

デノウイルスによって誘発した-ムスターやラットの瞳癌では細胞当り数100コピーのウ

イルスDNAが存在する株がかなりの頻度で検出される.またコピー数の多いことは,ウ

イルスDNA とこれに連なる細胞 DNAの一定長が ｢増幅単位｣を形成して増幅合成され

たためであるということが我々の実験で示唆された (安江ら 1980).

細胞当りのコピー数の多いことを利用して insituhybridization法でウイルス DNA

が染色体上に存在しているかどうか,またもし存在するならばどの染色体が関与している

かなどを,分裂中期にあるラット腫癌化細胞について検索した.今回は腫疹化した RC24

株細胞 (紛,100コピー/細胞)については,染色体上でのウイルス DNA の座位を,G-

band法で検ペ,更に同一標本をinsiiuhybridizationで検ペるという重層法で解析した･

その結果,ウイルス DNA のほとんどは異常第 4染色体上の中央部上位の染色性の薄い

部位に存在することが明らかとなった.このことから RC24株ではウイルス DNA を含

む増幅単位が増幅合成された形で細胞 DNA の非常に限られた供域に組み込まれている

と結論された.また,ウイルスDNA と細胞 DNAのつながり方については数種の制限酵

素 (4base認識)を用いて解析中である.

5) BrdUによるSCE誘起の要因分析 (鈴木 ･吉田):BrdUの SCE誘起の要因とし

て① DNA中-の取り込み (Marzrimas&Stetka1978)と,②ヌクレオチド代謝系の撹乱
(Davidsonetal.1980)などが考えられているが今だに統一見解はない.これらの実験

が SCE頻度を BrdU の 2細胞周期投与の総和として調べられている点に注目し,チャ

*愛知がんセンタ-研究所
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イニーズ-ムスク-D16細胞株を用い以下の実験を行なった.

まず,第1細胞周期は BrdU処理と第2細胞周期にはチミジン処理 (TT-BT染色体),

および2細胞周期ともBrdU処理 (BB-TB染色体)の場合を比較した.染色体異常頻度

は後者の方が高かったが,逆に SCE頻度は前者の方が高く,特に第1細胞周期の BrdU

濃度が 50-200〃M のときこの差は顕著であった.

次に前半1細胞周期にSCE頻度にはそれ程影響を与えないような低濃度 BrdU(5/JM)

を処理し,後半に 0-1,000fLM の BrdUを処理した.0-100FLM では SCE頻度に有

意の差はなく,loo-1,000FEM では濃度に依存し SCE頻度は上昇した.この過剰量の

BrdU(500〃M)のSCE誘起はデオキシシチジンおよびチミジンの単独処理では影響を受

けず,両者を混合処理したときある程度抑制できた.以上から次のことが示唆された.①

100〃M 以下の BrdU は後半1細胞周期処理ではほとんど誘起しないことから,合成期

DNAの嫉鎖に取 りこまれることによる効果は少ない.しかし合成期 DNAの親鎖に取 り

こまれている BrdU 残基の効果は高く,その際に嬢鎖のチ ミジン残基の量が多くなる

ほどその効果は高くなる.②過剰量のBrdU(100-1,000JIM)のSCE誘起は何らかのヌ

クレオチドの代謝撹乱が要因になっていると思われる.デオキシシチジル酸の細胞内での

欠乏がその誘起要因となっているかについては確認できなかった.

6) FdU(フルオロデオキシウリジン)によるSCE誘起の要田について (鈴木 ･吉田):

チミジンシンセクーゼの阻害剤として知られている FdU を D-6の第1細胞周期に処理

した.0.02f̀M 処理で対照値の約2倍のSCE頻度が得られた.この誘起はチミジンまた

は BrdU のいずれかを 5-50f̀M ほど処理すれば,ほぼ完全に抑制することができた.

デオキシウリジン,ウリジン,デオキシシチジン処理では FdUの SCE誘起能はまった

く阻害されなかった.これらのことから,FdUは BrdUの DNA中への取りこみな促進

させる結果,SCEを誘起するというよりも,細胞内の dTTPプールの欠乏によりSCE

を誘起している可能性の強いことが示唆された.

7) 代謝撹乱とSCE誘起について (鈴木 ･青田):HU (-イド.,キシウレア)や過剥

量のデオキシヌクレオシドはリボヌクレオシド1)ダクテ-スの阻害効果が知られている.

前者についてはすでに 100-250fLM 間で SCEを誘起することが知られていたが,後者

についても今回 SCE誘起が認められた.HUの効果は4種のデオキシヌクレオシドの添

加で阻害を受けなかった.過剰量のデオキシヌクレオシドの効果は他の種を添加すること

により抑制することができた.今回,dcTPやdTTPの細胞内欠乏がSCE誘起の中間過

程にあるらしいことが示唆された.HUの SCE誘起要田についての解析は今後の課題で

ある.

また HU 誘起の染色体異常をチャイニーズ-ムスターの株細胞と組織2次培養細胞と

について調べたところ,約40%がSCEと連関していた.この値そのものはRevellの仮

説を指示する･しかし染色体上の局在性を調べると各ホット･スポットで連関率は異なっ

ていた.

8) ジャコウネズミの核型分化 とその由来 (吉田):食虫類の一種,ジャコウネズミ
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(Suncusmurinus)を東,東南および西南アジア8ヶ所から採集し,それらの核型を比較

研究した.東アジア (オキノ-ラブ島),東南アジア (台湾,セレベス,ジャワ)およびイ

ンド北部 (カリヤこ,カンプール,プバネッサ)の7ヶ所で採集した個体は全て 2n-40

で,常染色体は 12対のアクロ,3対のサブテロおよび4対のメタセント')ックからなり

Ⅹは最大のメタセントリック,Yはサブテロセントリックであるが,大小の地域差が観察

された. これが本種の基本核型であると推察した. しかしスリランカで採集した個体は

2n-32で,基本核型に含まれたた 8対のアクロ七./トリックがそれぞれ2対ずつロバー

トソニアン結合を起こしていることが判明した.インド南部のジャコウネズミは 2n-32

および 30であるという報告がある.分類学者によるとジャコウネズミはインド中央部山

林に発生したと述べており,それらは恐らく2n-40の基本核型をもっていたと推察され

る.インド南部へ移動した個体に連続的な染色体の結合が起こり2n-32,30と減少した.

2n-32の個体がス7)ランカに侵入した.一万 2n-40のジャコウネズミは印度支部半島

より東南アジア,更に東アジアに侵入したと推察した.筆者は先にインド南部は,その環

境 (地域放射能など)によって,晴乳動物における核型分化の温床であるとのべたが,今

回の研究もこれを裏付けた.

9) イユネコとヤマネコの雑種雄の染色体 (吉田･川原):イ-ネコとヤマネコの雑種の

報告はあるが,細胞遺伝学的な研究は無い.この度イェネコとヤマネコの雑種 (雄)を入

手したので,その染色体をイェネコおよびヤマネコのそれらと比較した.染色体は血液培

養法で観察した.

イ-ネコ (Fellscaius)の染色体数は 2n-38で,常染色体は形と大きさからA-Fの

6群に分類される.B群は4対のサブメタセントリックおよび F群は2対のテロセ'/トリ

ックからなっている.ヤマネコ (Fellsbengalensio)の染色体は材料入手の関係から観察

できなかったが,HsuandBenirschke(1968)の研究から,染色体はイ-ネコと同様に

2n-38で,核型も両種は非常によく似ている.ただ B群の染色体は5対,および A 群

のそれは1対である.性染色体は両種ともⅩYで殆んど区別できない.両種の雑種の染色

色体数は両親と同様 2n-38であったが,核型は明らかに両親の交雑型 (混合型)を示し

た.すなわち,B群の染色体は4対十1(9本)で,B-5染色体が不対であった.また F

群の染色体は1対+1(3本)で,F-2染色体が不対であった.F群の染色体は小型のアク

pセソトリック (棒状)であるから中期分裂像からも容易に識別することができた.上記

以外の他の染色体対は両親のそれと一致した.性染色体もXY型であった.これらの研究

から,イ-ネコとヤマネコの雑種は明らかに両親の染色体を半分ずつ含み,少なくとも2

対の染色体は異型接合的であった.この雑種が生殖能力を持つかどうかは,まだ不明であ

るが,異型染色体対の存在から,恐らく不妊性であろうと推察された.

10) トラギス科魚塀2種の核型 (室伏*･西川**･吉田):トラギス科魚類2種 (Para-

♪ercis♪ulchella,PayaPercissexfasciata)の核型を調査した.P.bulchellaは染色体数

*日大食期大学部 (三島)

**下関水産大学校
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2n-42で核型は4対のメタセントT)ックと17対のアタロセントリックであった.一万,

9･sexJasciataでは 2n-26で 11対のメタセントリック,1対のサブテロセントリック

および1対のアクロセントリックであった.

同科同属に含まれ外部形態に著しい差異の認められないこれら2種における大きな核

型の差異は,複雑な染色体構造変異によるものと思われる.なお,P.♪ulchellaの第6染

色体動原体付近に二次狭搾が認められ,P.scxJasciaiaの第 12染色体の短腕部が異型対

を示した.

ll) ネズッポ科魚類4種における染色体の種聞差異 (室伏*･西川**･吉田):ネズッ
ポ科魚類は外部形態に基づく種の同定並びに分類の難しい種が多く,研究者によりその見

解は必ずしも一致していない.筆者らはこれら魚類の内 4種 (Callionymusbeniieguri,

C.ornaiibinnis,C.♪unctaius,C.doryssus)の核型分析をおこない,染色体二次狭窄の

位置が種の同定に大変有用な指標となることを明らかにした.これら4種の染色体数並び

に核型は,C.beniieguriおよびC.ornaLibinnisにおいて雌が 2n-38,雄が 2n-37で,

雄に認められた対をなさない1つの比較的大型のメタセントリックを除き他は全てサプチ

｡セント7)ックであった.また,C.♪uncEatusは雌雄共に 2n-38で全てアクロセント

1)ヅクであった.さらに,C.doryssusでは雄のみの結果であるが,2n-34で1対は大き

なメタセントリックで 16対はアクpセントリックであった.

これら4種における二次狭窄は,C.beniieguriでは第1染色体の長腕先端部,C.orna-

tibinnisでは第 10染色体の短腕部,C.bunctaLusでは第 10染色体の長腕中央部,およ

び C.doryssusでは第2染色体の長腕動原体より1/3付近に認められた.以上4種のう

ち核型が非常に類似し, しか も外部形態での同定が難しい 2種 (C.beniteguriおよび

C.ornaiibinnis)においては,二次狭窄の差異が種同定の有用な指標となった.

12) ネズッポ科魚類2種にみられた複合性染色体 (室伏*･西川**･吉田):ネズッポ

科魚群の2種 (Callionymusbeniteguyiおよび C.ornatibinnis)において複合性染色

体 (ⅩlX2-Y)の存在が明らかにされた.前述のように両種の染色体数は 277-38(?),

37(8)で,染色体数において雌雄に差異があり,雄のみに比較的大きなメタセントリック

染色体が含まれていた.また雄性生殖細胞の減数分裂の観察から,第 2精母細胞には n-

18とn-19の2種が有り,前者には1本の比較的大きなメタセントリックが含まれてい

た.大きなメタセントリックが Y 染色体であり,Ⅹ染色体は形態的には他の常染色体と

区別のできないアクロセントリックと推定された.雌雄の染色体数の違いから奇数 (2n-

37)の染色体を持った雄の性染色体の構成は Ⅹ1Ⅹ2-Y であ り,偶数の染色体を持つ雌

(2n-38)のそれは XIXIX2Ⅹ2からなっていると推定した.これと全く同じ複合性染色体

の存在は既に筆者ら (MurofushiβfdJ.1980)がカワ-ギで報告した.性染色体が未分化

の状態にあるといわれている魚類でⅩⅩ-Y の複合性染色体が3種類で発見されたここと

は性染色体の分化構成を考える上で興味がある.

*日本大学短期大学部 (三島)

**下関水産大学校
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13) キイロショウジョウバェ (DrosoPhilamelanogaster)の雄における相同染色体対

合の機構に関する細胞遺伝学的研究 (山本):キイpショウジョウバェにおいては雄と雌

の間で還元分裂の機構が著しく異なっている.最も大きな違いは,雄では相同染色体間で

組換え (recombination)が生じないことと,雌で見られる非相同染色体の対合 (nonhO-

mologouspairing)と分離が見られないことである.このような雄の還元分裂の特徴は,

相同染色体の認識枚樺と対合に必要な染色体部位の究明には有利な条件である.キイ ロ

ショウジョウバェ雄の還元分裂では組換えにより染色体の形態が変化することがないため,

還元分裂,第1分裂中期像と後期像から,どの染色体が対合したかが容易に判定できる.

また雌におけるがごとく,非相同染色体の対合が生じないため,対合している染色体間に

は,相同染色体であると認識するに充分な機構を持っていたと結論することができる.こ

のような特徴に基づいて,第4染色体の対合に必要な部位を転座･欠失を用いて決定した.

その結果,第4染色体では,ci(cubitusinterubtus)の近傍に,対合に必要な部位,pair-

ingsite(S)の存在が細胞遺伝学的に確かめられた.(概要は Jap.J.Genet.1981,56,79

を参照)次に問題となるのは,第2,第3染色体の対合の機構である.第2,第3染色体

の右腕 ･左腕を各々分断して独立した染色体としたFreechromosomes,F(2L),F(2R),

F(3L),F(3R)を用いることによって,各腕が独立した相同染色体認識の棟樺を持ってい

ることが判明した.さらに,第2染色体と第4との転座 〔T(2;4)〕また第3と第4との

転座 〔T(3;4)〕を用いて,より詳細にpairingsitesの位置を明らかにしようと考えた.

そのため,Canton-Sの雄に 3600Rの Ⅹ 線を照射後,y;cieyR雌に交配,ciの近傍で

染色体異常を起したため位置効果によりciの表現型を呈する雄の個体を選び出し,A:-;

bw;e;cieyR?に交配し,ここで得られた雄を d.･-;bu,;e;cieyR?にもどし交配する･

その分離比から,転座が得られたことを確認した.このような方法でT(2;4)を38系統,

T(3;4)を45系統得た.現在,それら転座を生じた切断位置を決定するべく準備中である.

14) -テロクロマチン (サテライト DNA)の機能に関する研究:中間部介在-テロ

クロマチン (interstitialheterochromatin)の組換え頻度に及ぼす影響 (山本):-チ

ロクロマチンの生物ゲノムにおける存在様式は多様である.大きくわけて動原体部位,染

色体中間部または染色体の末端に位置するか,独立した B-染色体として存在している･

へテtlクT,マチソと組換え頻度との関係は以前から論議されている問題で,実験的な証明

も数種の生物で試みられている.動原体部位-テロクロマチンでは,その量的変動が,問

題となる染色体のユウクロマチン上での組換え頻度並びに他の染色体上での組換え頻度を

変化させることが知られている.しかしながら-テロクロマチンの組換えに及ぼす機構を

さぐるためには,自然界に存在している中間部介在-テロクロマチン,末端部-テロクロ

マチンの組換えへの効果を調べる必要がある.そのためには,ショウジョウパェを用いて

そのような染色体を合成し,遺伝学的に調べる方法を とった.T(Ⅹ;Y)B146または

T(Ⅹ;Y)B146LB133R などに Ⅹ 線を照射して,合成した MO5,M32を用いた. これ

らは Ⅹ染色体の細胞学的地図で 12D-Eに Y染色体 (-テロクロマチン)の一部が挿入

された形の染色体である.全ての染色体飯域は適当なマーカーを用いてコントロール染色
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体と同じにし,さらに 10世代以上のもどし交配により遺伝学的背景は同じである.これ

ら中間部介在-テロクロマチンを持つ染色体と-テロな雌 (MOS/+,M32/+)では組換

え頻度が極端に低下し,特に-テロクロマチンの存在する近傍ではその影響が著しく,約

95%組換率が低下している.特に介在-テロクロマチンのブロックの近くにあるマーカー

を用いて求めた組換え頻度の結果からも, この-テTlクロマチンの存在が組換えを低下

させたことが明らかである.ただし,癖著な組換率低下の現象も,中間部介在-テロクロ

マチンがホモになるとその効果はあまりなく,約 15% 程度の低下が認められるにすぎな

い.ただ,-テロの場合もホモの場合も末端領域では,組換価に大きな変動が見られない.

現在,上記 MO5,M32以外にも数種の介在-テpクロマチンを持つ Ⅹ 染色体を得て

お り,それ ら-テロクロマチンの大 きさと組換えに及ぼす影響を検討中である.また

12D-E以外の部位での同様な染色体の合成を試みている.

15) キイロショウジョウバエのⅩ染色体の微小欠失により生じる形態形成の異常 (山

本):唾腺染色体地図で Ⅹ 染色体の 20A に切断点を持つ T(Ⅹ;Y)のうち T(Ⅹ;Y)

B108とT(X;Y)B109のdistalfragmentは,Ⅹ染色体の欠失,Df(1)16-3-22と-チ

ロな雌個体で多様な形態の異常を誘起する.Df(1)16-3-22は 19D2から20Alまでの欠

失であることから,奇形は20Alの部分的欠失であろうと推測される.それを確かめるた

めに,Ⅹ染色体基部の致死遺伝子とのcomplementationtestで,多くの T(Ⅹ;Y)の

切断点を決定した.すると20Al-3の間に切断点を持つT(Ⅹ;Y)が19得られ,B108と

B109もこれに属する.それら19種のT(Ⅹ;Y)のdistal側とproximal側を互に交換

した雄個体を交配により作成すると,BIO8L とBIO9L は V64R あるいは B95R との組合

せで,多くの奇形が生じる.これらの結果からこの部位,20A1-3,の部分的欠失が体の各

部で器管特異性を示さない奇形を誘起していることが確認された.

X染色体のこの部位には,-どの W 染色体から得られたサテライトDNA と相同な

DNA が局在していることが最近になって明らかになった.この W サテライ トは,マウ

スやヒトのY染色体とも相同性を示すことから,GardenofEdenDNAsequencesとも

呼ばれ性決定機構に関与しているらしいとの仮説もあるが,このDNAの機能は今のとこ

ろ全く不明である.唾腺染色体の 19F-20に insituで強く-イブ1)ッドを形成するこ

とから,この DNA との形態形成との間に何らかの関係があるかも知れない.そこで,W

サテライトをプp-グにしてショウジョウバエの DNA バンクから拾い上げた 5種類の

クローンを入手したので,それらが染色体上のどの位置から得られたものかを検討した.

これら5種類の DNA は残念ながら Ⅹ 染色体の 19F-20の起源ではなかった.現在,

19F-20から派生した DNA フラグメントを得るべく研究を進めている.

第 2研究室 (森脇)

1) 野生-ツカネズミH-2遺伝子のBIO系マウスへの導入 (森脇 ･城石 ･嵯峨井):日

本産-ツカネズミ亜種 Musmusculusmolossius,アフガニスタン産亜種 M.m.bactri-

anusおよびフィT)ピソ産亜種M.m.casianeusの H-2遺伝子を戻し交配によって BIO

系マウスに導入しコンジェニック系統の育成を昨年に引続いて行なった.系統名と戻し交
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配および兄妹交配の世代数 (Nおよび F)は次のとおりである.なお,戻し交配 12代の

後兄妹交配によって維持している系統は大文字で示した.

戻し交配を行なっている系統 (5系)

BIO.Mol･Msm (N8):BIO.Mol･Nsb(N6):BIO.Cas･Qzn(N12):BIO.Cas-Tch(N7):

BIO.Bac･Kab(N5)

兄妹交配で維持している系統 (7系)

BIO.MOLTENl(N12F7):BIO.MOLTEN2(llF6):BIO.MOLOHM (N13F6):

BIO.MOLANJ(N12F5):BIO.MOLSGR(FIN12F5):BIO.MOLOKB(N13F6):

BIO.MOLYNG (N15FO)

2) 野生-ツカネズミH-2抗原多型の免疫遺伝学的研究 (森脇 ･城石 ･嵯峨井):噂乳

類にひろく認められる主要組織適合抗原の著しい遺伝的多型と各対立遺伝子間の大きな遺

伝的距離の問題を研究する方策のひとつとして,世界各地から採集した主要な-ツカネズ

ミ亜種を対象にH-2抗原特異性を検索した.抗血清としては従来の実験用マウス系統のも

つ主な H-2抗原に対するものと,我々がBIO.MOLコンジェニック系を用いて作った日

本産マウス特有の H-2抗原に対するものとを用いた.リンパ球に対する細胞障害テスト

で調べたところ,K26,D9,D32,KD18,501等の抗原特異性は全ての亜種でひろく分布

しているのに対し,D4,D15,K19,K23等はヨーロッパ産亜種にのみみられ,一方 K31′,

K20,502等は日本 ･中国産亜種のみに見出された.特に 503,507等の特異性は日本産亜

種 M.m.molossinusに特有の抗原性であると考えられる.これらの結果は,H-2抗原多

型が進化的に非常に古くおこり現在までにマウスの各亜種の中にひろく参透しているとい

うKleinの仮説とは一致しない.

3) H-2領域内高頻度遺伝的阻み換え現象の免疫遺伝学的研究 (城石 ･嵯峨井･森脇):

近交系マウスから確立された BIO.冗-2コンジェニック系と日本産野生マウス由来の H-

2領域を導入した B10.MOL･H-2コンジェニック系との Fl雑種における H-2領域内

遺伝的組み換えを前年度に引き続き観察した.Fl雑種をBIO.MOL･H-2系に戻し交配し

て得た計 1333個体を調べた結果,これまでに 18個体の組み換え体を検出した.内訳杖

(BIO.AxBIO.MOLSGR)Fl雌:539個体中 16(組み換え率は 3.0%),以下,同堆:

1/191(0.5%),(BIO.AxBIO･MOLTENl)Fl雌:1/294(0.34%),同雄:0/64,(BIO.

AxBIO.MOLYNG)Fl雌:0/245であった.これらの結果から,(BIO.AxBIO.MOL

SGR)Fl雌における組み換え率が従来報告されている値 (0.3%)より約1桁高いという

昨年の観察がさらに確められた.また,同じFl雑種の雄ではこのような高頻度の遺伝的

組み換えはみられないことから,この現象は雌に特異的であることが明らかになった.

次に (BIO.AxBIO.MOLSGR)Fl雌から得られた 16の組み換え体を用いて,H-2

領域内のどの部位で組み換えが生じているかを調べたところ,H-2K-Ⅰ間 7個体,Ⅰ-S

間 3個体,S-H-2D間 2個体,未定4個体であった.この結果を,これまで報告されて

きた遺伝子間距離と比較すると,H-2K-Ⅰ間での組み換えが異常に高いことが解った.

現在,戻し交配によって得られた組み換えマウスを元にして,組み換え塾染色体をホモ
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に持つ H-2領域内 recombinant系統の作製を進めている.下記の8系統はすでに確立

され兄妹交配によって維持されている (カヅコ内に遺伝子型及び兄妹交配世代数を記す).

RIOl(H-2Kk･H-2Dwm4,F8);R102(H-2Kk.Hl2Dym4,F2);R103(H-2Kk.H-2Dwm4,

Fl); R104(H-2Kvm4･H-2Dd,Fl); R106(H-2Kvm4･H-2Dd,Fl); RIO7(H-2Kvm4･

H-2Dd,F2);RIO8(H-2Kk･H-2Dwm4,Fl);R201(H-2Kvml･H-2Dd,Fl).

4) TNP化自己に対する Killer-T 細胞を用いた日本産野生マウス H-2抗原の検索

(城石 ･森脇):でNP (Trinitrophenyl)基を修飾した自己細胞で誘導した Killer-T 細

胞は,自己と同一の H-2K,D抗原を有する TNP化標的細胞に対してのみ細胞傷害活

性を示す.従って H-2抗原が未知のマウスの二系統について,一方の系統で誘導した

Killer･T 細胞が他方の標的細胞に対して細胞傷害活性を持つか否かを調べることで,二

系統の H-2抗原の相同性を検定することが可能である.

この実験系を,これまで血清学的手法によって検索を行なってきた BIO.MOL-H-2コ

ンジェニック系統に適用するための実験条件を検討した.近交系由来の BIO.刀-2コンジ

ェニック系および日本産野生マウス由来のH-2を導入した BIO.MOL･H-2系について,

TNP化自己に対するKiller-T細胞が誘導できる系を確立したので,血清学的には区別で

きなかった幾つかの系統間で H-2抗原の相同性の検討を現在進めている.

5) マウスにおけるウレタン誘発肺腫疹発生に関与する主要遺伝子 (森脇 ･宮下):近交

系マウスにおける肺腫蕩発生の頻度の異なる系統間の Flでは,両親の系統のうち高発系

の系統に近似するか,中間的になることが報告されているが,詳細な遺伝的解析は行なわ

れていない.今回,高発系のA (肺腫癌の平均結節数約 30)と低発系の BIO.A (約 1.3)

の Flで,ウレタン誘発肺腫募発生の頻度と両親の系統と比較したところ,平均結節数は

A系にほぼ近似した.一方,高発系の A系と最も低発系である日本産野生マウス由来の

近交系 MOL-TEN2との Flでは,肺腫痔の平均結節数はほぼ低発系のTEN2に近い.

このように肺底疹発生率の異なる系統を交雑した Flの発病率は,必ずしも高発系あるい

は中間的になるとは限らず,感受性 (あるいは抵抗性)を支配している遺伝子が優性にも

劣性にもなりうる可能性を示唆している.現在, これらの Flをそれぞれの両親の系統

にもどし交雑し,ウレタン誘発肺産湯発生の頻度の分離の程度を解析すると共に,H-2

が共通で遺伝的背景が異なるいくつかの系統の組み合わせ- 例えば AxBIO.A,A.

BYxBIO等- を用いて,肺腫蕩発生を支配するH-2以外の主要遺伝子に対する検討を

進めている.

6) ウレタン誘発肺腫疹発生に及ぼすH-2遺伝子複合体の影響 (宮下 ･森脇):A.H-2

コンジェニック系及びBIO.H-2コンジェニック系マウスを用いて,ウレタンによる肺底

癌の誘発を試みた.21日齢のマウスにウレタン(1.5mg/g体重)を皮下注射し,5ケ月後

に個体あたりの肺腫痔の結節数を調べると,A (H-2&-プロタイプ)及び A.TLI(H-

2tl)では平均 30前後,A.SW (H-28),A.BY (H-2b),A.CA (Il-2f),A.TH (H-

2も2)では平均 15前後となり,両グループの問に有意な差 (P≪0.001)が見られた.この

結果から,Ⅰ亜領域にウレタン誘発肺腫疹発生に関連のある遺伝子の存在が示唆される.
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次に Ⅰ亜領域内の BIO.H-2Recombinant系 7系統を用いて同様の実験を行なった.

BIO.BR (H-2k,Ⅰ亜領域 kkkkk),BIO.A (H-2&,kkkkd),BIO.A (2R)(H-2h2,

kkkkd)では個体あたりの肺腫癌の平均結節数は平均 1.3前後,それに対しBIO(H-2b,

bbbbb),BIO.A (3R)(H-213,bbbbk),BIO.A (5R)(HI215,bbbkk),BIO.A (4R)

(HI214,kkbbb)では平均 0.6前後となり有意な差 (P<0.05)が見られた.この結果は,

IB亜領域がウレタン誘発肺瞳癌発生に対して何らかの形で影響を及ぼしていることを示

唆する.現在, Ia抗原と肺腫湯発生との関連を中心にこの問題の検討を進めている.

7) ミトコンドリア DNA からみた日本産野生マウスの亜種内変異 (米川*･森脇･宮

下 ･後藤*･田頭*):日本各地から採集した野生マウスの肝ミトコンドリア DNA を 10

種の制限酵素,BamHI,EcoRI,HindII,HindIII,BgLI,HpaI,HbaII,HaeIIお

よびHaeIIIで処理した後アガロース電気泳動によって分析した.関東以西の集団では全

てmolossinus型のパターンを示し変異は認められなかった.ここで観察した molossinus

型は中国の長春 ･北京等のものとよく似ている.一方盛岡以北の東北地方および北海道の

集団は castaneus型のミトコンドリア DNA をもつことがわかった. この castaneus

型は台中産,フィ1)ピン産のものに近い.一方,染色体 Cバンド等核遺伝子からみると

上記のような地域的な差異は認められない.日本産野生マウスの由来を知る上で興味深い

結果である.

8) 酵素多型を用いた日本および中国産野生メダカ集団の遺伝学的解析 (酒泉･江上**･

森脇):日本産野生メダカは,Adh,Sdh,Pgm,Sodの4種の酵素の遺伝子型により大き

く南北2つのグループ (北日本集団と南日本集団)に分けられる.これら2集団の境界は

極めて明瞭で,岩手県と福井県とを結ぶ線に一致する.南日本集団内には,他の教程の酵

素座位において地域特異的な遺伝子型の分布が見られ,｢東日本型｣｢瀬戸内型｣｢山陰型｣
｢琉球型｣ といった,それぞれの地域内では-様な遺伝子型を持ったいくつかの分集団が

認め られた.南北両集団間の遺伝的距離は 0.29-0.43,南日本集団内の分集団間では

0.07-0.19であった.このように日本産の野生メダカにおいては,著しい地域的分化が見

られ,各地域集団間の境界は地形,特に山脈とよく一致する.中国の2地点,北京および

上海産のメダカは CK-1,Sod の遺伝子型により日本産のものとははっきり区別できる

が,この2地点が約 1000km 離れているにもかかわらず,遺伝的距離は 0.03と日本国

内のどの分集団間の値よりも小さい.これらのことから,メダカの地域分化には,特定の

環境要因に対する適応というようなことよりは,むしろ山脈などの地形による隔離が大き

な役割を果たしていることが示唆される.

9) マウスにおける染色体組換え機構に関する遺伝学的研究 (今井 ･森脇):我々の開

発した減数分裂期の染色体観察方法をさらに改良し,太糸期および複糸期の良好な染色体

像が得られるようになり,キアズマ解析が一段と精度をました.この手法を用いてBALB/

Cと日本産野生マウス (M.m.molossinus)およびそれらの Fl雑種におけるキアズマ

*埼玉県がんセンター研究所

**東京大学理学部動物学教室
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頻度の解析を行なった.我々の提唱したキアズマの非末端化お よびキアズマによらない

末端結合の仮説を適用して各々のキアズマ頻度 (CF)を算出した結果,BALB/CがCF-

17-18であるのに対し molossinusでは CF-23と有意に高い値を示した.目下両者の

の Fl雑種を BALB/Cにもどし交雑してキアズマ頻度の分離を見るとともに,キアズマ

頻度を制御する遺伝系をさらに詳しく解析するため,各種マウス亜種間雑種におけるキア

ズマ頻度も調査している.

10) マウス亜種間雑種における性染色体早期分離現象の遺伝子解析 (松田･今井 ･森

脇･近藤*):近交系マウス BALB/Cと日本産野生マウス (Musmusculusmolossinus)

の Fl雑種に観察される性染色体対合の早期分離 (Ⅹ-Y 分離 typeI)と精巣重量の減少

が常染色体上の遺伝子支配を受けることはすでに報告した.今回,Fl雑種とBALB/Cの

もどし交雑およびその正逆交雑実験から,本現象が同一常染色体上に連鎖する性染色体対

合に関与する 2個の同価同義遺伝子 (Sxa-1,Sxa-2;sex chromosomeassociation

gene)と精巣重量を支配するTwr遺伝子 (testisweightreductiongene)により引き

起こされることが判明した.BALB/Cとmolossinusの遺伝子を各々 Sxa-1&,Sxa-2&,
Twr&および Sxa-lb,Sxa-2b,Twrb とする時,これらの遺伝子が亜種間分化に伴って構

造的あるいは磯械的に分化した結果,Flの-テロ接合で遺伝子発現が阻害されⅩ-Y分離

と精巣重量の減少が誘発されるものと思われる･Sxa-1-Sxa-2-Twrの各遺伝子間の距

離は,組換個体の出現率からSxa-1とSxa12間で5･5-5･6% またSxa-2とTwr間で

2.3-4.2% であった.性染色体早期分離に付随して常染色体早期分離および分離ひずみ

現象が観察された.またDBA/2Jに特徴的なⅩ-Y分離 typeIIにはY染色体が関与し

ていることが明らかにされた.

C.生 理 遺 伝 部

生理遺伝部では,生物における遺伝形質の発現,変異の形成ならびに遺伝的変異の保有

に関する実験および理論的研究を行なっている.寡-研究室は生物種の遺伝的特性とその

変遷について,それを取り巻く自然環境との相互関係の観点から,また種分化の遺伝的機

構の分析をショウジョウバエを主な実験材料として研究を進めている.これらの課題につ

いて,第二研究室は理論的な面の研究を行なうと共に,種内における遺伝的変異の動静力

学理論の研究を行なっている.

大島長造名誉所員は引き続きショウジョウパェの行動遺伝学的研究を行なった.特別研

究生として大西正道博士はショウジョウバェの種分化に関する生化学的研究を行なった.

非常勤研究員としては,昨年度に引き続き神戸大学の大石陸生助教授がショウジョウバエ

の異常性比の研究を,城西歯科大学の津野憲道講師がショウジョウバエ集団のアイソザイ

ム分析を行なった.

研究費の面では文部省科学研究費総合A｢昆虫における遺伝子作用の細胞 ･分子レベル

での研究 (黒田珪)｣の分担研究,および環境庁総合プ.lジェクト ｢環境汚染が動植物の

*名古屋大学農学部



32 国立遺伝学研究所年報 第 32号

耐性および種社会におよはす遺伝的影響に関する研究｣の分担研究として,それぞれ補助

を受けた.

国際交流の面では,韓国全南大学金銀元教授が日本学術振興会の招きで 3月30日から

9月 10日まで来所し,渡辺室長とオナジショウジョウバエの種間交配に関する共同研究

を進めた･また丸山部長は 4月 1日から6月 29日まで米国オ-イオ州立大学の遺伝学

教室へ客員教授 (DistinguishedvisitingProfessor)として出向き,共同研究と講義を

行なった.丸山は 11月30日から12月9日まで英国イース トポーン市で開かれた ICRP

会議 (InternationalCommissiononRadiationProtection)に maincommissionの

一員として出席し,続いて 12月 11日から 12月 23日まで米国オ-イオ州立大学に滞

在し現在進行中の共同研究について協議した.

第 1研究室 (渡辺)

1) ショウジョウバエの行動遺伝学的研究

(a)キイロショウジョウバェの無限突然変異 (sineoculis)の脳とその活動リズム (大

島･井山):頭部の複眼,単眼をともに欠く遺伝子 (so)は第2染色体 57.1に位置する.

この頭部を固定 ･染色,切断し調べた結果,retinaとlaminaと外部キアズマは欠失し,

medullaは半分以下に縮小するが,lobula,lobulaplate(生物時計の存在部位)と内部

キアズマは形,大きさにおいて,ほぼ正常なものと変らない.

この--の明暗環境 (LD12:12薄暮薄明付)に数日,その後全暗環境 (DD)に数日,

温度 250C一定のインセクトロン内における活動をアクトグラフで調べた.その結果 18

匹中,明暗の変化を感じて薄暮,薄明期に活動したものが 11匹,その他の7匹はその感

じ方がやや鈍かった.また全暗環掛 こ入った時に概目性周期活動を示したものが9匹,そ

の他のものの活動 リズムは鈍化した.要するに無限の--の約 50% のものの lobula部

に存在する生物時計は正常な機能をもつと考える.

次に約 10日間にわたって毎日1時間ずつ薄暮薄明期を遅らせたり,速めたりして,宿

動をアクトグラフで記録し,その結果 (30分毎の活動量)の自己相関係数を電子計算磯で

出した.無限の--の薄暮期における活動ピークは毎日の1時間の遅速に追従するが,正

常な--が晴になって活動が鋭く停止することに比べると,鈍くなった.しかし頭部の皮

膚を通して lobula部に入った光の変化の情報を前大脳へ伝達し,一方明暗の一日周期を

計測し前大脳を通じて確実に活動リズムを制御することが確認された.上記の自己相関係

数のピークは 25時間,と 23時間にあった (遺雑 56(6):630).

(b)ク1,ショウジョウバェの生物時計の時間計卸機能 (大島):この--の活動は薄明･

薄暮両期にさかんな2山型であるが,系統によっては薄明期には活動しないで,薄暮期に

集中的に活動する.いずれにしても時計は薄明期に調節され,それから時間を計測し薄暮

期の数時間前の時間情報を脳へ送る.あたかも薄暮期を予知するように活動を始める.例

えば三島･赤湯の系統ではLD13.5:10.5の環境の薄明期から約10.5時間後に活動が始

まった.そこで薄暮期を固定して,薄明期を約1時間半遅らせると活動開始の時間も遅く

なり,活動は暗期で停止するから活動量も減少する.この場合と逆に短日から長日にする
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と薄暮期の活動開始は早くなり,活動量も増大した.

次に時差ボケの実験をした.赤湯系統で LD16.5:7.5の環境で数日後,突然明期を

23時間にしたところ定時に起る活動が約2時間長く続き活動量は増大した (移行期の活

動).その後 7.5時間の略があって薄明期があって約 10.5時間後に活動が始まり,正常

な活動リズムになった.ひき続き突然暗期を 16時間にしたところ薄明期後,活動開始ま

でが約7時間に短縮され,その時の活動は約2時間長く続き活動量は増大した (移行期の

活動).その後 7.5時間の暗期があって約 10.5時間後に活動が始まり正常な活動リズム

になった.この結果からショウジョウバェの時差ボケは約一日で解消するようである.

次に長日塾 (LD16.5:7,5)と短日塑 (LDll.5:12.5)の両環境を数日間ずつ連続し,

薄明期を同時間に固定して,吾妻橋,三島の系統の-エの活動リズムを調べた.短日から

長日になった日の薄暮期の活動は長く続き活動量は増大した.逆に長日から短日になった

日の薄暮期の活動は抑えられた.しかも両場合とも次の日の活動開始の時間は短日の場合

は早くなり,長日の場合は遅くなった.その結果から--の生物時計は明と晴の雨期の長

さを計測し,薄明期に時計を調節し,それから長日,短日それぞれの決まった活動開始ま

での時間を計測し,脳にその情報を送ると考えられる.祝薬の一部の lobula部に存在す

る生物時計が,時間の計測と明暗時間の量比 (光周時計)の情報伝達の磯能をもつものと

思われる.

2) ショウジョウパェ自然集団の遺伝的変異の研究

(a)オナジショウジョウバェの地理的分布と季節変動 (渡辺 ･河西):1975年以来,蘇

岡県東部および山梨県におけるD･simulansの侵入状況を調べている.1981年の特筆事

項は,数年来増加債向にあった山梨県内の9地点すべてにおいてsimulansの頻度が減少

したことである･最も大きい原因としては,1980-1981にかけての厳寒による集団の縮小

が考えられる.一方,三島市内におけるsimutans頻度の季節変動を1976年から1980年

まで調べてきたが,平年の8月はsimulansが一時減少するいわゆる2峰性の消長を示し

てきたが,1980年の8月にはその減少がみられず,夏から秋にかけての1峰性を示した.

これは 1980年 8月の冷夏によるものと解釈される.すなわち,D.simulansは厳寒の翌

年には集団のサイズが充分に回復しない反面,冷夏においてはサイズを減少することなく

増大するという適応温度幅の狭さを証明するものと思われる.

(b)オナジショウジョウバエ雄の種間交尾能の変異 (金 ･河西):D.mauritiana♀×

D･simulans8は,その道交配より交尾率が著しく惑いが,1979年 Mauritius島から

採集した G152というmauriiiana系統の雌は比較的よくsimulans雄と交尾した (午

報 31号)･この G152を用いて,日本国内の4系統 (三島楽寿園･三島城の内･小倉 ･

鳥栖)および韓国の3系統 (Milyang･Busan･Kimhae)のsimulans雄の交尾能を比較し

較した･2日令の雌雄が2日間に交尾した割合を各系統につき300匹を解剖して調べた.

平均 9･2%,最高は三島城の内の 21.7%,最低は Kimhaeの 3.7% であった.

(C)オナジショウジョウバェとそ-リシアスショウジョウバエの雑種の交尾能 (河西 .

渡辺):D･simulansと D･mauritianaの雑種雄は不妊であるが,雑種雌は妊性があ
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り,戻し交配が可能である (年報30号).正道雑種雌 (MSまたはSM)に対するsimulans

雄または mauyiiiana雄の交尾能を授精率で謝定すると 100% であったが,この雌に毎

代 mauritiana雄を戻し交配して得られる雌は徐々に simulans雄とは交尾しなくなり,

3代目の雌 (MSMMM または SMMMM)とsimulans雄との授精率は約 50% となっ

た.一方,simulans雌や mauritiana雌に対する雑種雄の交尾能を直接観察法で調べる

と,正道雑種雄 (MSまたはSM)ともに mauriiiana雌とは交尾しなかった.すなわち,

この両種の組合せでは,雄の交尾能を支配する遺伝子は Ⅹ 染色体上には座乗せず,常染

色体上のsimulans側に優性な遺伝子と考えられる.しかし,2代の戻し交配から得られ

た雑種堆 (MSMM または SMMM)ははば正常に mauritiana雌と交尾するようになっ

た.

(d)D.moniium亜群の系統分類学 (大西 ･金 ･渡辺):D.moniium亜群は東南アジ

アを中心に約 60種報告されているが,主として形態的見地からの分類しかない.最近,

Baimai (1980)は核型分析により種の同定を試みたが種の頬縁の程度を数量化するには

いたっていない.そこで,0'Farrell(1975)の2次元電気泳動法を用いて約 20種の種間

距離を推定し,それに基いて,系統樹を作成した.同亜群内のkikkawai･complexに属す

る bocki,bennae,liui,kikkawai,leontia,barbaraeの6種は 1つのグループとして分

類された.これに近い第 2のグループは)'ambulina,PunjabiensisJike,♪an)'abiensisの

3種であった.一方,auyaria,biauraria,iriaularia,quadrarariaの 4種は auraria･

com♪lexとして,まとめることができた.rufaは上記3グループとはさらに遠い関係にあ

り第 4のグループと考えられた.しかし,従来の澱粉ゲル電気泳動法による系統樹では,

rufaは kikkawai-comblexに属し,jambulinaが独立の第 4グループと分類された.

quadrariaは iriaurariaの近縁種であるとされているが,二次元法からみた限りでは,

iriaurariaの種内変異と考えられた.また,1979年に西表島で採集された末同定種はbocki

と同種であることが,電気泳動法による判定と交雑による判定で一致した.

第 2研究室 (丸山)

1) 確率積分を利用した数値解法の開発 (丸山):集団の遺伝的構成の変遷を研究する

数学的モデルの研究は最近の分子遺伝学の進歩と共に,ますますその重要性を増すと共に

に,より複雑化してきた.このようなモデルは解析的方法によって解を求めることが極め

て難しいため,電子計算機を利用した数値解法の開発が計算機の進歩と相供って必要であ

り,かつ有望である,このような情況をふまえ,伊藤清型の確率積分を用いて見本過程を

近似する数値解法の研究を進めてきた.この方法は他のシュミレーション法と類似する点

もあるが,数学的基礎が確立しており,時間の分点間隔を限りなく小さくすることにより

近似解は拡散過程の見本過程に一様収束することが証明されている.この方法を用いてい

くつかの問題を解き論文として発表した:StochasticNonlinearSystemsinPhysics,

Chemistry,andBiology(edd.L,ArnoldandR･Lefever),pp.1541161,(1981).

Springer･Verlag;Genetics98,44ト459(1981);Heredity46,49-57(1981).

2) 種分化の遺伝的機構に関する数学的モデルの研究 (丸山):昨年に引き続き,テキサ
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ス大学の梶井正利教授と共同で,種分化に伴う遺伝的隔離について次のような数学的モデ

ルの解析に関する研究を行なった.まず遺伝的隔離は1個の遺伝子座によって支配され,

そこに起こる突然変異はすべて異なっていると仮定する.次に突然変異を2回以上隔たっ

た対立遺伝子は互いに不稔であるとする.そして集団の中でこれらの対立遺伝子がどのよ

うに置換されてゆくかを計算し,集団間に遺伝的隔離がおこる状況を調べた.その結果,

種の中で遺伝子の置換が起こるためには,突然変異率と集団の大きさの横が充分に小さく

なければならないことが分った.例えばその儀が1より小さいことが要求される.また種

間の移住についても調べ,かなり低い率の移住でも集団間に異なった遺伝子を置換するこ

とは不可能となることが明らかになった.論文は準備中である.

3) 集団のビン首効果 (bottleneckeffect)の研究 (丸山):自然集団における遺伝的

変異の維持橡樺と関連してbottleneckやfounder効果の役割が重要視されている.ここ

では主として数回の bottleneckを通過した集団における中立遺伝子の頻度分布,対立遺

伝子の数の分布,-テロ接合頻度の分布など実験的に観察可能な諸量の統計的性質を明

らかにし,タンパク多型現象との関係を検討することを目的としている.この問題は解析

的に扱うことが難しく.我々は確率積分を利用した電子計算枚による数値解析の方法を用

いている.なおこの研究は,米国オ-イオ州立大学のP.A.ファースト博士,米国農務省

の M･D･ホッテル博士と共同で行なわれ フロリダの地中海 ミバエ集団にみられるタン

パク多型の分析に応用する予定である.

D.生 化 学 遺 伝 部

生化学遺伝部では,多細胞生物における遺伝子の発現機構を生化学的および遺伝学的手

法を駆使し,多岐にわたる材料を用いて追求している.

第1研究室では従来から高等生物における形質転換の研究が行なわれて来て,コナマダ

ラメイガ,カイコなどで外部遺伝子の導入とその形質発現の実証がなされた.これらの実

績のもとに遺伝子工学的手法により高等植物,特にイネ科植物に窒素固定遺伝子を導入す

る目的で,現在適当なベクターの開発の研究が進められている.またショウジョウバェの

雄豚致死作用をもつ SR田子の解析から,初期発生における遺伝子発現,とくに発生段階

における核と細胞質の相互作用が生化学的に追求されている.

第2研究室では,タンパク質およびアイソザイムの遺伝子分析を行なっている･タンパ

ク分子を構成するポリペブタイドは遺伝子の直接産物とみなしてよいが,生体内でいろい

ろ修飾を受けるものが少くない.一方突然変異によって完全に失活した酵素分子をもつ系

統もしばしば見出されている.従ってこれらの同質遺伝子系を用い,酵素分子の遺伝的修

飾や失活の生物学的効果を明らかにすることが出来よう.

第3研究室では淡水ヒドラを用い,形態形成と細胞分化機構の遺伝学的解析を行なって

いる.ヒドラは多細胞動物中最も単純な構造をもつ鮭腸動物で,出芽,再生,移植などの

実験材料として広く用いられてきた.第3研究室では初めて遺伝学的手法を導入して,現

在形態形成過程あるいは細胞分化機構に異常を生じた多くの突然変異株の分離に成功し,



36 国立遺伝学研究所年報 第 32号

詳細な解析を行なっている.

第2研究室の遠藤徹主任研究員はイソドネシ7-1年間の予定で出張中である.第3研

究室では研究員藤沢敏孝は米国アルバートアイソスタイン医科大学-文部省在外研究員と

して長期出張中 (1年 4か月)のところ4月3日帰国した.日本学術振興会の外国人招待

研究員としてヒドラ発生機構の研究に従事していたWanek博士 (米国カリフォルニア大

学ア-ヴァイン分校)は1年間の滞在を終え 10月 26第に帰国した.同会外国人招待研

究員 JosefAchermann博士 (スイスチューリッヒ大学)および特別研究生高野純 (名古

屋大学理学部大学院生)は前年にひき続きヒドラのパターン形成の研究に従事している.

第 1研究室 (名和)

1) イネ科植物のプラスミド(名和 ･山田):コムギ腫芽より抽出したDNAを,アルカ

リ処理して直鎖状主 DNA を変性させ フェノールで除去した残りの部分を-チジウムプ

T,マイドの存在下でCsCト超遠心にかけると,主DNA より重いところに明瞭なバンドが

得られた.このフラクションはアルカリ耐性で,エチジウムブロマイドの存在下重い密度

という性質から cccDNA に相当すると考えられた.しかし以下のことから,このものは

アルカ1)処理による2次産物おそらく2本鎖の一部がほぐれたものという可能性が強い.

1)収量が10% 以上と多く,もしそれだけの量が始めから存在していればアルカリ処理を

しなくても検出可能であるはずである. 2)強アルカリによる吸光度の増加は 20% 程度

と低い.3)主DNA (1.702)とこのもの (1.713)との密度の差は 0.011と少なく,この

差は-チジウムブロマイドの存在下でも大きくならない.4)ゲル電気泳動では広がった

泳動像で,主 DNA とは異なるはっきりしたバンドを与えない.

暗所で生育させた若い芽から抽出したDNAをアガ7,-ズゲル電気泳動法,密度勾配平

衡超遠心法などで調べた. トウモロコシのマイトコソドリア分画よりのDNAでは,主染

色体 DNA より早く泳動する明瞭な2つのバンドのほか,それより早く泳動する弱いバ

ドがあるようである.-チジウムブロマイドの存在下での超遠心法では3つのバンドが得

られ,2つは大体同じ強さでそれらの中間に弱いバンドがあった.これらはかなり接近し

ていて完全な分取は困難であるが,それぞれの分画部分を取り濃縮してゲル泳動にかけた

が明瞭なバンドが得られなかったので,ゲル泳動と超遠心とのそれぞれのバンドとの直接

な関係は今のところ不明であるが,超遠心で重い方の部分がゲル泳動の早い部分と考えら

れる. トウモロコシの核区分よりのDNA も超遠心法で3つのバンドに分離されるが,ゲ

ル泳動では1つの早く動くバンド以外は先端よりのティリングが強くて検出されなかった.

ある突然変異体では超遠心法で一番重いバンドを欠く2本のみで,しかも野生系の場合中

間のバンドはかなり弱かったのに対し,この場合は2本とも同程度の量であった.サテラ

イトの量は品種により変動するはずであるから,一番上の軽い部分が主染色体 DNA で

下の2本がサテライトの可能性が強いが,量的にあまり差がないことは今後の検討を要す

る.

いくつかの系統のコムギについて,マイトコソドリア分画,核分画よりの DNAが調べ

られたが,いずれもゲル泳動では強いティリングが全体に広がってサテライトバンドの検
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出が不能であった.超遠心法では強い1本のバンドの下方にかすかに弱いバンドがあるか

どうかという程度であるが,これを分取し再遠心すると主バンドより重い部分に1本のバ

ンドとして分離された.この分離の距離はトウモpコシの一番重いのと大体同じである.

非常に微量で全 DNA の 0.5% を越えることはない.

イネの場合,数種の系統について分析されたが,それぞれの生育速度に著しい差があり

また抽出DNAのゲル泳動におけるティ1)ングの状態もかなりの変動を示したが,一般的

にはコムギと似た結果で特有のサテライトのバンドは検出されなかった.イネほコムギや

トウモロコシに比し著しく固いので,抽出のときDNAの機械的努断がおこりゲル泳動の

のティリングとなり,もしあっても cccDNA の検出を不可能にしているかも知れない.

超遠心法ではは,コムギの場合よりさらに微量であるが重いバンドが存在するようである

2) 初期発生における遺伝子作用の解析 (山田･名和):昆虫の初期発生途上における

卵細胞質と核の相互作用を調べるために,ショウジョウバエのSR因子による雄豚特異的

致死作用と,母性効果による肱致死突然変異体の解析が行なわれた.

ショウジョウバエの SRスピロプラズマ (SRO)を持つ雌からの肱は,雄旺のみが致死

となり,雌のみを生ずる (SR)が,NSR系統 (B)の中からSROを持つにもかかわらず,

雄豚致死を示さない系統 (A)が見出された.A系統では NSRスピロプラズマ (SRO-

B)が,堆旺致死活性のみを失い,その他の性質 (形態,他種の SROとの間で起す凝集反

応,保有しているウィルスの WSRO に対する溶菌性)は保有しているスピpプラズマ

(SRO-A)に変ったことが明らかにされた.これは,SRO-A は雄豚致死活性を失った

SRO-Bの突然変異体であると考えると簡単に説明出来る.しかし,① SRO-Bは,1本の

ビンに 7-10個体の雌--を入れて,系統維持されているにもかかわらず,その中の1本

の中の全ての-工が,1世代の間に正常性比を示す SRO-A系統に変化した.② SR雌の

体液中には無数のSROがあり,SR雌の産む個々の卵は多数のSROを伝達される (数百

個が伝達されるという報告がある).③SRO-Aは,正常な--の雌に移植されても,安定

して子孫-伝達されるが,その中の1本では,全ての-エが2世代の間に完全にSRに復

帰した,などのことがらを考え合わせると,SRO-Bが突然変異により短期間に SRO-A

に入れ代わるためには,SROの増殖率または卵への伝達などについて,A,B両系統間で

大きな相違がなければならないと考えられた.そこで,B系統の雌バ- (20個体)に

SRO-Aを注射し,子孫の性比を調べると,SRO-Aを持ち正常な性比をす個体は全く認め

られなかった.また,A系統の雌 (20個体)に SRO-Bを注射すると,子孫の性比は 0.9

ぐらいまで上るが,完全に SRにはならなかった.これは注射された A系統の各個体の

SRへの変化に個体差があるためで,約半数は完全に SRになっていたが,残りは種々の

程度の性比を示したためであった.これらの結果から,SRO-Bが突然変異を起し,SRO-

Aに変化し,SRO-Aが優先的に増殖し,子孫に伝達されたのではなく,何らかの要因によ

り,SRO-Bの堆肱致死活性の発現が,不活性化,または活性化され,その発現はかなり安

定なものであると考えられる.
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第 2研究童 (小川)

1) 臓器特異性たん白質の発生遺伝学的研究 (小川):家鶏の発生初期における肝およ

び腎の生化学的分化について,免疫化学的手法を用いて調べた.

成熟白色レグホーン種の肝および腎から各臓器組織のミクロゾーム分画を分離し,それ

をウサギに感作してニワトリの肝および腎に対するウサギ抗血清を得た.前者に対しては

ニワトリの骨格筋,砕および腎組織で,後者に対してはニワトリの骨格筋,牌および肝組織

で吸着試験を垂れ 肝および腎に対する特異性をたかめてのち,力価を1:512に調整した.

白色レグホーン種卵の僻卵日数を追って発生各期の狂を用意し,上述の如く調製したウ

サギ抗血と沈降反応を実施することによって,肱における肝および腎の特異抗原が発現す

る時期を調べた.沈降反応を行なうに際しては肱の4倍重量の生理的食塩水による抽出液

を原液とした倍数稀釈の反応群を抗原側に用意して,抗原過剰による阻止反応に基く成続

の誤認に留意した.

成体肝および腎組織のミクロゾーム分画と同一の抗原性を示すたん白質の発現をそれぞ

れ受精後 72時間および 48時間日に認めた.この所見はいままで報告されている形態学

的肝および腎組織の発現時期に比べてそれぞれ 48時間および 72時間早い.

2) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川):現存する北海道犬
を代表する2つの大集団,千歳系と岩見沢系の他に,-き地に散在する日高,厚真および

渡島の3小集団の調査を終り,残る阿寒系について調査を進めている.

阿寒系は阿寒,網走および知床半島に分布しているといわれている.阿寒,網走地区の

調査の結果ではとくに記すべき特有の形質を保有する集団をみなかった.知床半島の羅臼

(太平洋側)と字登呂 (オホーツク海側)を中心とした調査を計画している.

メリオ系 (岩見沢集団)の兄妹交配は 21世代まで順調に進んだ.千歳集団については

前回の失敗を参考に,アクとフジの2系統について新しい祖犬を選び,再び兄妹交配を実

施している.アク系では6世代まで,フジ系では7世代まで進行した.

第 3研究室 (杉山)

1) ヒドラ体軸極性の解析 (杉山･高野･Wanek･Achermann):ヒドラは強い再生

能力を持ち,ヒドラの体幹から頭と足を切断すると,もとの頭の方向から必らず頭が,ち

との足の方向から必ず足が再生してくる.このヒドラ再生に見られる体軸極性については

古くから体幹にそってその極性を支配する何らかの tt勾配''が存在すると考えられて来た

が,その実体については不明のままであった.

ところでWolpertら (1974)および GiererandMeinhardt(1974)の2グループは,

この勾配についてきわめて重要な類似のモデルを提唱した.

そのモデルによると,ヒドラ体軸極性を決定する勾配は,頚部形成を促進する田子と,

それに括抗的に作用して頭部形成を抑制する因子の2因子により構成され,この両者の相

互作用によりヒドラの出芽,再生は制御されると説明されている.そして従来から行なわ

れてきた多くの再生,移植実験等の結果は,このモデルにより統一的にうまく説明できる

ようになった .
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そこで本研究ではこのモデルを新らしい角度から検討するために,我々の分離した突然

変異系統を使用し,その性質がはたしてモデルによりうまく説明できるか否か,実験的検

討を行なった.

使用した系統はすべて体軸極性に異常を持つと考えられるもので,出芽過剰のため多頭

を形成するmulti･headedstrain-1(mh-1),出芽能力の低下した系統 (L4),および頭部

再生能力の低下した regeneration･deficientstrain-16(一eg-16)の3系統である.

上記3系統の頭部形成能および抑制能を,Websterら (1966)の行なった組織小片移植

実験法を若干改良して測定した.ヒドラの1個体から組織の小片を切出し,他個体の体幹

に移植すると移植片を中心として新らしい頭部構造の形成が誘導される場合がある.モデ

ルによるとこの誘導率は移植小片の持つ頭部形成能と,移植を受け入れた宿主側のまわり

の組織の頭部抑制能の相互関係により決定され 前者が後者に対しある一定の開値以上に

高いと誘導がおこる (詳細な説明は略す).従って今かりに,移植小片としては野性標準

系統の一定部域から切出したものを常に使用し,その小片を各系統のいろいろの部域に移

植して頭部形成誘導率を調べると,各系統の各部域の頭部抑制能の強さをくらペることが

可能である.

また反対に,移植小片は各系統の各部域から切出したものを使用し,これを野性標準系

統の一定部域に対して移植すれば,各系統の頭部形成能を比較することができる.

この2方法を組み合わせ,標準野性系統を基準として3系統の頭部形成能,抑制能を測

定したところ大略以下の結果を得た.

(1)多頭ヒドラ (mh-1)

野性標準系統にくらべ,頭部形成能は有意に高く,反対に抑制能は有意に低い.従って

両者のバランスが失われ,形成能が強すぎるために出芽過剰がおこるものと考えられる.

(2)出芽能低下系統 (L4)

上記の場合とは丁度正反対に,標準野性系統に比較してこの系統の頭部形成能は低く,

抑制能は高い.従って抑制能が強すぎるために出芽頻度低下がおきるものと考えられる.

(3)再生能低下系統 (reg-16)

L4系統と同様かこ,頭部形成能は低く,抑制能は高い.しかし同じ債向が,出芽能には

影響なく,頭部再生能の低下をもたらしているものと考えられる.

上記の諸結果は,頭部形成能,抑制能が実際にヒドラ形態形成において重要な働きを

なし,両者のバランスが くずれると形態形成上に何らかの異常が生じることを示唆し,

Wolpetらおよび GiererandMeinhardtのモデルを強く支持するものと考えられる.

2) ヒドラ刺細胞分化機構の解析 (藤沢･杉山):ヒドラには餌の輪食,防御に使われる

4種類の刺細胞 (A,B,C,D型)があり,多能性幹細胞である間細胞から分化してくる.

どの型の刺細胞が主に分化するかはヒドラ体軸の位置によって異なり,従って体軸の位置

を人為的に変えると刺細胞分化のパターソに変化がみられる.このように未分化細胞が組

織または個体の中どこに位置するかによって将来何に分化するかが異なることは一般にみ

られる現象である.
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本研究ではヒドラ体軸の位置を規定する情報が同時に刺細胞分化パターンをも規定する

という作業仮説をたて,前述の体軸極性が異常な系統で刺細胞分化′{ターンを調べ,刺細

胞分化を調節する因子と極性を支配する田子との関係を検討した.

先ず各系統の頭部形成能及び抑制能の異常と刺細胞分化パターンを比較検討したところ,

多頭ヒドラ (mh-1)でのみ分化パターン (特に A型刺細胞)の異常がみられ,この異常

は mh-1の低抑制能に起因することが示唆された.そこで mh-1に抑制能をもつとされ

る因子を外部から与えられることにより,刺細胞分化パターンが正常になるかどうかを調

べたところ期待通りの結果を得た.この因子が実際頭部形成抑制因子であるかどうかを知

るため,この田子の性質を詳細に調べ,既知の抑制因子の性質と比較したが,両者の性質

に矛盾はみられなかった.以上の結果は刺細胞 (少なくとも A型)分化を調節する因子

が存在し,その因子は頭部形成抑制因子と性質が似ており,体軸の位置を規定する因子の

一つが同時に細胞分化をも規定していることが示唆された.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部の研究活動の一般的目標は,有用動植物の育種に役立つ遺伝学的知識の開発

である.研究課題は多様であるが,それらを大別すると,進化と適応,統計遺伝と選抜の

理論,動物の行動遺伝学に分けられる.第1研究室では藤島研究員がネズミの学習能力と

行動の研究を行なっている. また ウズラとニワトリに関する種々の課題を河原研究員が

行なっていたが,同研究員の急逝によって,残った研究の一部は井山第2研究室長が引継

いでいる.

第2研究室では井山室長が量的形質の選抜に関するシミュレーション実験および天然林

における遺伝 ･育種の問題の研究を行ない,また他の研究部と協同して,イネの窒素固定

能の遺伝の研究を行なっている.第3研究室では森島 (沖野)室長が稲と水田雑草の適応

機構について生態遺伝学的研究を行なっている.

応用遺伝部長は引続き田島所長が部長の職を併任した.

井山室長は日本学術振興会特定国派遣研究者として,2月 10日より3月 31日まで中

国に出張し,中国科学院遺伝研究所その他において,遺伝 ･育種学に関する研究交流を行

なった.4月25日から5月 10日までマレーシアその他に出張し,クアラルンプールで

開かれた第4回アジア大洋州育種学会 (SABRAO)に出席した.また 12月 1日から翌

年 1月 20日までの予定で,ボゴール (イ ン ドネシア)にある熱帯生物学研究センタ

ー(BIOTROP)に出張し, ジャワおよびカリマンタンにおいて,熱帯有用樹種の天然林

における遺伝変異の研究調査を行なっている.

昨年9月から第3研究室で稲のアイソザイム変異の研究に従事していた白銀博士 (台湾

国立中興大学校教授)は3月に,また昨年5月から同じく第3研究室で野生稲のアイソザ

イム変異の研究を行なっていたG･Second博士 (フランスORSTOM研究員)は,8月

に研究を完了して帰国した.

9月から秋田大学教育学部講師寺井謙次博士が,文部省内地研究員として来所し,第3
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研究室において,雑草の生態遺伝学的研究に従事している.

そのほか,井山室長を代表とする環境庁総合プロジェクト｢環境汚染が動植物の耐性お

よび種社会に及ぼす遺伝的影響に関する研究｣が昭和 55年から引続いて行なわれており,

これには応用遺伝部の全員が参加している.

第 1研究室 (田島)

1) マウスの弁別回避学習成績に対する選抜実験 (藤島):Y 型迷路を用 いてマ ウス

(60-70日令)の弁別回避学習成績 (OAR,%)を連続2日測定し,第2日目の成績 (DAR2)

に関して特徴的であった4系統から基礎集団を構成し,これより DAR2 に関して高 ･低

2方向への選抜実験を行なっている.選抜にあたっては,高･低両系統の近交係数が常に

等しくなるよう配慮した.本年度は第8代の成簾が得られた.

結果は,高能力 (H)系統 27.8,低能力 (L)系統 19.0で両系統の差は 8.8であった.

回避成績に関しては,H系統 45･2.L系統29.5であったが,弁別成績に関して,H系妖

64.1,L系統 66.1であって,逆にL系統の方が高かった.この傾向は前代でも同様に認

められ,弁別学習能力と回避学習能力との間に負の遺伝相関のあることが示唆された.

2) 騒音環境下で継代飼育されたマウスの行動変化 (藤島):動物に与える騒音の影響

は多くの場合一過性であって,時間の経過と共に回復することが知られている.しかし,

世代を経過した場合でも同様な回復がみられるか否かほ明らかでなく,このことを調べる

ため,騒音環境下で継代飼育されているマウスの行動上の変化を調べている.

試験 (E)区は 250C一定の明･暗各12時間の飼育環境に,騒音 (pink,100phon)を

暗期 (18時～6時)に 1時間間隔で1時間ずつ 6回与えた.対照 (C)区は同一飼育環

境下で無騒音の状態であった.供試マウス系統はWB/Reで,同腹雌雄をC区とE区に

分けてそれぞれ交配飼育し,毎代,成熟時の体重,活動性および回避と弁別の各学習成績

を測定して,騒音の影響を調べた.

第3代の成績では,前代同様学習成続には両区間の差は認められなかったが,体重 (g)

は E区雌 15.8,雄 21.6,C区雌18.1,雄25.1,活動性は E区雌27.3,雄 24.8.C区

17.8,雄 21.3であって,E区のマウスは C区に比べて雌雄ともに体重が軽く,活動性と

情動性が高いことが示唆された.

そこで,E区のマウスの一部を出生時に C区の環境-移して成熟時まで飼育したが,

体重,活動性には変化が認められなかった.このことから,試験区と対照区との差は出生

前に帰因していると考えられた.

3) 行動研究における測定基準に関する研究 (藤島):行動研究においては測定前の被

験体の状態が測定値に大きく影響するにもかかわらず,未だ確立されておらず,その標準

化が要望されている.例えば,出生時に一腹当りの仔数を揃えることが慣習的に行なわれ

ているが,この操作は,産仔数が少ない場合のfosteringの影響や,多い場合の泌乳量の

影響など心理的,生理的な重要な問題点を含んでいる.

そこで,本研究は測定基準に関する研究の一環として,掛 こ測定前の被験体のケージ当

りの収容匹数が測定値に及ぼす影響を調査した.
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近交系マウス4系統からなる四元交雑種を用いて,離乳より測定までのケージ当りの収

容匹数と活動性および弁別,回避の各学習成績との関係を分析調査した.

その結果,一腹当りの産仔数はマウスの行動に特別な影響を与えないが,ケージ当りの

匹数は1匹の場合のみ雄の活動性を高め,また回避学習成績にも影響するが,2匹以上の

場合には影響しないことがわかった.このことから,測定前のケージ当りのマウスの数は

2匹以上とすべきであるが,あえて匹数を揃える必要のないことがわかった.

4) 飼育環境が野生ウズラの行動に及ぼす遺伝的影響の研究 (河原):野外で捕獲した

ウズラを人為環境下で繁殖すると,無意識選抜によって種々の形質に,飼育環境に適応し

た方向に遺伝的な変化が起ることが判った.今年度は,繁殖に重要な雄の転鴫をサウンド

スペクトログラフによって分析したところ,飼いウズラと,野生から家禽化の途中にある

ウズラとの間に,鳴声のパターンの差があることが判った.

第 2研究室 (井山)

1) イネの窒素固定能のダイアレル分析 (井山･佐野 ･藤井):根圏における窒素固定

活性の異なる,アジア各地からのイネ11系統の間のダイアレル交配を行なって,そのFl

についてアセチレン還元法によって,板圏の窒素固定活性を測定した.その結果について

統計遺伝学的分析を行ない,これらのイネの根圏の窒素固定活性に関与する遺伝子の特性

を明らかにした.11系統すべてを用いたダイアレル分析の結果から,関与する遺伝子の遺

伝子座間の相互作用効果の存在が示された.この相互作用の原田となる親系統を除いた 7

系統のダイアレル交配について,さらに分析を行なったところ,関与する遺伝子は平均的

に優性を示したが,優劣の方向と活性の高低との間に一定の関係はなかった.親系統と

Flとの相関は有意で (r-0.88**),窒素固定活性が交配を通じて遺伝する形質であること
が明らかになるとともに,以上の結果から,交雑育種によって,イネの窒素固定能を高め

られることが明らかになった.

2) ヒエの除草剤耐性の遺伝 (井山):ヒエの除草剤プpパニールに対して耐性の異な

る系統の間の交配を行ない,その後代の自殖によりF5系統を得た.それらの FS系統の

プロパニール耐性を調べたところ,数組の交配のほとんどに,親の耐性の範囲を越えた連

続変異が見られた.このことから,ヒエのプロパニール耐性に関する複数の遺伝子が存在

し,組換えによって親系統よりも高い耐性を獲得する可能性が示唆された.

第 3研究室 (森島)

1) 稲の雑草に対する抵抗性の品種間変異 (森島):稲の雑草に対する抵抗性の遺伝的

変異を調べる目的で,アジアの在来品種の中から日本の自然日長下で出穂する 77品種を

ランダムに選んで次のような実験を行なった.各品種を,(1)完全除草区 〔A｣,(2)毎年

ヒエだけを自然繁殖させている区 〔B｣,(3)ヒエだけを除去し他の一般雑草を自然繁殖さ

せている区 〔C｣の3区に3回反復でそれぞれ栽培し,成熟期に個体全重,穂重,草丈,徳

数などを調査した.対数化した個体重を用いて,各品種ごとに (A-B)および (A-C)の

値を求め,雑草に対する抵抗性を示すものとした.77品種のこの値を比較したところ,一

般にインド型品種は日本型品種より抵抗性が強いこと,品種によってヒエと他の雑草に対
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する反応パタンが異なることなどがわかった.

2) 栽培稲におけるインド型 ･日本型分化の数量的評価 (森島･岡):アジア各地の多

数の在来稲品種からランダムに選んだ 89品種の 11形質の品種間変異を主成分分析法に

よって分析した.その結果,インド型 ･日本型の分化は複数の形質の組合せ様式に基いて

認められるものであり,2型をはっきり分頼するのに役立つ単独形質はないことがわかっ

た.単独の形質を用いて2型を分ける際に分類を誤る確率は形質によって異なるが,10

個の量的形質の中では塩素酸カリ抵抗性が最も低くて約 3%,種子の長暗比が最も高くて

約 40%であった.3-4形質を組合せた判別函数を用いると分類を誤る確率はかなり低く

なるが,なお少数の品種が中間型となる.雑種不稔性はインド型 ･日本型の分薪には余り

役にたたなかった.この分析に用いた全形質変異の約半分がインド型 ･日本型の分化に関

与していた.さらに従来の研究から明らかにされた 12座位 28対立遺伝子の頻度のデー

タに基いて遺伝的近縁度 (geneticidentity)を推定したところ 0.62であった.詳細は

Japan.∫.Breed.‡1:402-413に発表した.

3) 水田雑草の銅抵抗性に関する自然選択実験 (森島):銅抵抗性の変異を含む (1)

同種集団 (ヒエ)お よび (2)異種混合集団 (5種の雑草を等量に混合)を,実験的に

作った鋼汚染田および正常田に播種し,自然繁殖を続けさせている.2年目になる今年の

調査で,次のような傾向が認められた.ヒエ同種集図では鋼汚染田で抵抗性個体が自然選

択の結果増加している.異種混合集団では,構成種の相対頻度は銅汚染田で著しく変化す

るが,種内変異に働く自然選択は複雑で,同種集団での場合とは様相を異にするようで

あった.

4) ェゾノギシギシの集団内多様性に及ぼす群落構造の影響 (寺井 ･森島).'草地や路

傍の雑草ユゾノギシギシ (Rumexobiustfolius)の集団動態が生育地の生物的環境条件

にいかに影響されているかを知る目的で,群落構造の懐斜を含む観察地を秋田県の5ヶ所

に設け,定期的な観察を行なった.-ゾノギシギシと共存している他の草種の生活型の変

異に基いて,各観察地内の小観察区ごとに群落の生活型多様性を表す指数を求めた.-ゾ

ノギシギシの個体密度,分布様式,死亡率,繁殖様式などの集団動態に関係するパラメー

タが,群落の多様性に規制されている懐向が認められた.個体の大きさからみた-ゾノギ

シギシの集団内多様性は群落の多様性が高い場所で高かった.この集団内多様性は,遺伝

的変異と表現型可変性の両者によると考えられる.さらに秋田市周辺で採集した 30集団

の種子を用いて,発芽行動および幼植物の生育を調査したところ,集団間および集団内に

遺伝変異があり,その変異のパタンは生育地の群落の構造と関係があることがわかった.

F. 変 異 遺 伝 部

変異遺伝部は3研究室よりなり,第1研究室は動物に閑し,第2研究室は植物に閑し,

第3研究室は微生物などを材料として,物理的および化学的因子による誘発突然変異の研

究を行なっている.

人事に関しては,第3研究室の天野悦夫研究員が 3月 31日付をもって辞任し,農林
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省放射線育種場室長に転任した.かわって,手塚英夫が 11月2日付で第3研究室の研究

員として着任した.

前年度にひきつづき,国内外と広く協力研究を行なった.部長賀田は, メキシコ大学

における遺伝毒性に関するワークショップ (8月24日～28日)に出席して環境変異原に

ついての講演 ･実験指導を行なった.また韓国ソール大学における環境変異原 ･がん原に

関するワークショップ(10月2日)に出席して我国における環境変異原研究の現状に関し

て講演を行なった.さらに,国際原子力機関の主催による放射線によるがんの治療法の向

上を目的として開催された研究会 (ドイツ･ジュー1)ヒ市,11月 23日～26日)におい

て,放射線による DNA 損傷の修復に関して講演を行なうとともに, ジューリヒ原子核

研究所との研究連絡を行なった.また,フランスにおいて国際がん研究所で講演を行なう

とともに,研究連絡を行なった.

本研究部は,文部省より前年度に引続き,核融合特別研究予算による ｢トリチウムの遺

伝的影響の分子機構の解析と総合的評価｣班の責任者として研究を行なった.さらに,あ

らたに科研費総合研究班 ｢食品等動植物体に含まれる抗突然変異因子に関する研究｣を主

催し,所外の数研究室と協力して研究をはじめた.その他,文部省研究費による環境 ･が

んなどに関する研究を分担した.本部は,従来,科学技術庁より原子力予算を受け ｢放射

線の遺伝に与える影響の研究｣を行なっている.本年度はさらに厚生省がん特別研究にも

協力して,環境因子による発がんの問庵に関して研究を行なった.

本年9月には,第3回国際環境変異原会議が我が国で開催され,本部は全面的にその運

営に協力し,とくに三島市の日本大学における分会での突然変異の基礎諸問題に関する研

究討論セッションを主催した.

部長賀田に対して,12月 4日付をもって ｢環境変異原検出に関するrec･assayの開発

と応用｣によって,日本環境変異原学会奨励賞が授与された.

非常勤研究員として今村幸雄 ･安藤忠彦 ･乾直道の諸博士の参加を得ている.職員のほ

か,特別研究生,研修生その他の資格で研究に参加したり協力をした者は,以下の通 りで

ある (アイウエオ順).

大石 隆一 松崎 敏 川辺 愛美 三田 泉

佐藤 君栄 望月 肇 鈴木 音哉 中村 好志

下位香代子 薮内 清三 関口 武司 横井山晶子

第 1研究室 (土川)

1)低線量放射線に対する晴乳動物系での効果的な突然変異検出法の検索 (土川):昨

年にひきつづき,マウスの骨にあらわれる異常を指標にした優性突然変異検出法について,

さらに調査頭数を増加して検討した.その結果,γ線 100R+500R精原細胞期への照
射では,突然変異の頻度が配偶子あたり 1.4% と,前年までにえた値よりもやや低く,

オークリッジ研究所の Selbyの値と同じになった.また検出した突然変異の浸透度が概

して低いことも,Selbyの結果と一致した.しかし突然変異体の骨の異常は,それぞれ異

なっており,使用した系統のちがいによって,検出される骨異常の型も異なる点が問題点



研 究 の 概 要 45

として残された.なお検出した突然変異のうち,特に頭蓋骨卵円孔が異常になる突然変異

は浸透度が完全な単一の優性遺伝子が関与し,しかもそれは下顎第3日歯の欠如と,オト

ガイ孔の欠如にも関係していることがわかった.

2) 特定座位法を用いた化学物質による誘発突然変異の検出 (土川):近交系として土

川が育成したマウスの PW テスター (a/ab/bGbi-1a♪cchHbbS/Gbi-1a♪cchHbbsd

se/dseEsl1a/Es-1a) を用い,食品薬品安全セソタ-秦野研究所の室田哲郎 ･渋谷 徹

との共同研究によって,N･ethyl-N-nitrosourea(ENU)の精原細胞に対する突然変異誘

起性をしらべた.その結果,ENU投与群における特定座位での突然変異率は 5.6×10~ソ

locus/generationで,検出した突然変異 11のうち,調査を完了した7はいずれもホモ

viableであることがわかった.

3) 化学物質の変異原性試験法としてのスポットテストの検討 (土川):スポットテス

トは,LB.Russellが開発した体細胞突然変異を検出する方法で,化学物質を母体を経

由して胎児に作用させ,その色素細胞に誘起された突然変異を,出生後被毛にあらわれる

色調が異なる斑紋の出現によって判別する.この方法では胎児の毛色に関する標識座位の

遺伝子型を-テロにするため,通常C57BL系統とオークリッジ研究所で育成されたTテ

スターとの交配方法が用いられている.しかし2-3の既知変異原の検出感度や,1腹仔

数が少ないことなどの問題点があるのと,化学物質の生体内代謝の系統間での差異を考慮

して,他の交配方法も確立しておく必要があるものと考え,前項の2)に記述した PW テ

スターと,C57BL または KYG 系統との交配による方法について,食品薬品安全セン

ターの渋谷 徹 ･室田哲郎との共同研究により,ニトロソ尿素塀やその他のアルキル化剤

を用いて検討した.その結果,PW テスターとの交配による検出法は,T テスターを用

いる方法と比較して決して劣らないことがわかった. また食品農医薬品安全性評価セン

ターの下井信夫との共同研究によって,Benzo(a)pyreneの変異原性に対する,ノル-ル

マン同時投与の影響について再検討し,ノル-ルマンの共変異原性を確認した.そのほか

静岡薬科大学の中村好志との共同研究によって,フタル酸エステルの変異原性と抗変異原

性についても調査した.

4) 化学物質による優性致死誘発率の系統差に関する研究 (土川):アルキル化剤に

よって,精子形成期に誘発された優性致死損傷の一部は,卵内に入ったあとで修復され,

卵の修復能が優性致死率の系統差をもたらす一つの要田になっている.すなわち KYF/2

系統の雄マウスにEthylmethanesulfonate(EMS)を授与して,KYF/2とBDFl雌と

交配した場合,後期精細胞～初期精子に誘起された優性致死損傷に対して,KYF/2の卵で

は修復が悪く,優性致死が高率にあらわれるが,BDFlの卵は修復能がよく優性致死率も

低い.ところが BDFl雄に EMSを投与して,KYF/2と BDFl雌と交配すると,優性

致死率の系統差がみられなくなる.そのため 〔1-14C〕EMSを用いて,まず EMSの生体

内分布と,幸九 ･副皐九 ･肝 ･血液中の経時的な濃度変化をしらべたところ,その推移は

KYF/2とBDFlの間で顕著に異なり,BDFlではKYF/2にみられるような,注射 1-2

時間後での,放射能測定による各臓器濃度の著明な増加という経過をとらない.従って代
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謝中間物質やターゲットのアルキル化などについて,さらに詳しくしらべなければならな

いが,おそらく生体内代謝の差異に関連して,BDFlの精子には KYF/2に誘起される型

とは異なる,優性致死の primarylesionsが生じているものと考えられる.

第 2･3研究皇 (賀田)

1) DNAに対するトリチウムの作用 (定家 ･賀田･井上 ･望月):核融合によるエネル

ギー開発などによって,今後,環境中に増大すると予想されるトリチウムの遺伝に与える

影響の評価の基礎となる種々の実敦を行なった.以前,枯草菌の形質転換 DNAを種々な

濃度の トリチウム水と混じ 40Cに放置して観察された失活の効率が,低濃度における程

度高くなる現象について報告したが (J･Rad･Rest22,387,1981),その後種々な検討を

行なった.DNA 中に交換反応の結果とりこまれるトリチウムによる照射効果,あるいは

transmutation効果によっては説明できない. この種の実験はきわめて長期間を必要と

するため,その短縮の目的で,形質転換 DNA の受容菌の改良を行ない,かなり大きい

deletionを有する遺伝子座のマーカーを指標とすること,および hcyのような DNA修

復欠損性を付与することにより,形質転換 DNAの失活を従来よりも数十倍ほど高い感度

で検出することが可能となった.

2) ヒト遺伝病 ataxia-telangiectasiaに欠損するDNA修復辞素同定の試み (井上 ･

賀田･横井山):ataxia･telangiectasia(AT)は常染色体性の劣性遺伝病であり,好発癌

性とともに,その患者より得た細胞がイオン化放射線に高感受性を示すことが知られてい

る.我々の,これまでの研究によれば,この遺伝病細胞には,イオン化放射線照射を受け

た DNAに作用して,修復合成のよいプライマーに変換する酵素が欠損していることが明

らかにされている.

この欠損酵素を同定するために,まず正常ヒト細胞 (胎児)より,上記酵素を分離 ･精

製し,その性質を明らかにすることを試みた.当該酵素は,γ一線照射した DNA･セルロー
スカラム,分子ふるいカラム,フェニル･セェファロースカラム等により約 2500倍に精

製され,電気泳動的にはは均一な標晶が得られた.精製酵素は,基質 (γ･線照射 DNA)存

在下で安定化され,熱処理やェクノール処理に抵抗性を示すようになる.標晶中にはフォ

スファタ一一ゼ活性は検出されず,未照射 DNAには,全く作用せずに,γ･線照射 DNA
にのみ作用して,その鋳型活性を上昇させる.

3)Invitroにおける DNA修復阻害と放射線増感 (賀田･望月･横井山):枯草菌よ

り抽出した染色体DNAあるいはプラズミドPUBllOのDNAを溶液状態でガンマー線照

射したものを,高希釈したヒト胎盤粗抽出物で短時間作用させた後,形笑転換の実験を行

なって遺伝子活性を測定すると,放射線で失活した活性が部分的であるが,有意に回復す

ることを認め,日本放射線学会などで報告をした.一方,がんの放射線治療における増感

因子の-作用として,生体組織におけるDNA修復の阻害が考えられる.そこで,菅原 ･

中津川らによって-ムスター細胞の潜在致死損傷の修復阻害作用が報告されたコルディセ

ピンが,上記のInviiroDNA修復を阻害するが否かを調べたが顕著な効果を認めた.し

たがって,この系は,ヒト組織におけるDNA修復阻害剤の探索を通じて,放射線化学増
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感の研究に役立つことが明らかとなった.この点 IAEA の専門委員会で報告した.

4) 形質転換能を示す枯草菌細胞集団の生成機構と胞子形成開始機構 (定家 ･賀田):

枯草菌は形質転換能を示す胞子形成細菌であるが, どうい う機構で形質転換能を示すに

至るかについては殆んど未解決の問題として残されていた.一方,枯草菌の胞子形成は

栄養源の枯渇あるいは劣化により栄養分裂が停止し,細胞壁の合成を伴なわない不等分

裂が開始されることにより誘導される.形質転換能を誘導する方法は最少培地に近い形

質転換用培地で対数末期まで生育させた菌を新らしい培地に希釈培養することが基本であ

る.枯草菌には栄養分裂と不等分裂の2つの分裂方法しかみられないという単純な仮定の

下に,形質転換能を示す細胞集団の生成機梓と胞子形成開始機構との頼似点,相違点を検

討した.

その結果,(1)対数末期の細胞は胞子形成に必須のセリンプロテアーゼを生産している

ので胞子形成初期細胞であること,(2)不等分裂を促進する Mn十十を培地に添加してい

ないことからこれらの細胞は不等分裂以前の胞子形成細胞であること,(3)この状態にあ

る細胞を新らしい培地で培養した時に出現する形質転換能を示す細胞は,RNA 合成,蛋

白合成の阻害剤でその出現が阻害されるが,DNA合成阻害剤の影響ほうけないこと,(4)

細胞壁合成阻害剤のうちツニカマイシンは形質転換能を示す細胞の生成を阻害するが,ペ

ニシリンは阻害効果の弱いこと,(5)D-ala要求菌で D･ala非存在下でも形質転換能を示

すこと,(6)不等分裂以前で胞子形成を阻害する 0.7M エタノール添加や,いくつかの

S♪oO変異株 (spoOA,S♪oOB,sboOD,sPoOE,S♪oOF,sPoOH,sboOK)で形質転換能を

示さないこと,(7)胞子形成を高頻度で開始させる最少培地でも形質転換能は出現するこ

と,(8)栄養分裂の開始を支配するdiv遺伝子のうち,div･31とdiv･341は形質転換能を

抑制することなどが分った.

従って,形質転換能を示す細胞は,不等分裂前の胞子形成細胞の一部のものが栄養を

補給された時に栄養増殖を再開出来ずに,胞子形成特有の不等分裂に深い関係をもった

stepを通り,特異な細胞壁合成を伴って生成することと思われる.形質転換能を示す細

胞の生成摸樵の研究は胞子形成開始機構の解明に新らしい知見を与えてくれると思われる.

5) 枯草菌における細胞分化を誘導する不等分裂の遺伝的制御に関する研究 (定家):

細菌の胞子形成過程は最も単純な細胞分化のモデルと考えられていて,遺伝学的解析の最

も進んだ枯草菌を用いた研究が一番進んでいる.この細菌の胞子形成は栄養源 (C,N源)

の枯渇あるいは劣化により,細胞壁合成を伴なう栄養分裂が停止し,同一細胞内に大きさ

の異なる細胞質を形成する細胞壁合成を伴なあない不等分裂によって開始する.2つの異

なる細胞質に分配された染色体では,互に遺伝子の発現に差がみられるようになり,大き

い細胞質が母細胞となり,小さい細胞の胞子形成を促す.栄養源の枯渇あるいは劣化を栄

養分裂の抑制と不等分裂の抑制解除に結びつける遺伝的制御について昨年度から研究を開

始した.

従来の研究方法は,この時期にみられる栄養細胞の代謝活動の変化に重点をおいたもの,

蛋白合成系の変化に重点をおいたもの,内容は分らぬが,この stageで胞子形成を阻害
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する S♪oO変異の解析に重点をおいたものに大別出来るが,いずれの研究も栄養分裂の

停止-不等分裂の開始の遺伝的制御を直接説明するものではなかった.

栄養分裂と不等分裂の共通点,相違点を調べるために,栄養分裂開始に関する温度感受

性突然変異 divについての isognicな株を作り,胞子形成に関する影響をしらべた.4

つのdiv(div･31,div･341,diy-12,div･355)ともすべて低温でも胞子形成を阻害するこ

とが分ったが,div･12,divl355では形質転換能に欠損はみられないので,diy-12,div･355

は不等分裂でなく,胞子形成の後期の stageに作動すると考えられる.div･31は形質転

換能も抑制するので,栄養分裂,不等分裂に共通して働らくものと考えられる.div･341で

は低温から中程度の高温に移しただけで,形質転換能の低下と胞子形成の上昇がみられた.

即ち,div･341'の失活は栄養分裂,形質転換能生成を抑制するが,不等分裂の抑制解除

を促進させる.従って栄養劣化に伴ないdiv-341'の失活がもたらされ,栄養分裂の停止,

不等分裂の抑制が解除され細胞分化 (胞子形成)が開始すると考えられる.他の知見と合

わせて,div･341は細胞分裂時に必要とされる細胞壁合成を制御する遺伝子と考えられる.

6) 環境変異原の検出と防除 (賀田･井上 ･原):枯草菌 rec･assay法に関しては,脂

子の使用により感受性の増大 ･代謝法化の併用および DNA 傷害性の定量的評価が可能

となった.本年度においては,我が国の環境庁において監視の対象としている種々な環境

汚染化合物や,日英米の国際協力による発がん物質の短期試験法の評価試料などについて

適用してまとめを行なった.

ヒスチジを含む食品試料などは,ヒスチジン要求性のサルモネラ株による復帰変異試故

での検定にはむかないので,TA98および TAIOO株よりストレプトマイシン (SM)依

好性変異株を分離し,非依存性への変異を環境変異原の検出に用いる系を作製した.これ

を用いて,食品中の変異原の量的評価を行なった.

とくに,食品など 1gが誘発する変異体コロニー数を算出し, これを Mut一g(Muta･

tionsperg)と定義し,生活環境中における各種変異原のレベルを求めた.

7) 植物体等に存在する抗変異因子 (賀田･原):環境中に多種多様の変異原が存在す

ることが知られるようになったが,抗変異原因子についてここ数年来検索を行なった.秩

定系としては,枯草菌 NIG1125株における DNA ポリメラーゼの変質による高率の自

然突然変異,大腸菌 B/rWP2株における紫外線誘発の復帰変異,サルモネラ菌における

ストレプトマイシン依存性から非依存性-の自然突然変異などを用いた.以前2価のコバ

ルトが強い抗突然変異原であることを見出して,その作用機構などについて種 報々告して

きた.これまでのところ,SOSDNA修復におけるエラーを減少させることにあるとの説

的が打当である.多数の植物標品の中には,ケイヒ,アプラギ1),ツバキ,ヤマモミジ,

クヌギ,カシワ,ナワシロイチゴなどの中に強い活性を認めた.これらについては,その

活性成分の分離精製を行なうとともに,その作用棟樺の解析をすすめている.

8) L･エチオニンの抗突然変異作用の解析 (井上 ･賀田･鈴木):エチオニンはメチオ

ニンのエチル誘導体であり,ラット,-ムスク一等に肝癌を発生させる強い発癌剤である

また,高等植物物や,単細胞真核生物では,突然変異原性を示すことが知られている.併
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し,バクテリアに於ては,Salmonellaを用いるAmes法をはでめとして,その変異原性

は検出されていなかった.今回,我々は,L･エチオニンが,Ames法でよく用いられる

TA98,TAIOOに於て,自然並びに誘発突然変異を覇著に減少させることを見出した.こ

のような,抗突然変異性は D･体では観察されず,また L･メチオニンの共存により,相殺

されることから,抗突魚変異性とメチル基の代謝に何等かの関係があることが示唆される

また,L-エチオニンは,B.subtilisl125mut-1metに於ける His+Met十への自然

変異に対しても抑制的に作用する.この株に於ける自然突然変異は,誤りがもの染色体複

製酵素によることが知られているので,Lエ チオニンはこの誤 りがちな複製酵素に作用し

て,これを誤りの少ないものに変っているのかもしれない.

9) 胎盤に含まれる抗変異因子 (賀田･望月):ヒトの胎盤の中に強力な抗突魚因子が

存在することについては既に報告したところである (∫.Radiat.Res.盟,297,1981).最

初の検出はUV照射された大腸菌 B/rWP2の復帰変異の系で行なわれた.この因子が
Invivoで肱発生の過程で遺伝子の役を果しているか否か興味深く,検討中である.この

田子の本体が何であるかについては,サントリー生物科学研究所の小村 ･南方らの分析に

よると金属コバルトが主な活性成分の一つであった.一方,望月らはこれ以外に対熱性で

分子量 2000以上の分画を得て,ヒトのみならずサル,ブタ,ウシ,ラット,マウスなど

の胎盤について抗突焦変異活性を見出している (MutationRes,印刷中).因みに,ラッ

トを用いた実験では,胎盤以外のなどの組織には類似の活性成分は見出されなかった.

10) 突然変異研究におけるモチ澱粉性遺伝子 (天野):澱粉は植物体内の貯蔵物質の中

で我々にとって最も重要なものである.澱粉は複数の多糖体からなっており,そのうち直

鎖型のアミロースは多くの種において一般に約 25% 程度含まれている.このアミロース

の合成能を支配しているのがモチ澱粉性(wx)遺伝子座で,突然変異によって不活化される

と側鎖型のアミ｡ペクチンのみからなるモチ澱粉を合成するようになる.このような wx

変異体はすでにトウモPコシ,イネ,オオムギ,ツルガム,キビ,アワなどのイネ科植物

に加えて,双子菜植物のアマランサスでも知られている.いずれの種においてもこの形質

に関する遺伝子座はただ一個とされている.トウモTlコシでの研究によれはこの遺伝子座

は澱粉粒結合型の澱粉合成辞素に対応する.遺伝学的には一般に形質の表現は明確で,F2

代における分離も理論比に従う.さらに花粉にも表現されることから,106個におよぶ集

団の分析が比較的容易となり,遺伝子座内部の微細構造の分析まで行なわれている.これ

らの特徴から,モチ激粉性遺伝子座は高等植物における突然変異の機構の研究には特異的

に優れたモデル遺伝子座と考えられる. トウモロコシおよびイネを用いて多くのwx変異

体を誘発し,それを分析した結果,Ⅹ線やr線では誘発効率は高くなかった.高 LET放

射線である中性子線は比較的良く誘発した.これらの放射線による突然変異はかなりの大

きさの遺伝子障害によると推定された.一方化学変異剤のEMSは高い誘発率を示し,逮

伝子座内組換の分析および表現形質の定量的測定から,点突然変異ないしはミスセンス型

突然変異が誘発されていることが明らかとなった.さらに花粉にも表現されることから,

橿低頻度で誘発される突然変異の検出にも利用でき,wx,Aeからwx,ae-の突然変異
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の検出は,ガンマー線照射圃場での全生育期緩照射では,ムラサキツユクサの雄芯毛に次

ぐ高い検出感度を持つことが示された.花粉は均一な粒子であるため,自動測定に適して

いるので,この方向への努力もなされ,毎分4万粒の分析能力を待ている.

ll) 国立遺伝学研究所における放射線管理 (天野):国立遺伝学研究所では昭和 31年

に 60co照射董 (地下)および非密封ラジオアイソトープ (RI)実験室等からなる放射線実

験室が建設された.障害防止法施行後昭和 35年 6月には 60Coの,翌年3月には非密封

核種の使用承認を受け,放射線生物学の発展期に大きな貢献をした.その後 137Cs,Ⅹ 線

照射室を含む部分,14MeV速中性子照射室を含む部分が増築された.一方遺伝学研究の

進展に従って非密封 RI使用施設も増設,強化されてきた.この20年間における推移は,

取扱者として登録された者は3.5倍の年度当り約 70名に達し,RI入荷量も10倍の100

件/年と増加した.これらを安全に運用するための施設能力は 100倍以上の1日最大使

用限度約 300mCi(全核種合算値)まで増強され,専任の技術者によって管理されるよう

になった｡しかし健康管理や廃棄物処理など,安全の確保に必要な費用も増加が著しく,

RI廃棄物の処理委託費だけで,最近 10年間に 10倍にもなっている.引きつづき安全

な使用を確保するためには全所的な協力を得て運用されねばならない.

G.人 類 遺 伝 部

人規遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人炉の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究を行なっている.その

ほか随時に,一般市民からの遺伝相談に応じている.

本年度は松永部長が,5月にフランス国トノン市で開催された国際環境変異原 ･がん原

防御委員会 (ICPEMC)の第 2回合同会議に出席し,その第5委員会 (疫学関係の分析を

担当)の委員として,作業報告書の作成に協力した.また9月には,イスラエル国エルサ

レムで開催された第6回国際人類遺伝学会議に招かれ,｢がん遺伝｣のシンポジウムで発

がん感受性の遺伝について研究発表を行なった.引き続いて東京で第3回国際環境変異原

学会があり,｢環境変異原の集団モニタリング｣のシンポジウムで副座長を務めた.

本年度に行なわれた研究の概要を下に記すが,これには文部省科学研究費および厚生省

心身障害研究費の援助を受けた.

第 1研究童 (枚束)

1) 網膜芽細胞腫の成因に関する研究 (松永):網膜芽細胞腫を高率に発生する優性遺

伝子の保因者の表現型には,非発病 ･片限寝息 ･両眼羅息の3型があるが,この区別は宿

主の遺伝的抵抗性の違いによるものであり,この抵抗性を決める修飾遺伝子 (複数)は組

織特異的と考えられることを報告してきた.ところで最近 CarlsonとDesnick(1979)は

ショウジョウバエの誘発突然変異実験からのアナロジーによって,ヒトの網膜芽細胞腫に

みられる表現度と浸透率の変異を説明するために,複対立遺伝子と突然変異モザイクの仮

説を提唱したので,これを観察事実とつき合わせて検討した.アモルフと-イポモルフの

対立遺伝子は,それぞれ両眼性と片眼性の症例の原因になるという複対立遺伝子説は,両
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限羅息の親から非発病の子が生まれ,その子からさらに両眼羅息の孫がうまれる事実を説

明しにくい.また,突然変異モザイク説によると,両眼性症例は配偶子突然変異によるの

で,全身の体細胞が突然変異遺伝子を持っており,したがって (その多面効果の一つとし

て)大腿骨などに骨肉腫を発生しやすいが,片眼性症例は発生初期の突然変異によるので

一部の体細胞のみが突然変異を有し,したがって骨肉腫を発生することは稀であるという.

この説をおし進めると,非発病保因者は性腺がモザイクになっているだけで体細胞には変

化がないので,骨肉腫を発生する危険はさらに低くなる筈である.しかし実際には,保因

者が (放射線を受けないにもかかわらず)骨肉腫を発生する危険率は,その表現型に関係

がないことを示す証拠がある.一方,これらの事実は,宿主抵抗性説によってよく説明さ

れる.詳細は Am.J.Med.Genet.8:375-387,1981に発表.

2) ウイルムス腫癌の遺伝学 (松永):ウイルムス腫癌と網膜芽細胞腫とは,その自然

史において共通点が多い.ウイルムス腫癌の遺伝については,まだ網膜芽細胞腫のように

は定説がなく,McKusickのカタログ (1978)を見ると｢常染色体劣性 (未確定)｣のカテ

ゴリーに分類されている.そこで,ウイルムス腫湯が家系内の2人以上 (1卵性ふたごの

一致例を除く)に出現している24家系を文献から集め,これについて分析した結果,そ

の遺伝様式は常染色体劣性ではなく,不規則優性パターンに一致することがわかった.同

一家系内に非発病 ･片側寝息 ･両側羅息の3型の保因者が出現しており,しかも患児のう

ちの両側例の割合および診断時年齢は,保因者親の表現度に応じて規則的に変動している.

この所見は,網膜芽細胞腫の遺伝に関して提唱した宿主抵抗説とよく一致する.また,主遺

伝子の伝達経路をたどると,細胞質遺伝を示唆する証拠は全くみられない.一方,全症例

の99%は孤発例で,その約3%をしめる両側例はすべて遺伝性であるが,片側例の90%

以上は非遺伝性とみなされる.要するにウイルムス腫湯の遺伝は,網膜芽細胞腫のそれと

本質的に同じと考えてよい.詳細は HumanGenetics-57:23ト246,1981に発表.

第 2研究垂 (中込)

第2研究室では,ヒトの染色体について,基礎および応用両面からの研究を行なってい

る.

1) 動原体の不活性化現象 (中込 ･阿部･藤田･飯沼):動原体2個を持つ染色体 (dic)

が体細胞の総てまたは大部分に見られる場合には,動原体の内片方が不活性化している.

中込ら(1976)はCdバンド法による処理を行うことにより,不活性化した動原体ではCd

染色性が失われていることを,1例の患者で観察し報告した.その後 dicの症例を蒐集

して検討を続けた結果,Cdバンド法により動原体の機能の有無を診断できることが,昨

年までに明らかとなった (発表準備中).ところがこれらの症例の内に,動原体の不活性

化に伴い Cdだけでなく,Cバンド法による染色性まで陰性化している症例が 2例発見

された.いずれもⅩ の構造異常であるが,内 1例では両親の Ⅹは総て Cバンド陽性の

動原体を持つことが確認されている.Cd陽性物質の他に構成的-テロクロマチンも,両

親いずれかの減数分裂の間に消失したことになる.従来全く知られていなかった新しい現

象であり,その意義などについては今後検討を行なう予定である.
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なお動原体の不活性化が高令書において好発し,体細胞における低2倍域の細胞の増加

守,さらには減数分裂における不分離の原因と関係している可能性を探ぐるため,高令薯

の染色体におけるCdバンド所見の検討を開始した.京都府立医大の阿部助教授等の協力

により,研究が進行中である.

2) ヒトⅩ染色体における不活性化の機構 (中込 ･鈴木);Ⅹ染色体上に不活性化セソ

クーが有るか,その数と位置,などの問題については既に昨年までに検討を終り,本年は

結果の取りまとめを行なった (中込･.Amer･J･Hum.Genet.34ニ182-194,1982).

不活性化の不完全性の問題については,東大小児科と協同研究の形で,生化学レベルも

含めた研究を行なうことになった.この目的で,Ⅹの構造異常の幾つかの種類について,
既に患者の血液より1)ソバ球の長期培養株の樹立を終っているが,さらに異常の種類を増

すことと,酵素活性 (steroidsulfatase,HGPRTなど)測定のため細胞の増殖を図るこ

との二点が,進行中である.

3) 染色体の構造異常における切断点の分布 (中込 ･松原):我々は以前に,転座･逝

位などの構造異常における切断点の分布は,Gバンド標本上の淡バンドに集中することを

明らかにした (中込 ･千代:Amer.J･Hum･Genet･28:31,1976).他方,Dutrillaux

ら,Bucktonなどは,切断点は淡と濃バンドの境界 (interface)に分布すると主張し,普

た Savage(Nature270:513,1977)は,末端型の欠失かまたは染色分体型の異常を材料

として用いない限り,"threebanduncertaintyttのために切断点の同定は不可能と主張

した.

その後中込は,invertedduplication,isochromosomeにおける対称の軸となる切断点

及びringを用いると,"three･banduncertainty"を避けて切断点の確実な同定ができる

ことに気付いたので, これら3亀の構造異常の症例の蒐集に努めて釆たが, ようやく20

例を越えたので解析を行なった.invdup6例,dirdupl単に dupと同定されたもの

2,isochromosome7,tdic1,ring7について検討を行なったところ,確実な同定が可

能であった切断点の内,淡バンドが21,濃及び変異バンドが各 3,浪ノミソドか境界か識別

不知であったもの 1,という結果であった.淡バンド説の有力な根拠となるデータと思わ

れる (中込 ･松原 ･藤田:投稿済).

4) ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究 (中込 ･松原):本年度分析した症例の内に

文献上第1例と思われる症例が含まれているので,記しておく.核型は46,ⅩⅩ,invdup

(7)(q33-qll)で,7q近位から中央部にかけてのトリソミーである.また7)ソグ21を

過剰に持つ Down症の1例で,表現型正常な母親も21番の内 1本が1)ソグにより置換

されていた.これもまた稀有な家系例である.なお 21の末端付近 (q22)に座位を占め

る superoxidedismutase(SOD)活性を測定したところ,母は正常,児では高値であっ

た.リング形成時の切断点は,SODの座位よりも遠位側ということになる (後者の家系;

松原 ･中込他-･Hum.Genetl60･'78-79,1982).

5) 新しい染色体分析技術の開発 (中込 ･松原 ･横地):前項までに述べた研究の実施

にあた-ては･精密な染色体分析技術や確実な培養ないし標本作製技術が前提となるが･
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現存の技術の内には,精度,成功率,手技の複雑さなどの点で,不満足なものが多く残さ

れている.

高精度分染法としては,現在 Yunis法が広く使用されているが,37Coの状態で遠沈す

るなど特殊な設備を要し,手技も複雑で成功率も低い.そこで中込はより簡便な技術を開

発する目的で,アクチノマイシンD,臭化エチジウム,BrdU,アク1)ジンオレンジ (AO)

などによる染色体の伸長を試み,AOでかなりの伸長効果が得られることを明らかにし

た.その後松原が AO処理時間の短縮などの改良を行ない,標本作製 1時間前にコルセ

ミド(0.025pg/mL)を添加,30分後さらにAO(20fLg/ml)を加えるという,簡単で成

功率の高い方法の開発に成功した (松原･中込:投稿済).

なお新しい分染法の内には,培養中の薬品処理や特殊な培養液の使用を必要とするもの

が増えているため,未染標本や固定済みの細胞を保存しても,役に立たない.また染色体

異常の乳児は死亡率が高く,再度の採血は不可能である場合が多い.そこで培養前に血液

の一部を凍結して保有し,必要に応じて培養を行なう技術の開発を試み,成功した.簡単

な手技で高い成功率が得られるなど,極めて有用な方法である (中込･松原 ･横地:Cyto･

genet.CellGenet.inpress).

6) 光線療法の染色体に及ぼす影響 (松原 ･中込 ･田中):現在広く医療の場で使用さ

れている治療手技の内に,患者にとり有害な副作用を持つものがあるのではないか? 若

しあるのなら, プラスとマイナスの両面を明らかにして,reasonableな使い方をするな

り,他の方法による代替の可能性を探ぐるなどの心裏があろう.このような努力の一環と

して,光線療法を取り上げた.これは血中のビリルビン濃度を下げる目的で,強い可視光

級 (合計 200-300Wの蛍光燈と考えて大過ない)を数十センチの距離から,裸の新生児

に長時間 (48-72hなど)照射する方法である.照射前後に得た毛細管血による染色体分

析が,現在進行中である.

H.微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では大腸菌をもちいて DNA 複製と細胞分裂の調節磯構に関する研究を

行なっている.

当研究部の人事の面では,微生物遺伝部研究員山田正夫が本年9月に北米合衆国 ･コー

ルド･スプ1)ソグ･--パー研究所に外国出張 して ヒト遺伝子 DNA に関する研究を

行なっている.また,非常勤研究員として京都大学化学研究所教授高浪満,東京大学理

学部助教授鈴木秀穂の2名の参加を待て ｢DNA 複製開始領域の構造と機能の対応に関

する研究｣｢ペニシリン結合蛋白質の細胞分裂における役割りに関する研究｣｢ペプチド･

グリカンの生合成｣の研究を推進することができた.さらに特別研究生として当研究部-

医学博士中村正孝と医学博士丸山一郎をそれぞれ東北大学医学部と東京大学医学部から迎

え,｢大腸菌の細胞分裂の分子機構｣に関する研究を行なった.西独共和国,マックス･ブ

ランク研究所からウォルフガング･ケック博士とヒルデガル ト･クラウト博士を迎え,細

胞分裂を実行する蛋白質であるPBP-1BとPBP-3の研究を行なった.また,特別研究生
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として高木勉氏を田辺製薬研究所から迎え,｢DNA 複製蛋白のオーバー･プロダクショ

ン｣に関する研究を行なった.当微生物遺伝部の構成研究者らと上記の研究者らとの共同

研究によって,本年も順調に研究を推進することができたことは幸であった.

部長鹿田幸敬は,昭和 56年2月から3月までと,昭和 56年6月から7月まで北米合

衆国を訪れ,日米共同研究 (日本側責任者,名古畳大学農学部助教授水島昭二)を行なっ

た.過去2年間にわたり日米共同研究を採択された日本学術振興会に感謝したい.

4月24日から5月15日に,マックス･ブランク研究所 ･部長ウリ･シュヴァルツ博士,

10月20日から同 21日北米合衆国･--バード大学教授ジャック･ストpミンジャー博

士,10月 31日から 11月1日にスイス共和国バーゼル大学教授 (1980年度ノーベル医

学賞受賞)ウェルナー･ア-ノミ-博士,11月17日から11月18日に北米合衆国カリフォ

ルニア大学教授ブルース･アルバ-ツ博士,12月28日には北米合衆国--バード大学教

授ジョン･ペックウィズ博士を迎え大腸菌の細胞分裂機構に関する研究討議を行なった.

研究費の面では特別推進研究 ｢細菌の細胞分裂に関する研究｣(代表者鹿田幸敬),特定

研究(Ⅰ)(遺伝工学的手法によるイネ科植物への窒素固定能の付与｣ (代表者鹿田幸敬),

総合研究 (A)｢大腸菌 K-12株をもちいた生体高分子生合成に関する総合的研究｣(代表

者西村行進),試験研究 (2)｢大腸菌DNA複製酵素の大量生産法に関する研究｣ (代表者

安田成一),特定研究 (2)｢有用酵素蛋白の細菌におけるオーバープロダクションに関する

遺伝生化学的研究｣(代表者安田成一)について文部省の科学研究助成費の交付をうけた.

次の研究について主な進展があった.

第 1研究皇 (広田)

1) 大腸菌の DNA 複製開始境域の構造と機能の対応に関する研究 (鹿田･安田･杉

本 ･岡 ･高浪):我々は DNA 複製開始領域を含む DNA 断片を京大 ･化学研究所の高

波,岡,移本らとの共同研究によって解析して次の結果を得ることができた.(1)大腸菌

の DNA 複製開始領域 (ori)の 245塩基対に置換変異を誘起する方法で,我々が提出し

た DNA 複製開始機構の分子モデルである ｢識別フレーム･モデル｣を実証するととも

に,複製開始に必須の塩基配列の編成を明らかにした (ProgressNucleicAcidRes･&
Mol.Bio1.,26,33-481981;ICN･UCLASymposium,1980).(2)プロモーター･クロー

ニング･ベクターをもちいる invivo法と,invitro転写系により,ori債域のプ1'モー

ターを解析した.全 245塩基対の中には効果的プT3モーターは検出されなかった. しか

し,その外側にはプロモーターが検出された.ori領域 245塩基対の両側にターミネー

ター塩基配列を挿入したDNAを合成し,そのDNA複製開始に対するターミネーター塩

基配列の効果の解析を行なっている (ICN･UCLASymposium,1981).(3)大腸菌の細菌

の細胞分裂を行なう蛋白質 PBP-3をコードする遺伝子をクp-ン化した (Plasmid,6,

1981).そのプロモーター遺伝子,リポソーム結合遺伝子の塩基配列,その構造遺伝子を含

む全遺伝子の塩基配列を決定した.(4)PBP･lB(大腸菌細胞の伸長を行なう蛋白質)の構

造遺伝子 DNA とPBP-3の構造遺伝子 DNA (fisI)を無細胞蛋白質合成系に加えて,

PBP･1B と PBP･3蛋白質の invitro合成に成功した (鈴木 (秀)･鹿田.PBP･lBと
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PEP-3は一本のポリペプチド鎖として合成され,マチュア･PBP よりも高い分子量を与

える.(5)大腸菌細胞の伸長と分裂を行なう蛋白質であるPBP-1Bと3とを安田成一のラ

ンナウエイ･プラスミドで過剰生産をさせ,これからPBP-1Bと3を高純度に分離した

(W.ケック･H.クラウト･鈴木 (秀)).PBP-1Bによるペプチド･グリカン生合成のKm

値は 4fLM でありその Vmは は 15nmol/mg･prot･/min･であった.シアノジエソ･プ

7,マイドや蛋白分解酵素による限定分解後の β-ラクタムの結合活性の解析を行い,アシ

レース活性をもつペプチドの同定を行なった.以上の研究によって PBP-1B と3が関与

する細胞分裂の過程の分子機構の詳細が明らかとなった.(6)大腸菌の細胞分裂を cAMP

が阻止し,cGMPは cAMPによる細胞分裂の阻止作用を虐めることを明らかに した

(内海 ･駒野(徹)･鹿田) (∫.Bacterio1.,147,1105-1109,1981).(7)放射線照射 によ

って細胞分裂に欠損をおこした菌は,細胞表層の荷電が増加することを示した (Satoet

all,RadiationRes.,87,646-656,1981).(8)当研究所で分離した温度感受性突然変異体

の欠損を系統的に同定している.本年, トポイソメラーゼ Ⅰ型蛋白質を欠損した大腸菌

の突然変異体を発見した (西村(行),R.スターン･グランツ,∫.ワン,鹿田).そして,

その突然変異体の示す形質から,この酵素のinvitroにおける役割を明らかにした (Proc.

Natl.Acad.S°i.,USA78,2747-2751,1981).

第 2研究室 (安田)

1) 大腸菌の DNA 複製開始に関する変異株の同定 (安田):我々の研究部では約 100

株の大腸菌 K-12の未同定 dnals変異株を保有しているが,この中に今までに知られてい

ない,複製開始に関する遺伝子の変異株が存在する可能性があるので,これらを以下の方

法で分類し,その同定を目指して研究を行なった.

先ず,これらts株を,¢Ⅹ174ファージが高温で増殖出来るものと出来ないものに分類

した.卓Ⅹ174の増殖出来ないものは32枚あり,その中には dnaB,dnaC,dnaE,dnaX,

dnaN,dnaZ,bri,ssb等の遺伝子の欠損株が含まれる管である.これらをさらにプラスミ

ドによる invitro複製系における complementationを用いて同定した結果,dnaBが

12株,dnaCが 1株,dnaEが 1株,♪riが3株,holoenzymelSが2株同定されたが残

りの多くはこれら遺伝子2つ以上に変異が重複したものであった.

¢Ⅹ174ファージが高温で増殖出来る 70株の中,7株は dnaA の変異であることが

dnaA'･プラスミドを用いて同定された.残り63株は未知の dna変異株である可能性が

高いので,これらから抽出液を作り,Kornbergの系でOriプラスミドのinviiyo複製能

があるかどうかを調べた.その結果 63枚中 42株は高温処理後複製能を失っていた.こ

れら複製活性の低いものについてinviirocomplementionによる分類および遺伝子座の

マッピングを現在行ないつつある.

2) 大腸菌の DNA 複製蛋白のオーバープ7,ダクション (安田･高木):大腸菌の

DNA複製蛋白の菌体当りの合成量をDNA阻み換え技術を用いて飛躍的に増大させる目

的で,まずそのためのベクター･プラスミドの開発を行ない,次にdnaZおよび ssb遺伝

子をこのプラスミドにクローン化して,それら遺伝子産物の量が増加するかどうかを検討
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した.ベクタープラスミドとしては,低温での培養では細胞当りコピー数が数個であるが,

高温での培養によりコピー数が約 2000になるプラスミド.pBEU17を改良して,マーカ

ーであるアンピシリン耐性遺伝子をカナマイシン耐性遺伝子に入れ替えると同時に分子量

を 13kbから9･5kbに減らし,また2ヶ所あったEcoRI部位を1ヶ所に減らした.こ

のプラスミドpSY343はEcoRI,BamHI,HindIII,KbnI,およびXhoI部位を1ヶ所

ずつもち,そこ-の DNA断片のクローニングが可能である.次に dnaZ遺伝子をもつ

Clarke･CarbonのプラスミドpLC30-4からdnaZ遺伝子を2.8kbのPstI･EcoRIフラ

グメントとしてとり出し,pSY343にクp-ン化し,このプラスミドをもつ大腸菌を高温

で培養してdnaZ遺伝子産物の量を測定したところ,通常の大腸菌の約 90倍の活性が得

られた.また同様にssb遺伝子を 2kbの KbnIフラグメントとしてとり出し.pSY343

にクp-ン化して,SSB蛋白の活性の増加を調べたところ,約 60倍の活性の増加が認め

られた.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている.本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室では,主とし

て進化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研

究を行なっている.本年における研究活動およびその他の行事を要約すると下記のように

なる.

第1研究室では昨年に引続き集団遺伝学の立場から分子レベルにおける進化と変異の問

題を研究した.今年は,DNA 塩基配列の比較から進化速度を推定する統計的方法や,-

モグpビンの進化速度などについても新しい結果を得て発表したが,最も重要な成果はコ

ドン使用頻度に関するものである.これまでも,分子進化の過程における同義的コドンの

不均一使用は分子進化中立説にとって不利な証拠であるとして,しばしは引合いに出され

た.しかし,この現象も中立説の枠内で定量的に説明できることが見出され,これによっ

て,中立説に対する難点の1つが除かれた.高等生物の進化には大規模な重複構造を有す

るいわゆる多重遺伝子族が重要な役割を果たしていると考えられ,これに関する集団遺伝

学的研究も第1研究室にとって大切な課題である.本年は-モグロビンなど,構成員遺伝

子の数が少ない ｢少数多重遺伝子族｣を研究した.その他,SelfishDNA の集団遺伝学的

理論や,ミトコンドリア,タロロブラストなど核外 DNAの伝播遺伝の数理的研究などに

つき新しい成果を得て発表した.

部長木村は本年1月から日本遺伝学会長に選ばれ,1981年と1982年の2年間の任期を

務めることになった.これに閑適し,10月 12日～14日に広島で開かれた遺伝学会第 53

回大会では ｢核酸の塩基配列の比較と分子進化中立説｣と題し,特別講演を行った.室長

太田朋子 (原田)は ｢分子レベルにおける集団遺伝学の理論的研究｣に閑しすぐれた業続

を上げて来たことが認められ,｢女性科学者に明るい未来をの会｣(1980年 10月創立,会
長,湯浅明東大名誉教授)から第1回猿橋裳を与えられた.賞の贈呈式は昭和 56年 5月
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16日,東京の雷ガ関ビル三十三階望星の間で盛大に行なわれた.

第2研究室では分子レベルと表現型レベルの2つの面から進化を集団遺伝学的に研究し

ている.分子レベルの進化に関しては,染色体あたりの重複遺伝子の数の分布,塩基置換

のモデルと偽遺伝子の進化速度,核外遺伝子の数学的モデルと遺伝的変異, ミトコンドリ

ア DNA 制限辞素地図からの進化的距離の推定法などの題目につき新しい知見を得て発

表した.表現型レベルの進化に関しては,利他行動の進化を集団遺伝学的に基礎づけるこ

とが重要な研究者目になっている.本年は,Hamilton の法則を利他行動が1遺伝子座

2対立遺伝子によって決定されると仮定したモデルを用いて解析しその成立条件を求める

と共に,膜効目ワーカーの進化モデルについても研究し,これらの結果について発表した.

研究員高畑は 1月 29日京大数理解析研究所で行なわれた ｢生物学における数学的問

題- '80｣に出席し｢核外遺伝子を用いた進化速度の推定について｣と題し講演した.研究

員青木は集団遺伝学の立場から見た利他行動の進化につき総説を遺伝学雑誌に発表し,さ

らに,9月12日に札幌大学で行なわれた日本人炉学会で ｢グループ淘汰による利他行為の

進化｣と題して講演した.また,昨年に引続き,理研ライフサイエンス推進部の舘野義男

係長が集団遺伝部非常勤研究員として DNA やタンパクの一次構造の比較をもとに電子

計算機によって系統樹を作ったり,中立説の検討を行なう研究に協力した.

外国からの来訪者の主なものをあげると,まず,米国ウィスコンシン大学 J.F.Crow

教授が3月21日から3月 24日までと9月 23日から10月 30日までの2回にわたり

共同研究のため遺伝研に滞在された.また, テキサス大学集団遺伝学教授坂井正利博士

(8月20日～9月4日),米国シティー･オブ･ホープ･メディカルセンターS.Ohno教

撹 (11月 23日),英国 ImperialCancerResearchFundLaboratories所長 Walter

Bodmer博士 (11月20日～11月21日)などの来訪があり,いずれも研究交流の上で非

常に有意義であった.

第 1研究室 (太田)

1) 核酸塩基配列の比較による進化距離の推定 (木村):進化における塩基置換の様式

に閑し二種のモデルを用い,DNA の塩基配列の比較から塩基の置換数を推定する方法を

考案した.塩基をプリ1/とピリミジンに分けた場合,突然変異率がプリンどおし.ピ1)i

ジンどおし,またプリンとピリミジンの間などで異なると仮定して,2つの相同な塩基配

列の比較から塩基置換の総数を推定する.この方法をプレソマトトロピン,ブレブpイン

スリンおよび-モグロビンαとβの遺伝子の塩基配列の晴乳動物間の比較に応用し,コ

ドンの第 1,第2および第3番目の座位での置換率を推定した.その結果,進化における

同義的な塩基置換の速度は単に大きいだけでなく,アミノ酸置換速度の異なる各種蛋白で

もほとんど同じであることを明らかにした.これは分子進化中立説を支持するものである.

詳細は PNAS78:454-458に発表した.

2) 最大節約法によって求められたグpピソの進化系統樹に対する批判 (木村):Good･

manら (Nature,253,603)は,アミノ酸配列の比較から最大節約法によってグT3ビンの

系統樹を作成し,それに基いてグロビンの進化が初期に非常に速かったこと,そしてそれ
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がグpビンの適応進化を示すものと主張している.しかし彼等はミオグロビンと-モグロ

ビンの分岐点の年代を誤っており,正しい年代を用いれば進化速度はほぼ一定になり,中

立説と矛盾しないことを指摘した.さらに,彼等が最大節約法によって推定した塩基配列

のコドンは,化学的に決定された実際の DNA塩基配列 (ウサギの α鎖とヒトの β鎖)

のコドンとは大部分異なっており,この点からも彼らの推定法が疑わしいことを指摘した.

詳鰍まJ.Mol.Evol･17:110-113および 121-122に発表した.

3) 安定化淘汰の下で大規模な中立進化の起る可能性および進化における同義コドンの

不均一使用現象の中立説に基く説明について (木村):表現型レベルの自然淘汰のうち,最

も普通に起るのは表現型値が平均に近い個体が多く生残り,平均からはずれた両極端の個

体が死にやすい,いわゆる安定化淘汰である.いi,ある量的形質を考え,これに安定化淘

汰が働いているとし,この形質に多数の遺伝子座 (または塩基座位)が関与していると仮

定する.1つの有限集団が安定化淘汰,突然変異,遺伝的浮動の下で平衡を保っていると

して,各遺伝子座に働く淘汰の強さを算出すると,これは極めて弱いことが示された.漢

た,各遺伝子座で突然変異は微弱有害で,負超優性に似た頻度依存性淘汰を受け,淘汰係

数一定の有害突然変異の場合より造かに遺伝的浮動の作用を受けやすいことが分った.こ

の結果,偶然によって突然変異遺伝子が種内に蓄概して行く 中̀立進化'が起りやすいこ

とも明らかになった.またこの理論を同義コドンの不均一使用の問題に適用し,これが中

立説の枠内で解決できることも示した.詳細は PNAS78:5773-5777に発表した.

4) 利己的 DNAの量に関する解析 (太田･木村):生物個体にとって役に立たないの

にゲノム内で勝手にふえてしまうDNAを利己的 (Sel丘sh)DNA と呼ぶが,その増減に

関して理論的研究を行なった.ゲノム内で重複したり欠失したりするDNAの単位を考え,

そのコピ-数がどう変化するかを解析した.直列配列型の場合と,離散型の場合で,重

複･欠失の機構が異なる.前者では,染色体の不等交叉により,後者ではトランスポゾン

のような機構によるものと仮定した.重複･欠失の他にゲノム間における交換 (直列型で

は減数分裂における相同染色体の組換え,離散型では非相同な単位の独立な分離)および

遺伝的浮動により,コピー数が変化する.まずゲノムあたりの平均コピー数および分散の

期待値を算出した.次にこの結果を用いて,平均コピー数が時間とともにどのように変化

するかを,模擬実験の簡便法により調べた.そして平均コピー数がかなり急速に変化し得

ること,またこのとき,遺伝的浮動が重要であることを示した.詳細はPNAS78:1129-

1132,および Nature292:648-649に発表した.

5) 少数多重遺伝子族における遺伝的変異 (太田):ヒトの-モグロビンαや γの遺伝

子のように,相同な遺伝子が二個染色体上で直列に並んで存在しているような少数遺伝子

族の,集団中での遺伝的変異について解析した.大きな多重遺伝子族の場合と同様,遺伝

子族内の異なった遺伝子が同じになる確率 (均一係数)が時間とともにどう変化するかを

数量化し,平衡状態における値を求めた.サイクルモデルと自然淘汰モデルを用いた.サ

イクルモデルでは,染色体の不等交叉が遺伝子数の増加とそれに続く減少を伴うように起

り,1サイクル後は遺伝子の総数には変化はないものと仮定する.自然淘汰モデルは,不
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等交叉で生ずる遺伝子数3個または1個の染色体は自然淘汰に不利で,集団からすみやか

に除去されると仮定する.こうした遺伝子数3個または1個の染色体は,不等交叉と自然淘

汰とのバランスにより低頻度で集団中に存在するが,均一係数に関しては,より簡単なサ

イ クルモデルで近似できることを示した.詳細は Genet.Res.37:133-149に発表し

た.

6) ミトコンドリアとクPPブラストの伝播遺伝の数理的研究 (太田):イーストなど

の細胞質田子の伝播遺伝の問題を数理的に研究した.1個の細胞を細胞小器官の染色体集

団とみなして,交雑細胞における遺伝子伝播の様式を定量化する.両親が二つの遺伝子座

で異なった対立遺伝子をもっている場合,雑種細胞からは両親と同じ型の後代細胞も生ず

るが,交叉型の細胞もある定った率で生ずることが知られている.これは細胞内の小単位

である nucleoidが細胞内でときに融合し,別の種塀の染色体どうLが対合して遺伝子変

換を起すためと考えられた (Birky,Ann.Rev.Genet.12:471-512).二遺伝子座に関す

る4種類の染色体の頻度が,遺伝子変換および細胞分裂を繰り返したとき,どのように変

化するかを解析した.そして後代細胞における交叉型染色体の究極的な頻度が,遺伝子変

換や細胞分裂の速度の変化とともにどのように変るかを明らかにした.詳細は Genetics

96:543-555に発表した.

第 2研究室 (木村)

1) 染色体あたりの重複遺伝子数の分布に関する数学的研究 (高畑);最近の分子生物

学の研究から遺伝子重複は稀なことではなく,特に高等生物では一般的な現象であること

がわかってきた.遺伝子重複の機構はいくつか知られているが,本研究では姉妹染色分体

間および相同染色体間の不等交叉による効果を考慮し,これによる染色体あたりの重複遺

伝子の数の増減を数学的に解析した.遺伝子の数の変動が個体の適応度に及ぼす影響も無

視できないと考えられるので,安定化選択型の自然選択を仮定し,不等交叉と安定化選択

の釣り合いによる重複遺伝子の数の平衡分布をもとめた.またその分布と霊長類で得られ

た-モグロビンα鎖の遺伝子の数の分布との比較から一世代あたりの不等交叉率を10~3-

1014 と推定した.詳細は Genet.Res･38'.97-102に発表した.

2) 突然変異と揺動選択のもとでの有限集団における遺伝的変異と遺伝子置換速度 (高

畑):分子レベルでの進化と種内変異の保有機構を説明する最も有力な仮説は木村の中立

読 (1968)である.この仮説をめぐって多くの集団遺伝的研究および論争がなされたが,

ネオ･ダーウィニズム派の人々によって珪素された仮説の1つに多様化選択がある.この

多様化選択は,環境の時間的 ･空間的変動によって遺伝子型の選択強度も変動するとい

うことを前提とした変異保有機構である.しかしこれまでの解析は突然変異の効果や集団

内の個体が有限であることを無視した上でなされていたため得られた結果は現実性に乏し

いものであった.本研究ではそれらを考慮して,多様化選択のもとにおける遺伝的変異と

遺伝子置換の速度という分子進化を理解する上で最も重要な2つの量を解析した.そして

突然変異や集団の有限性による効果は非常に大きく非現実的な条件でしか無視できないこ

と,またこれらの影響を考慮した多様化選択では現実の分子進化を説明することが困難な
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ことを示した.以上の結果は木村の中立説を間接的に支持するものである.詳細はGene･

tics98:427-440に発表した.

3) 核外遺伝子の数学的モデルと有限集団に陳有される遺伝的変異 (高畑･丸山):細

胞内オルガネラ (ミトコンドリアやクT]Pブラスト)に存在するゲ/ムの遺伝学的解析の

最近における発展には目覚しいものがある.本研究では,それらに特有な遺伝様式を考慮

し,核外の遺伝子座で殊有される遺伝的変異の量に関する集団遺伝学的研究を行ない,そ

の厳密な推定式を得た.高等生物で一般的にみられるように堆配偶子からの寄与が少ない

(母性効果が強い)場合には,たとえ1つの細胞内に複数個 (103-104)の核外ゲノムが

あっても集団全体における核外の遺伝子座で保有される変異の量は核内に比べて少ないこ

と,また1つの細胞内の変異は無視できる程小さいことを示した.これらは1つの有限集

団に関する結果であるが,同様の解析を集団構造がある場合についても行ない移住の効果

を調べた.雄雌の移住率が等しい場合には集団構造の遺伝的変異に及ぼす効果は核遺伝子

の場合と変わらない.詳細は Genet.Res.37;291-302に発表した.

4) 分子進化の過程における塩基置換のモデルとその応用としての偽遺伝子の進化速度

の推定 (高畑 ･木村):DNA塩基配列の決定は各種生物のいろいろな遺伝子について目ざ

ましい勢いで行なわれている.そのデータを用い,種間で相同な遺伝子の塩基配列を比較

すると,4種の塩基相互の置換率は相当異なっていることを示す例が多い.ここでは,そ

うした点を考慮した塩基置換のモデルを提出し,それに基づいて進化距離 (塩基座位あた

りの置換数)を推定するための数学的研究を行なった.またその推定式の精度や有用性を

検定するためのモンテカルロ実験も計算橡によって行なった.この方法を実際のDNA塩

基取列,特にマウスの偽-モグロビン遺伝子,ウニのヒストン遺伝子の配列に応用して進

化速度の推定値を求めた.これらの推定値は4塩基間の平等な置換率を仮定したモデルに

基づく値より一般に大きく,計算枚実験の結果からみて信頼性も高いことが明らかにされ

た.偽遺伝子の進化速度は正常な-モグロビン遺伝子の 10倍程速く,またヒストン遺伝

子のコドンの第3番目の位置における塩基置換速度は第2番目の位置に比べて 20-60倍

速いことは木村の中立説を裏付けるものである.詳細は Genetics98:64ト657に発表し

た.

5) 膜粗目ワーカーの進化モデル (青木･Moody):堆半数性によって特致づけられた

性決定機構を持つ院親日では,異なった系統でワーカー(働き蜂,働き蟻)が11回独立に

進化の過程で出現し,しかもそのワーカーはすべて雌である.雄半数性だと姉妹同志の血

縁関係が特に濃くなることに着目した Hamiltonは,自分の子供を産み育てるよりは同

数の弟妹を育てた方が雌にとって有利であることを指摘した.ただし妹を弟より多く育て

るか (場合 1)あるいは弟の一部を自身の息子で置き換えるか (場合 2)を行なう必要が

あると主張した.本研究は Charnovおよび Craigの遺伝モデルを一般化し,またより現

実的なものにして解析した.特にワーカー行動と性比の片寄りあるいは置き換えが別々の

遺伝子座によって決定される二産モデルを考察した.その結果,場合1よりは場合2の方

がワーカーが進化しやすいことが示唆された.現に多くの社会性膜趨目には Iayingwor-
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kerがいる.詳細は J.Theor.Biol.89:449-474に発表した.

6) Hamiltonの法則の証明 (青木)ニ利他行動が進化する条件を与える Hamiltonの

法則をCottermank-係数と条件確率の考えを使って導いた.利他行動が-遺伝子盤の二

対立遺伝子によって決定されていると仮定すると,この法則は任意交配集団では康性の度

合を問わず成立つが,近親交配がある場合には,偉劣がない場合にのみ成立つことを示し

た.詳細は Evolution35:659-663に発表した.

7) 利他行動の進化に関する集団遺伝学の立場からの総説 (青木):まず利他行動の定

義を検討し,実際観察されている "利他行動"が本当にそうであるかどうかを検討した.

次に利他行動の進化磯樵として挙げられている血縁淘汰,グループ淘汰,互恵的利他性を

解説した.特に膜効目の社会性の進化に関するHamiltonの tt3/4仮説''を詳しく取 り上

げた.詳細は遺伝学雑誌 56:425-438に発表した.

8) 佳意 G+C含有量のミトコンドリアDNA (mtRNA)制限辞素地図からの進化距

離の推定法 (青木 ･館野 ･高畑):可逆的突然変異および平行突然変異,塩基間の置換率の

違いを考慮に入れた一般的モデルを想定し,系統間の制限酵素座位の一致率からその進化

距離を推定する式を導いた.G+C含有量が1/2からずれている場合,従来の推定法を使

用すると類縁の近い所でも 50% 以上の片寄りが生じうることを指摘した.また Brown

による人種間距離の推定値を考察し,過大推定値である可能性を指摘した.詳細は J.

Mol･Evol.18:1-8に発表した.

J.分 子 遺 伝 部

分子遺伝部では遺伝子ならびにその転写産物の構造解析を行ない,遺伝子の配列や構造

さらに遺伝子に含まれる複製や転写や翻訳の開始,あるいは転移に必要な構造やこれらの

過程の調節の分子機構を明らかにすることを目標として研究を進めている.

研究員のほか加藤明,高岩文雄,山口和子,島田浩章,寺部真人,東藤直樹,森永侍,

出野博志,杉田護,河野亨子,土屋祐子,高野かよ子,山田千恵子,榊原久美子,古市正

人,牧佳男,軸鼻博之,中野芳朗,嘗永久乃らが研究に協力した.中国の夏且大学孫崇栄

講師は8月より植物遺伝子のクp-エソグに閑し杉浦室長と共同研究を行なった.研究員

下遠野邦息はウィスコンシン大学のTemin教授の研究室で研究を続けていたが,5月31

日帰国した.

杉浦室長は第3回組換えDNA実験技術に関する研究ワークショップ｢植物を供与体と

する組換え DNA実験の基礎技術｣を主催し,1月 13-17日の5日間をこわたって実習を

行なった.実習生は9名で,●4名の招待済師によるセミナーも合せて行なわれた.

秒浦室長は6月日米科学協力事業 ｢高等植物のアミロブラストに関する生化学的研究｣

のため渡米した.その間に 1981年度植物分子生物学に関するゴードン研究会議において

タバコ葉緑体遺伝子に関する研究成果を発表した.三浦部長は8月フランス･ストラス

プールで開かれた第5回国際ウイルス学会に出席して研究発表を行なう一万,日本代表団

の一人として運営委員会に出席した.下遠野研究員は 11月 ｢真核細胞における宿主-ベ



62 国立遺伝学研究所年報 第 32号

クタ一系の開発に関与する日米合同ワークショップに出席した.

4月には日本学術振興会外国人招いい研究者 としてフランス ･ストラスブール大学

L台onHirth博士を迎え (三浦),植物ウイルスの分子生物学に閑し研究交流を行なった.

4月には英国･植物育種学研究所TristanA･Dyer博士とオーストラリア･連邦科学 ･産

業研究磯構 ･植物産業部門P.R.Whitfeld博士を迎え (杉浦),薬療体遺伝子に関する研

究交流を行なった.

本年度に行なわれた研究のうち成果のまとめられたものについて概要を耳目別に下に記

すが,これには文部省科研費ならびに科学技術庁特別研究調整費の援助を受けた.

第 1研究皇 (三浦)

1) メッセンジャー RNA の5′先導配列のタンパク合成開始複合体形成における役割

(山口･下遠野 ･三浦).'原核細胞においてはmRNAのシスト｡ンの読み始めに先立つ場

所に16S1)ポソームRNAの3/端に対して相補的な配列があり,Shine-I)algarnoの配列

と呼ばれ,ここで mRNAはまずリボソームに結合すると考えられている.しかし,有核

細胞系の mRNAは 5′末端にキャップをもっことはほぼ共通しているが,シストロンの

読み始め暗号A-U-GまではmRNAによって種々の長さであり,構造もいろいろである.

あるmRNAではこの領域にリボソームに親和性のある塩基配列が認められない場合もあ

る.5'先導領域の構造とタンパク合成開始複合体形成効率の関係をみるために,キウリモ

ザイク病ウイルス (CMV)やプロムモザイク病ウイルス (BMV)の RNAを用いて実験

を行なった.CMVもBMVも一本鎖RNAを遺伝子とするが,前者は5つ,後者は4つ

の断片に分かれており,そのうちCMV-RNA5とBMV-RNA4は5'先導配列が 10ヌ

クレオチド,9ヌクレオチドと大変短い.BMV-RNA4は外皮タンパクの暗号を含み,in

vitroタンパク合成系でタンパクを多量に合成するが,CMVIRNA5は機能未知の分子量

7000のタンパクを少量合成する.invitroタン′tク合成系に 〔aH-メチル〕ラベルした

CPウイルス mRNA を加え, シクロ-キシミドを加えてタンパク合成開始複合体の形

成をみるとき,非ラベルの BMV-RNA4は強く阻害したが,CMV-RNA5はほとんど阻

事しなか.った･この両 RNAの直接の複合体形成をみるためにポストラベルを行なった･

両 RNAは5′端にキャップを持っているが,RNAの先頭ヌクレオチドの 2'位置はメチ

ル化されていないのでここ- 〔3H〕メチル基をS-アデノシルメチオニンからワクシニアウ

イルス (外殻にキャップ形成酵素やメチラーゼを含む)によってとりこませた.ラベルさ

れたCMV-RNA5とBMV-RNA4のタンパク合成開始複合体形成をみると,後者の方が

数倍よい効率で複合体を形成した.CMV-RNA5の先導配列には 18SrRNA3′一端付近に

相補的な配列が含まれていないが,BMV-RNA4にはわずかながら相補的配列があり,

その差がタンパク合成開始複合体形効率を上げているものと思われる.

それでは複合体の形成効率が悪いけれどもCMV-RNA5の場合5'-先導配列部分で実際

にリボソームと結合しているであろうか?この問題を調べるために次の実験を行なった.

CMV-RNA5は5′端付近がほとんどGとUによる単純な配列であり,最初のCが 22

番目に現れる.最近ニワトリ肝のリボヌクレアーゼはピリミジンヌクレオチドのうちでも
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とくにCの位置を好んで切断することが知られているので,このリボヌクレアーゼによっ

て 〔aH-メチル〕ラベルしたCMV-RNA5の5/端から22ヌクレオチドの断片を用意した.

この先端 22ヌクレオチドはリポソームと結合してタンパク合成開始複合体を形成した.

効率はCMV-RNA5そのままの場合よりむしろよいぐらいであった.従ってCMV-RNA5

は 5'-先導配列の部分でたしかにタンパク合成開始複合体を形成していることがわかった.

これらの実験から真核生物系の mRNAは 5'端から最初の開始コドンのところでタン

パク合成開始複合体を形成し,この複合体の形成効率は先導配列中にrRNAの3′端付近

との相補性があれば増大することが明らかになった.真核生物のmRNAの場合,5′ヰ ヤ

ップによってタンパク合成開始複合体形成能が高められるが,さらに先導配列に.)ボソー

ムに結合し易い配列があれば開始複合体ができ易いといえる.

2) KウイルスDNA のクローニングと塩基配列決定 (添田･軸屋):ポリオーマウイ

ルスの癌蛋白middleTが癌状態の維持に関与するか否かは,パポバウイルス属の発癌機

構解明に関する重要な課題である.このことを明確にするため,ポリオーマウイルスと宿

主域を共有するパポバウイルス,Kウイルスの遺伝子解析を行なった.

i)KウイルスDNAのクローニングと塩基配列の決定･'Kウイルスは米国NIHの竹本

博士から供与された.DNA を抽出後,いくつかの制限酵素を作用させた結果,制限酵素

PstIが環状の K ウイルス DNA を1ヶ所で切断することが判明した.そこで pBR322

にPstIの分解産物を措入し,大腸菌でクローニングを行なった.得られたクローンDNA

を制限酵素 EcoRIとPstIで同時に分解すると,K ウイルス由来の DNA は A,B,

C,Dの4つの断片に別れた. このうち,A,B,C の分子量は, どのクローンでも一定

であり元のウイルス DNA の分解産物と一致していた.この分解産物には D断片以下

多数の DNA断片が存在しているが,4つのクローンDNAでは D断片のみ検出され,

しかもその分子量はクローンによって異なっていた. このことは,Kウイルスゲノムの

HeterogeneityはD断片にのみ存在することを示している.4種類のクローン中3種類に

ついて D 断片塩基配列を決めた.その塩基配列には,いずれのクローンも他のパポバウ

イルスのDNA複製原点に共通する構造が見られる他,コート蛋白VP2のN末端付近の

塩基配列を含んでいた.このことから,D断片は複製原点,後期,初期遺伝子のプロモー

ターを含む調節遺伝子部位と同定した.

ii)K ウイルスの初期遺伝子産物:Dに続きA,B,C断片の塩基配列を決定し,その

遺伝子解析を行なった.まず両鎖の openframeを調べ,これからコードされる蛋白のア

ミノ酸配列を想定した.この結果,ポリオーマウイルスの癌蛋白smallT,largeTおよび

コート蛋白VPl,2,3とアミノ酸配列では高いホモロジー部分が見つかり,結局 K ウイ

ルスはこれらの5つの遺伝子を持ち,その遺伝子構成は他のパポバウイルスと同一である

と結論した.ただしK ウイルスはポリオーマウイルスの middleTをコードする領域を

欠く.おそらく K ウイルスの腫癌原性の欠陥はmiddleTをコードできないことによる

ものであろう.

3) ウイルスの転写プロモーターによるラット内在性発癌遺伝子の誘発と単離 (添田･
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中野 ･牧):RNA鹿癌ウイルスの遺伝子解析の結果から正常細胞にもいろいろな発癌遺

伝子が潜んでいることがわかってきた.どのような発癌遺伝子が存在し,それがどのよう

に活動を開始し,癌を誘発するかがそのメカニズム解明の一つの課題である.そこで我々

紘,そのモデル突放として,転写のプロモーター部位を含むポ1)オ-マウイルスの DNA

断片をラット正常細胞に挿入し,潜在性の発癌遺伝子の発現を誘発し,これを釣り上げる

ことを試みた.

プロモーター,および T 抗原の N 末端の一部を含むポリオ-マ l)NA 断片をカル

シウム法でラット3YI細胞にトランスフェクションし, フォーカス形成能や軟寒天中で

のコロニー形成能でトランスフォーム細胞を選択した.

ラット3YI細胞にポ1)オーマのプロモーターDNAを挿入した結果,多数の トランス

フォ-ム細胞を得た.これらの細胞は正常細胞とは形態的に異なり,低濃度の血清で生育

でき,高い細胞飽和密度をもつ.また トランスフォーム細胞の DNA にはポリオ-マプ

ロモーター部位の DNAが 1-数ヶ所に挿入され,その部位から形成されている mRNA

も検出された.

以上の結果はポ1)オーマウイルスの転写のプpモーターによって,細胞の潜在性の発癌

遺伝子が活性化されたことを示す.現在 1ファージを用いてプロモーターを含む DNA

の断片を単離中である.

4)ネズミ肉腫ウイルス (HarveyMuSV)の全塩基配列決定と発癌遺伝子の活性化磯
構 (古市 ･中野 ･牧 ･添田)･'Harveymurinesarcomavirus(Ha･MuSV)は,マウスの

白血病ウイルスがラットの内在性発癌遺伝子を獲得したC型 RNA陸湯ウイルスである.

本ウイルスは宿主ゲノムに組み込まれ,細胞の腫癌化を行なう.本ウイルスのもつ内在性発

癌遺伝子の活性化磯樵を明らかにするため,全塩基配列を決定し,遺伝子解析を行なった.

ウイルス核酸の中間体である環状二本鎖 DNA を 1ファージでクローニングした後に

DNA を pBR322で殖し,Maxam･Gilbert法により塩基配列を決定した.

(1)ウイルスゲノムの両末端に587塩基の反復配列(LTR)があり,真核細胞のmRNA

合成プロモーターの構造をもつ.

(2)LTRから約 1,000塩基下流にラット由来の発癌遺伝子 (ras)があり,癌タンパク

質 p21をコードできる.

(3)ras遺伝子以外に大きな openframeはなく,LTRとrasの間には数個のスプラ

イス特異的塩基配列があることが明らかになった.このことは,LTRが正常細胞中に潜

在する発癌遺伝子を活性化し,細胞の瞳癌化を誘発することを示唆する.

そこで,LTRをラット3YI細胞株に トランスフェクションしたところ,LTRを組み

込んだトランスフォーム細胞が得られた.さらに,このトランスフォーム細胞を Fischer

ラットに移植すると,肉腫の形成が観察された.

以上の結果から,白血病ウイルスの LTRは,その下流に続く細胞由来の休止発癌遺伝

子を活性化し,腫癌を誘発できると結論するに至った.
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第 2研究室 (杉浦)

1) タバコのリブロース1.5ジリン酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼの大サブユニ

ット遺伝子のクローニングと構造解析 (篠崎 ･杉浦):リブロース 1.5ジリン酸カルボキ

シラーゼ/オキシゲナーゼ (RuBisCO)は,分子量約 50万のタンパク質でカルビン回路

のCO2固定反応を触媒する.RuBisCOを構成する2種のサブユニットのうち大サブユニ

ット(LSU)は美禄体 DNAに,小サブユニット(SSU)は核 DNAにコードされている.

核と葉緑体 DNAの遺伝情報発現における相互調節の分子機構を調べる目的で LSU遺伝

子を大腸菌プラスミドpBR322を用いてクローニングして,その全塩基配列を決定した

(図1).タバコRuBisCOの LSU遺伝子のコード領域は 1431塩基対で,476アミノ酸残

基のタンパク質をコードしていることが示された.高等植物の RuBisCOの LSU タンパ

クのアミノ酸配列は相互によく似ていて約90% の相同性がみられた.LSU遺伝子の転写

開始鏡域,転写終止額域の構造は,原核生物の構造によく似ていることが明らかになった

すなわち,転写開始のプロモーター領域には,原核生物のプロモーターに特有のPribnow

box,-35領域の配列 (TACAATA とGTTG)がみられ,さらに転写終止領域には-ア

ピン構造が存在している.なお mRNAの5′と3′端は S1マッピング法によって決定し

た.さらに翻訳開始額域には,葉緑体 16SrRNAの 3'と相補的な配列 (GGAGG)が存在

している.これは原核生物でみられる Shine･Dalgano配列に相当する配列である.以上

のことから葉緑体遺伝子の転写 ･翻訳の分子機構は,原核生物の場合とよく似ていること

が明らかになった.

2) ラン藻のリブp-ス 1.5ジ1)ン酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼの大サブユ

ニット遺伝子のクローニング (篠崎 ･杉浦):光合成細菌の一種であるラン藻 Anacysiis

nidulans6301は,クPFZフィルを持って高等植物とよく似た光合成反応を行なう.ラン

藻のリブロース 1.5ジリン酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ (RuBisCO)は高等植

物とよく似たアミノ酸組成をしている.そこでホウレンソウの RuBisCOの LSUの遺伝

子を含むDNA断片をプp-プに用いてサザン･-イプリダイゼ-ションを行ない,ラン

藻の 5.5Mdの EcoRIDNA 断片 に RuBisCOのLSU遺伝子がコードされていること

を明らかにした.さらに大腸菌プラスミッドpBR322ベクターを用いてこの DNA 断片

をクローニングし,その構造解析を進めている.

3) タバコ葉緑体 tRNA 遺伝子の構造 (加藤 ･島田･杉浦):タバコ葉緑体 DNA の

EcoRI断片のうち,タバコ実線体 〔5′32P〕4SRNA と-イブリッドする断片をクローン化

し (55年度年報 p.72),これらのクp-ン化 DNA 断片をマキサム･ギルバート法によ

るDNA塩基配列決定技術を用いて各 tRNA遺伝子の構造解析を進めている.1.1Md断

片 (pTC293)にはtRNAASn遺伝子,2.2Md断片 (pTC468)には tRNA仙 遺伝子 (図

2)が含まれていることを明らかにした.1.1Md断片の tRNAABn遺伝子は 1.4Md断片

に含まれるtRNAASn遺伝子 (55年度年報 p.73)と完全に同じであった (NucleicAcids

Research9,5601-5607(1981)に発表).また,0.5Md断片 (pTCP67)紅は D-loop部分

が 19塩基から成る tRNACyB様配列が,0.9Md断片 (pTCP67)には 17塩基のD･loop
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図2 図 タ バコ葉緑体tRNAHet

を持つ tRNAArg様配列がみつかった.正常の tRNAの D･loopは 7-11塩基から成っ

ているので,このように長い D-loopを持つ tRNA が葉緑体内に実際に存在して機能し

ているかどうか,あるいはプソイ ドtRNA 遺伝子であるかどうか興味深い.

4) タバコ葉緑体 DNA の反復配列の末端構造 (加藤 ･島田･杉田･杉浦):タバコ葉

緑体 DNAは,21kbpの互いに逆方向の1対の反復配列 (invertedrepeat)と,その両

側の 24kbpと95kbpのsingle･copy領域よりなる 160kbpの環状分子である.この反

復配列と,24kbpの single･copy領域との連結部を含む 1.4Mdおよび 1.1Mdの Eco

RI断片の塩基配列を決定した.1.4Md断片は 2274bp,1.1Md断片は 1759bpよりな

り,それぞれの断片の一方の端から1423bpの配列は同じであった.single･copy領域に

連結する反復配列の末端は (5')- -TATAAT(3′)で,これは原核生物の Pribnowbox

と同じ配列である.次に,95kbpの single･copy領域と反復配列との連結部を含む 2.3

MdのBamHI断片および 4.5MdのBamHI部分分解断片をクローン化して,塩基配列

の決定を進めている.

5) タバコ葉緑体 23SrRNA遺伝子の全塩基配列の決定 (高岩 ･杉浦):タバコ葉線体

の全 rRNA遺伝子群を含む組換えプラスミドpTCP243(54年度年報 p.63)を用いて,

23SrRNA遺伝子の全塩基配列をマキサム･ギルバート法で決定した (図3).同遺伝子の

コード部位の5/末端をS1マッピング法で,3'末端を 〔5'32P〕pCpとT4RNAligaseで

直接 RNA をラベルLDonis･Keller法で決定した.その結果コード部位の長さは 2804

bpであることを明らかにした.この葉緑体 23SrDNA を大腸菌の 23SrRNA と比較す
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TTCAAACGAGGAAAGGCTTACGGでGGATACCTAGGCACCCAGAGACGAGGAAGGGCGTAGTAATCCACGAAATGCTTCGGGGAGrrTGAAAATAAGCATAG 100

ATCCGGAGATTCCCGAATAGGGCAACCrrTTCGAACTGCTGCTGPLATCCATGGGCAGGCAAGAGACAACCTGG⊂GAACでGAAACATCTTAGTGAGC⊂AGAG 200
GAAAAGん岨GCAAAAGCGATTCCCGTAGTAGCGGCGAGCGAAATGGGAGCAGCCTAAACCGTCAAAACGGGTTGTGGGAGAGCAATAC九九GCGTCG¶3CT 30a

GCTネGGCGA入GACGCCCGAATGCTGCACCCTAGATGGCGAAAGTCCAGでAGCCGAAAGCATCACでAGCTTATGCTCTGACCCGAGTAGCAtGく;GGCACGT 400

GGAATCCCGTGTG姐TCGACAAGGACCACCTTGCAAGGCTAAATACTCCTGGGTGACCGa.TAGCGAAGTAGTACCGTGAGGGAAGGGTGAAAAGPLACCCC 500

ATCGGGGAGTGAAATAGAACATGAAACCGTAAGCTCCCAAGCAGTGGGAGGCCAGGGCTCTGACCGCGTGCCTGTTGAAGAATGAGCCGGCGACTCATAG 600

GCAGTGGCTTGGTTAAGGGPLACCCACCGGAGCCGTAGCGAAAGCGAGTCTTCATAGGGCZLAm TCACTGCTTATGGACCCGPLACCでGGGTGATCTAでCC 700

ATGACCAGGATGAAGCTTGGGTGAAACTAAGTGGAGGTCCGAACCGACTGATGTTGaAGAATCAGCGGATrGAGTTGTGGTTAGGGGTGAAA℡GCCACTCG 800

AACCCAGAGCTAGCTGGTTCTCCCCGAAATGCGTTGAGGCGCAGCAGTTGACTGGACATCTAGG(;GTJuAGCACTGTTTCGGTGCGGGCCGCGAGAGCGG 900

TACCAAATCGAGGCAAACTCTGAATACTAGATATGA⊂⊂TCAAn TAAcAGGGGTCAAGGTCGGCTAGTGAGACGATGGGGGiTAAGCTTCATCGTCGAGA 1000

GGGAAACAGCCCGGATCACCAGCTAAGGCCCCTAAATGATCGCTCAGTGATAAAGGAGGTAGGGGTGCAGAGACAGCCAGGAGGでm CTAG;LAGCAGC 1100

CACCCTTGAAAGAG℡GCGll仙 ℡AGCl■CACTGATCGAGCGCTCTTGCGCCGAAGATGAACGGGGCTAAGCGATCTGCCGAAGCTGTGGGATGTAAAAATAC 1200

ATCGGでAGGGGAGCGTTCCGCCTTAGAGAGAAGCCTCCGCGCGAGCGGTGGTGGACGAAGCGGAAGCGAGAATGTCGGCTでGAGTAACGCAjuCAm T 1300

GAGAATCCAATGCCCCG人丸AACCでAAGGGTTCCTCCGCAAGGTTCGTCCACGGAGGGTGAGTCAGGGCCTAAGAT⊂AGGCCGAAAGGCTAGTCGATGGAC 1400

A入CAGGTGAATATTCCでGTACTGCCCCTTGTTGGTCCCGAGGGACGGAGGAGGCTAGGTTA(3ccGAAAGATGGTTAでCGGTTCAAGAACGTAAGGTGTCC 1500

CTGCl-TrGTCAGGGTAAGAAGGGGTAGAGAAjuTGCCTCGAGCCAATGTTCGAATACCAGGCGCTACGGCCGGAAGTAACCCATGCCA℡ACつ､CCCAGGAA 1600

AAGCTCGAACGACTTTGAGCAAGAGGGTACCTGTACCCGAAACCGACACAGGTGGGTAGGTAGAGJuTACCTAGGGGCGCGAGAC姐 CTCTCTCTA.AGGA 1700

ACTCGGCAA姐 TAGCCCCGTAACTTCGGGAGAAGGGGTGCCTCCTCACAAAGGGGGTCGCAGTGACCAGGCCCGGGCGACm TTTACCAAA九九CACAGGT 1aO0

c℡ccGCAAAGTCGTAAGACCATGT入TGGGGCTGACGCCTGCCCAGTCCCGGAAGGTCAAGGAAGTTGGTGACCTGATGACAGGGGAGCCGGCGACCGAAG 1900

ccCCGGTGAACGGCGGCCGTAACTATAACGGTCCtAAGGVAGCGiu TTCCTTGTCGGGTAAGTTCCGACCCGCACGAAAGGCGTAACGATCTGGGCACT 2000

6TCTCGGAGAGAGGCTCGGTGAAATAG入CATGTCTGTGPLAGATGCGGACTACCTGCACCTAGAJ:AGAAAGACCCTATGAAGCTTC九CTGTTCCCTGGGAT 2i00

TGGCTTTGGGCCTTTCCTGCGCAGCTTAGGTGGAAGGCGAAGAAGGCCTCCTTCCGGGGGGGCCCGAGCCATCAGTGAGATACCACTCTGGAAGGGCTAG 2200

AATTCTAACCTTGTGTCAGGACCTACGGGCCAAGGGACAGIZICTCAGGTAGACAGm でATGGGGCGTAGGCCTCCCAAAAGGTAACGGAGGCGTGCAAA 2300

6GTTTCCTCGGGCCGGACGGAGATTGGCCCTCGAGTGCAAAGGCAGAAGGGAGCTTGACTGCAAGACCCACCCGTCGAGCAGGGACGABLAGTCGGCCTTA 240a

GTGATCCGACGGTGCCGAGTGGAAGGGCCGTCGCTCAACGGATAAAAGTTAC℡CTAGGGATAACAGGCTGATCTTCCCCAAGAGCTCACATCGACGGGAA 25()O

GGm GGCACCTCGATGTCGGCTCTTCGCCACCTGGGGCTGTAGTATGTTCCAAGGGTTGGGCTGTTCGCCCATTAAAGCGGTACGTGAGCTGGGTTCAG 2600

AACG?CGTGAGACAGTTCGGTCCATATCCGGTGTGGGCGTTAGAGeATTGAGAGGACCTTTCCCTAGTACGAGAGGACCGGGAAGGACGCACCtm GTT 2700

GACCAGrrATCGでGCCCACGGTAAACGCTGGGTAGCCAAGTGCGGAGCGGATAACTGCTGAAAGCATCTAAGTAGTAAGCCCACCCCAAGATGAGTGCTC 2800
T⊂Cで

図 3 タバコ葉緑体 23SrRNA遺伝子の塩基配列

ると 100bp短いが,67% の相同性が見られた.葉緑体 23Sと 4.5SrDNA の間には

101bpのスペーサーがあり,葉緑体 4.5SrDNAは大腸菌の23SrRNAの3′末端側配列
と相同性が極めて高い.葉緑体 23SrDNAの 5'末端側と4.5SrDNA の 3'末端側の配
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列は相補的でステム構造を作り得ることから,これが 23SrRNA のプロセッシングに関

与していること,および葉緑体 4.5SrRNAの機能は原核生物の 23SrRNAの 3'末端と

同じであることが示唆された (EuropeanJournalofBiochemistry,印刷中).

6) タバコ葉緑体 16S-23SrRNA遺伝子間のスペーサーtRNA遺伝子 (高岩 ･杉浦):

葉緑体の 16S-23SrRNA 遺伝子間には tR由A 遺伝子がコードされていることがサザ

ン･プロット･-イブリッド法により知られている (55年度年報 p,72).そこでこのス

ペーサー部位の塩基配列を,組換えプラスミドpTCP243を用いてマキサム･ギルバート

法で決定した.スペーサー部位は 2080bpよりなり,tRNA (AU吉)および tRNAAla

(GC会)遺伝子がそれぞれ 707bpおよび710bpのイントロンを介して存在していること

を見出した (図 4).大腸菌 rrnDオペTlソのスペーサーtRNA と比較すると,コード部

位はそれぞれ約 80% の相同性が見られた.

一方,これらのスペーサーtRNA遺伝子が 16S,23SrRNA と共に転写されているか

どうかノーザン･ハイブリッド法で検出したところ,スペーサー tRNA は 16Sと 23

SrRNAを含む 8.2Md前駆体の一部として転写されていることが明らかになった.葉緑

体遺伝子にイントロンが見出されたことは,このオルガネラの起原を考える場合興味ある

ことである (NucleicAcidsResearch,投稿中).

7) ホシダ (DryoPierisacuminata)葉緑体 4.5Sおよび 5SrRNA の塩基配列の決

定 (高岩 ･杉浦):4.5SrRNAは従来,顧花植物の葉緑体リボソームにのみ特異的に存在

するとされてきた.しかしながら,今回この種の RNAがシダ植物にも存在す.ることが見

出されたので,ホシダの 4.5SrRNA塩基配列の決定を行ない,今までに報告されている

4.5SrRNAとの比較を行なった.ホシダ4.5SrRNAは 103塩基よりなり,その5/末端

は水酸基であった.タバコ,小麦,トウモロコシと比較した結果,それぞれに苧7%,78%,

78% の相同性を示した (NucleicAcidsResearch,印刷中).

一方,ホシダの5SrRNA の塩基配列の決定も行なった.この 5SrRNA と同じように

5′および 3′末端構造に不均-性を示す 3種類の RNA が存在する.それぞれは 122,

120,119塩基の長さを有している.タバコ葉緑体の塩基配列と比較すると87% の相同性

が示された.

8) イネのリボソームRNA.遺伝子のクローニング (杉浦):イネの25Sと17SrRNA

遺伝子は5･0と5･2MdのEcoRIDNA断片上に存在している (54年度年報･p･65)･
そこで,イネDNAを EcoRIで切断し,アガロースゲル電気泳動で 5Mdの DNA断片

を単離し,プラスミドpBR325に結合させ,大腸菌 HBIOlを形質転換させた. コロニ

ー･-イブリッド法で7個のrDNA クローンを得た.そのうちの1個 pRIDNAを用い

て,イネrDNAのBamHI,ⅩhoI,BstEII,BglII,PvuII,ClaI,HpaI,ⅩbaI,SstI,

SstIIの切断地図を作製した.この研究は農業技術研究所の大野清春氏と共同で行なった.

9) ソラマメ葉緑体のリボソーム RNA遺伝子のクローニング (孫 ･杉浦):ソラマメ

の葉緑体 rRNA遺伝子は,2.1,1.33,1.16Mdの EcoRIDNA 断片に存在している

(55年度年報,p.73).プラスミドpBR325を用いてショットガン法で,これらの DNA
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断片をクローニングした.得られた組換えプラスミドDNAを用いて,BamHI,PvuII,

HindIII,ⅩhoI,SmaIの切断地図を作製した.サザン･プロット･-イブリッド法で16

SrRNA遺伝子は 2.1Md断片に,23SrRNA遺伝子は 1.33+1.16Md断片に,そして

4.5Sと5SrRNA遺伝子は別の 1.16Md断片に存在していることを明らかにした.

10) タバコ葉緑体の ATPase遺伝子の構造解析 (篠崎 ･出野 ･杉浦):葉緑体 ATP･

a§e(共役因子 Ⅰとも言う)は,a,β,γ,8,8の5種のサブユニットよりなり,α,β,eの

3種のサブユニットは薬療体 DNA にコードされている.βサブユニット遺伝子はリブ

ロース1.5ジリン酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼの大サブユニット遺伝子に隣接し

ていることが示されたので,同遺伝子を持つ組換えプラスミド pS6を用い,βサブユ

ニット遺伝子の N-末端側の塩基配列をマキサム･ギルバート法で決定した.引続き全塩
基配列の決定を進めている.

K. 遺伝実験生物保存研究施設

本施設には植物,動物および微生物の3保存研究室がおかれている.この施設の設立の

目的は遺伝学研究のための有用な生物系統を収集保有し,その特性の開発的研究を行なう

と共に遺伝学研究上の有用な系統の育成を行なうことである.昭和 49年に植物保存研究

室51年に動物保存研究室,および53年に微生物保存研究室が開設され,以来,保存施設

は種々の運営上の問題を克服して発展を続けてきた.吉田細胞遺伝部長が施設長を併任し,

植物保存研究室 (藤井室長),動物保存研究室 (森脇室長併任)および微生物保存研究室

(移浦室長併任)において,それぞれ研究および保存業務が進められた.

本施設の運営について所内外からの助言と協力を得るため設けられた ｢系統保存委員

会｣の昭和 56年度の会合が昭和 56年 12月 21,22日に開催され,系統保存に関する種

々の問題が討論された.

微生物保存研究棟 (263･3m2) が枚械棟の東側に本年3月に完成した.本棟には資料室,

管理室,恒温保存室,大量培養室,無菌室,変異分離室 (RI実験),暗室等がある..

植物保存研究室佐野研究員はイネの研究のため1月9日に米国イリノイ州立大学-出張

した.

植物保存研究室 (藤井)

佐野芳雄は文部省在外研究員として1月 10日より米国イリノイ大学へ留学中である.

イネの系統保存に関しては応用遺伝部森島室長の協力をえて,1979年のネパール,インド

調査旅行で採集した Oryzasaliva20集団の外アジア型 0.ccrennis141系統が栽培,調

査された･この中には中国南部由来の貴重な系統も含まれている.ムギ薪では京都大学常

脇教授と共同で,六倍体コムギの 21通りの染色体に標識遺伝子をもたせることを目的と

し,モノゾミック系統に変異原処理を行ない変異体の選択を始めた.

サクラ,アサガオの保存は従来通り非常勤研究員古里和夫,笠原基知治両博士の指導に

よって応用遺伝部の宮沢,田村が担当した.サクラについてはアメリカ国立樹木園 (ワシ

ントンD･C･)の Jefferson氏が5月に来所して保存系統の調査と採種を行ない,今後の
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情報交換について打合せを行なった.アサガオについては宮沢が野外,温室内での自殖に

よる稔性調査を行ない,田村は赤花系統の純化のための栽培と調査を行なった.

静岡県農業試験場の太田光輝技師が 5月 11日より研修員として来室し,イネ科植物の

窒素固定の研究に参加した.

1) イネ板圏より分離した窒素固定菌の感染 (藤井 ･太田):滅菌土壌に栽培した無菌

苗を使って板圏から分離した窒素固定菌の感染実験を行ない,COC-8(Azosbirillum

liPoferum)とNG-13(Klebsiellaoxyioca)のみが窒素固定活性を示すことがわかった.

そこで感染機構を体系的に追究すべく合成培地に栽培した無菌苗について感染実験を行

なった.

1)無窒素無糖培地:植物の培養に広く用いられるWhite培地を用い,これから糖と窒

素源を除いた.イネ (T65)を播種後 1週間目に上記両菌種を単独感染させ5週間に渡っ

て菌数の増加とアセチレン還元能を調査した.接種した菌数は 102である.両菌種とも接

種後 1週間で 107-108に増加し,以後この値を保った.一方アセチレン還元能は接種直

後は0であったが1週間目には増加したものの2週間目以後は著るしく低下していった.

なおイネをまかない培地に菌を接種したものではアセチレン還元能は全く認められなかっ

た.この実験から菌は培地に板が存在すること,即ち板からの分泌物の供給によって窒素

固定活性を示すことがわかったが窒素源を除外した培地のため植物が生育を停止し,それ

にともなって固定活性が現われなくなったものと考えられる.

2)有窒素無糖培地:White培地処方から糖のみを除いた培地によって同様の実験を

行なった.菌数は無窒素培地と同様な増殖を示したがアセチ レン還元能は全くみられな

かった.これは窒素源による活性の抑制によるものである.次に窒素源を所定の0-0.6と

減量した培地によって調査したところ0.2倍量迄はアセチレン還元活性が見られ,それ以

上の濃度では低下した.引続きイネの生育を促進するための培地の検討を行なっている.

2) ダイズ T219系統による Lethionineと農薬数種の変異原性について (藤井･井

上):ダイズ Yll遺伝子-テロ系統を用いて L･ethionineと数種の変異原性については

既に報告した.一方ある種の薬剤が植物体内で活性化され変異原性を示すことが最近明ら

かにされてきた.Lethionineについて 2mg/mJの濃度で 200C24時間処理した種子を

燐酸緩衝液中で磨砕後遠心したもの,及びこれを更に透析して,透析外液及び透析膜中に

残った分画とについて Ames法により突然変異性の有無を検討した (invivo法).なお

これらについては S9を加えた場合と加えない場合についても実験を行なった.いずれの

はあいにもhi5+-の復帰変異の頻度に差は認められなかった.更に inviiro法として種

子抽出液で処理した LethionineについてもAmes法によって調査したが処理の効果は

検出されなかった.

農薬ではAntio,Diazinon,EPN,Karphos及びEkatinについて同様の実験を行なっ

た.これらの内突然変異性の認められたのはEkatinのみである.Ames法による実験で

はすべてが陰性であった.これらの結果からダイズにおいて突然変異頻度の増大が見られ

た Lethionine及び Ekatinの変異原性は植物の代謝による活性化ではなく薬剤自体の
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影響と考えられる.

動物保存研究室 (森脇)

動物保存研究室では脊椎動物としてネズミ,無脊椎動物としてショウジョウバエとカイ

コを対象にそれらの重要系統の保存と遺伝的特性の開発に関する研究を行なっている.

ネズミ系統の保存は森脇室長 (兼任),野口研究員,船津研究補助員を中心に行なわれた.

実験動物中央研究所に依頼して SPF化した近交系ラット5系統の飼育を本年度から開始

した.前年度の系統保存委員会の協議にもとづいて維持しているマウス系統について微生

物検査を行なったが異常は認められなかった.痛特別研究の援助を受けて行なわれている

マウス基準系統およびコンジェニック系統の維持を,本年度から細胞遺伝部榊原研究補助

員の協力を得て本施設ネズミ飼育棟の一室で行なうこととし約 50系統の飼育を開始した.

マウス受精卵の凍結保存事業は野口研究員を中心に進められているが,本年度プpグラム

フリーザーが設置され大きく進展した.研究活動としては野口研究員によりマウス受精卵

の凍結保存に関する基礎的研究およびマウステラトーマ幹細胞と正常肱の集合キメラの研

究が行なわれた.これらの研究には佐藤正宏 (鹿児島大学医学部大学院)および花岡和則

(三菱化成生命科学研究所)が特別研究生として参加している.

ショウジョウバェ系統は井上研究員が担当し前年の系統保存委員会で協議された線に

沿って保存事業が進められている.研究活動としては井上研究員によって,ショウジョウ

バエの自然交雑率の研究および有機燐系殺虫剤の突然変異性の研究等が行なわれた.

カイコ系統の保存は楠田研究員,鬼丸研究補助員と形質遺伝部の協力によって行なわれ

た.前年度の系統保存委員会の検討結果に従って維持事業を進めている.研究活動として

は楠田研究員によってカイコの遺伝子ライブラリー作成に関する研究が DNA 制限分解

酵素 Sau3A と CH30ファージを用いて行なわれた.

1) マウスの受精卵の凍結保存 (野口･佐藤):有用晴乳動物の受精卵の凍結は欧米で

は既に実用段階に入っている.凍結による卵子の保存は①,保存経費の節約,②,①と関

連して保存系統数の増大,③,病気や空調機事故による重要系統断絶の防止,(杏,生きた

状態で保存する場合に起り得る系統の遺伝的変化の防止,を可能にする極めて有用な技術

である.

昨年野口は,米国ジャクソン研究所の Mobraaten博士の研究室を訪問し,この技術を

研修した.本年文部省科学研究費等の援助を受け,プログラムフリーザーその他必要設備

晶が整ったので,いくつかのマウス系統につき実際にどれ程の蘇生率が得られるかを試験

的に検討してみた.

試みた系統は近交系のC57BL/6,129/Sv,A/Heとランダム交配で維持された ICRで

あった.排卵は PMSG,HCGホルモンによる誘発と,自然排卵の両方によった.受精卵

は 8細胞期に採取し,これらは凍結保護剤の DMSO(lM)を含む卵子培養液に浸漬し,

-50Cで植氷後プログラム71)-ザ-で -400Cまでは 0.3oC/分,-400Cから-80Oc

までを 0.50C/分の温度降下率で冷却した. プログラムフリーザーより取 り出されたサン

プルは,液体窒素ガス中 (-1000C)に約 10分間保持された後に液体窒素中に浸漬し保存
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表 1 凍 結 卵 子 の 蘇 生 率

融 解*
卵 子 数

腫盤胞にま
で発生が進
んだ卵子数

新 生 仔 数

蘇 生 率

凍 結 肝 移植された
当 りの% 歴当りの%

118 80 24 20 30

*これらの卵子は約1ケ月液体窒素中に保存された.系統別の内訳は,C57BL/6が45,
129/Svが 55,A/Heが 6,ICR が 12であった.

表 2 集合法によるテラトーマキメラの作成

テ ラ ト
カ /レ シ
ノ ー マ

擬 妊 娠 雌
子 宮 に移
植 され た
腔 盤 胞 数

着 床 肱 数

死 亡 肱 異常形態腔 正常形僚艦
(キメラ状腫) (キメラ状肱)

STT-2 100 31 21(17) 14(4)

311* 130 26 22(18) 10(2)

*STT12より取られた多能性クp-ン

された.

この方法で約 800個の卵子が凍結された.その内 366個の卵子を融解の後,培養して

みたところ,232個 (63%)が正常な肱盤胸に発生した.それらの一部は更に擬妊娠マウ

スの子宮に移植され,蘇生率が調べられた.表1はその結果をまとめたものである.

2) マウス奇型腫幹細胞と正常肱の集合キメラ (花岡･野口):昨年の年報で報告した

ように,129マウスの自然発生的奇型睦から樹立されたテラトカルシノーマ,STT-2の

幹細胞が 8細胞期肱と接着すると,キメラ状の肱盤胞 (blastocyst)に発生することがわ

かった.

今年は,これらの肱盤胞が子宮内でどれ程発生し,どれ程正常肱形成に参加するかを検

討した.その結果は表2にまとめた.移植された肱は,妊娠令で9日目 (体節期膝)に相

当する時期に取り出された.テラトカルシノーマ由来細胞の存在は,glucosepllOSphate

isomerase-1のアイソザイムマーカーにより確かめられた.

正常形態旺の中に見られるキメラ状肱の中には,艦体がほとんど全てがテラトカルシ

ノーマ由来細胞で占められているケースが2例兄い出された.このような高い貢献度は,

集合法だからこそ得られたものと思われる.また幹細胞の正常化は,集合肱がかなり若い

時期 (おそらく ICM の形成が完了する額)に起ったと考えられる.

Mintzらの行なった注入法によるテラトーマキメラ作成法に比べると,着床肱の死亡

や異常が多い.この原因は集合法によるテラトーマキメラ作成法自体にあるのか,用いた

テラトカルシノーマの分化能の違いにあるのか,のいずれかである.STT-2 は生体外の

培養条件で筋肉等を分化する能力のある幹細胞を含むが,STT-2の全ての幹細胞が高い

分化能を示したかと言うと,そうではなかった.この点高い分化能と正常核型を有するク
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ローンが手に入れは,もっと高い率で正常キメラ肱が得られる可能性があるので,今後更

に検討を続けたい.

3) ショウジョウ,:ェの自然交雑率 (井上):1980年に三島･栃木 ･大分の野外から採

集した D･melanogasterの雌 518匹について,それぞれの Fl幼虫の染色体を観察した

ところ,21匹 (4.1%)からD･simuLans雄との交配による雑種型染色体を検出し,その

broodはすべて雑種雌であった.simuLansは約 10年前に日本本土に浸入した melano-

gasterの近縁種であり,同所性であるためにこのような自然交雑がしばしば認められる.

一方,小笠原父島には両種が少くとも 45年は共存しており,ここの自然交雑率は 1.6%

(3/191)であった･種間交雑率と両種の共存時間に何らかの関係を求めて,次のような交

配を実験室で試みた.melanogasierの雌側として,simulansとの共存歴のない石垣島集

団,共存歴 10年の三島集団,共存歴 45年以上の小笠原集団,simulansの出現以後ずっ

と共存していると思われるナイpビ集団を選び,simulansの雄側としては三島集団,小笠

原集団,ナイT,ビ集団を選びダイアレルクロスを行なった.simulans雄の地理的起源に

よる交配率の差は認められなかったが,melanogaster雌は三島>小笠原-石垣≫ナイロ

ビの順で交配率が悪くなった.即ち,両種の共存期間の短い方がよく交雑するが,共存期

間の長い種問では交雑しないという一種のcharacterdisplacementが生じていることを

示唆した.共存歴のない石垣集団が小笠原集団と同じであることは今後の検討課題である.

4) 有機燐系殺虫剤の突然変異性 (井上):抵抗性個体が比較的容易に得られる Dia･

zinonとSumithionの突然変異性を調べた.付着Ⅹ法を用いてD:7.5ppm,S:10ppm.

で各々1代処理された Ⅹ染色体には障害遺伝子の誘発はなかった.次に同じ濃度で継代

処理された第 2染色体の突然変異の蓄横を調べた.Cy一染色体でバランスされた第2染色

体を持つ雄個体を毎代Cy/Pmの雌と交配して,一本の第 2染色休を雄経由で伝達してゆ

く.15世代薬剤処理をした後,生存率,致死染色体頻度,雌雄の不妊染色体頻度を比較し

たがいずれも対照区と有意な差はなかった.高濃度 (D:30ppm,S:45ppm)で 24世

代処理し,顕著な抵抗性の確かめられたケージ集団からサンプルした Ⅹ および第 2染色

体に関しても同様のテストを行なったが多量の突然変異を保有している事実はなかった.

一方,抵抗性育成様式を確かめるため,20isofemalelineを混合した集団 (1),実験室

の純弟 (Orcgon･R,Canton-S)集団 (2),Cyでバランスされた第2染色体集団 (3)を

それぞれ材料にして D:7.5ppm,S:10ppm で 10-15世代処理して抵抗性の育成を試

みた.(1)は両薬剤に対する抵抗性がともに5倍に増加したが,(2)と (3)の抵抗性は対

照区と有意差がなかった.すなわち抵抗性の育成にはその集団に遺伝的変異の存在するこ

と,染色体の分離,組み換えが必要であることの証拠である.

5) 実験集団での交叉抵抗性の育成 (井上):類似の構造式と殺虫効果をもつ 2種の有

機燐系殺虫剤 (Diazinon,Sumithion)の間の交叉抵抗性を実験集団で調べた.山梨県勝

沼由来の25の第 2染色体のホモラインより実換集団をつくり,D:30ppm,S:40ppm

の薬剤処理を 5日ごとに行ない,12世代ごとに抵抗性を測定した.処理剤に対する有意

な抵抗性はD処理区では12世代で,S処理区では 24世代で確められた.一方,D処理
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区の Sumithion抵抗性は 24世代で,また S処理区の Diazinon抵抗性は 36世代で

初めて観察された.殺虫剤に対する抵抗性遺伝子群には,各薬剤にspecificに反応するグ

ループと,多くの殺虫剤に共通に反応するグループとがあり,後者が交叉抵抗性を支配し

ていると考えられる.

6) カイコの遺伝子ライブラリー (楠田):遺伝子組み換えの技術が発達した現在では

遺伝子の変異の個所をヌクレオチド配列の異常としてとらえることが可能になったのでカ

イコの突然変異遺伝子についてもこの方向からの解析を開始した.この計画では突然変異

系統のDNAを断片化して大腸菌に組み込んだ遺伝子ライブラリーをつくり,そこから変

異遺伝子を含んだ組み換え体を選別する方針であるがまず基本となる正常系統について遺

伝子ライブラリーをつくる方法を検討した.ゲノムサイズの大きな真核生物の遺伝子ライ

ブラリーをつくるには多数の組み換え体を簡便かつ迅速につくり得るファージ系ベクター

が適しており,ここでは Sau3Aで切断した DNA断片をBamHIサイトに挿入できる

シャロン30(CH-30)をベクターとして用いた.標準系統 (C-108)の5令幼虫絹糸腺か

ら抽出したDNAをSau3Aで部分的に切断し,アガローズゲル電気泳動で1-2×104塩

基対 (bp)のDNA断片を分画した.このDNA断片をCH-30DNAのファージ増殖に必

須でない部分と置き換えて連結し試験管内でファージ粒子を再構成させたところカイコの

DNA断片 1〃gにつき1.4×105個の組み換えファージが得られた.CH-30に挿入でき

るDNA断片の平均鎖長は 1.3×104bpでカイコのゲノムサイズを約 1×109bpとすれば

カ-ボンの式から3.5×105個の組み換えファージでカイコのゲノムを 99% の確率でカ

バーできることになる. ここでは約 4×106個の組み換えファージをもって遺伝子ライプ

ラ1)-とした.この鼠み換えファージの集団がカイコの遺伝子ライブラリーとして枚能し

得ることを確かめるためにまず挿入された DNA 断片の鎖長を測定した.35個のプラー

クから簡便法で調製した DNA を EcoRIで切断して組み込まれた DNA の鎖長を調べ

たところ 1.0×104bpから 1.9×104bpの範囲にあり,平均鎖長は 1.4×104bpであっ

た.この鎖長から集団の大きさは遺伝子ライブラリーとして適当であると判断した.さら

にこの集団についてカイコの rRNA 遺伝子を含んだプラークを選別したところ 362個

に 1個の割合で得られた.カイコにはゲノムあたり240コピーの rRNA遺伝子が連続

して存在することが知られており,rRNA 遺伝子のくり返し単位を 1×104bpとすれば

ファージ420個に 1個の割合でrRNA遺伝子が含まれる計算になり,362個に1個とい

う実測値はこの遺伝子ライブラリーが質的にも普遍性をもつことを示唆している.現在ク

ローン化した遺伝子を個体へ導入する技術が開発されつつあり,カイコの各系統について

遺伝子ライブラリーをつくっておくことは突然変異遺伝子の解析のためのみならず品種の

改良や系統保存という立場からも重要であると考えられる.

微生物保存研究室 (杉浦)

微生物保存研究室では,主として当研究所で開発され使用されている大腸菌,枯草菌,

サルモネラ菌,ラン藻,およびこれらのバクテリオファージやプラスミドを中心として保

存と開発に関する研究を行なうことを目的としている.本年3月末には,微生物保存付属
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棟が完成し,その整備に努めた.特別研究生として,富岡登と熊野正信が光合成微生物の

保存と研究に協力した.

1) ラン藻 AnacysiisnidulansのリボソームRNA遺伝子のクローニング (富岡 ･杉

棉):ラン藻の遺伝子の特徴をとらえる目的で,A.nidulansのリボソームRNA(rRNA)

遺伝子を,大腸菌プラスミドpBR322をベクターとして大腸菌でクローニングした.クTl

-ン化した2つの異なったrDNA (5.3と4.3メガダルトンのPstI断片)について,刺

限酵素切断地図の作成,電子顕微鏡を使用した R-ループ法,またサザン法による構造解

析を行なった.その結果二つのクローン化された DNA 断片には 16S(1500bp),23S

(2900bp)また 5SrRNA (120bp)遺伝子がその順序にコードされていること,16Sと

23SrRNA遺伝子の間のスペーサー部分の長さは約 540bpでそこには tRNA遺伝子が

コードされていること等が明らかになった.タバコ葉緑体の16S,23SrRNA遺伝子のス

ペーサー部分には 2つの tRNA遺伝子がコードされており,それらの遺伝子には共に約

700bpの介在配列が存在することが DNA塩基配列より示され (高岩,杉浦,本誌 p･),

またクラミドモナス葉緑体では,23SrRNA遺伝子に約940bpの介在配列が存在するこ

とが電子顕微鏡による観察の結果示されている. しかしながら,A.niduLansの rRNA

遺伝子には,R-ループ法でみる限り介在配列は認められなかった.A.nidulansで,4.5

SrRNA等の小分子 rRNA が認められないことも合わせて考えると,A.nidulansの

rRNA遺伝子は,進化上からみて関係のあると思われる葉緑体 rRNA遺伝子に比べて単

純な構成であると判断できた.良-ループ法による分析は篠崎一雄研究員が行なった (Mol.

Gen.Genet.184;359-363,1981).

2) ラン藻 Anacyslisnidulans16SrRNA遺伝子の全塩基配列 (富岡･杉浦):ラン藻

A.nidulansのrRNA遺伝子を含む組換え体プラスミドpAM4を材料として用い,その

ラン藻の 16SrRNA遺伝子の全塩基配列を決定した.図1は得られた結果を,既に決定

されている大腸菌およびタバコ薬療体のものと比較したものである.16SrRNA遺伝子の

コード領域の長さは,A･nidulansで 1487bp,タノミコ葉緑体で 1486bpであり,大腸菌

の 1542bpに比べ共に数十塩基対短かい.大腸菌に比べ葉緑体で欠失している部分を A.

nidulansについてみてみると大抵欠失しているという結果,また,A.nidulansと大腸

菌との塩基配列のホモpジーが74% であるのに対しA.nidulansとタバコ葉緑体とのホ

モロジーが83% と高くなっているといった結果は,ラン藻の16SrRNA遺伝子と葉緑体

の同遺伝子とが同じ起源を持つことを示唆するものと思われる.

3) ラン藻Anacysiisnidulansに含まれる環状 DNA (富岡･杉浦):単細胞性のラン

藻 AnacystisnidulansよりMarmur法の改良法で全 DNA を抽出して,その分子量を

分析中に低分子の DNAが存在することを見出した.この低分子 DNA を塩化セシウムー

-チジウムブロマイド平衡密度勾配遠心法で分離 ･精製した.アガロースゲル電気泳動お

よび電子原敬鏡観察の結果,この DNA種は分子量 5.2メガダル トンの二本鎖環状分子

であることが明らかとなった.この DNAを各種制限酵素を用いて分析すると,β〃mHI

で1ヶ所,HindIIIで 2ヶ所切断され,EcoRIでは切断されないことが示された.
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図 1 A.nidulans16SrRNA遺伝子の全塩基配列
比較のために,上段に大腸菌,下段にタバコ葉緑体のデータが並べて記 してあ

る.その際,A.nidulansと共通の塩基配列は略した.
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この環状 DNA は, ラン藻を宿主とする遺伝子操作系を開発する際のベクターの基本

DNA 分子となり得るので,これを用いてラン藻用ベクタ丁の開発を進めている･この研

究は篠崎一雄氏,山田千恵子氏の協力を待て行なわれた (Geneに投稿中).

4) クロレラのribulosel1,5-bisphosphatecarboxylase遺伝子のクローニング(熊野･

楠田(美)･杉浦):光合成を行なう単細胞真核生物としてクロレラ(Chlorellaellibsoidea)

を選び,主としてその光合成系の遺伝子解析を遺伝子クローニングや DNA塩基配列決定

技術などを用いて進めることとした.まず,クロレラ葉緑体 DNAを制限酵素 BamHIで

切断後,E.coliRRlを宿主として,pBR322(APT,Tcr)をベクターとして用い,クロー

ニングを行なった.その結果,クロレラ葉緑体 DNA の種々の BamHI断片を含むプラ

スミド(APT,Tc8)を もつ クローンを選定できた.次に,ribulose-1,5-bisphosphate

carboxylaseの大サブユニット(LSU)遺伝子のクローニングを行なった.クロレラ葉緑

体DNAを制限酵素 SalI,BamHI,PsiI,EcoRI,HindIIIで切断し,電気泳動後サザ

ントランスファーを行なった.32PでラベルしたホウレンソウのLSUをプローブとして用

い,クロレラ葉緑体のLSU遺伝子の同定を行なった.その結果,SalI14.2メガダル トン

(Md),BamHI13.8Md,PsiI6.9Md,EcoRI1.2MdHindIII2.5Mdの DNA断片

上に LSU遺伝子が存在することが判明した.そこで,HindIII断片の大きさがクローニ

ングに適していることからpBR322のHindIIIサイトを用いてクローニングを行なった.

宿主としては,E.coliRRlを用いた.得られた 1400株のクローンからコロニー･-イ

プリダイゼ-ション法で LSU遺伝子をもつクローンを2株選定した.これら2株は,そ

のプラスミド内に制限酵素HindIIIの切断により生じる2.5Mdの大きさの DNA断片

を含むことが確かめられた.この研究は,静岡大学の舌永光一氏らと共同で行なった.

5) 大腸菌べん毛遺伝子領域 IIIの物理的地図 (米田):この領域を運ぶ IPa導入フ

ァージ (ipa♯36),pLC41-7組換えプラスミドを出発物質として用いた.

lfla#36とその欠失突然変異体の DNA及び pLC41-7プラスミドDNA を EcoRI,

HindIII,PstI,SalIで各々切断し,各断片の遺伝子活性との対応から,切断地図を作成

した.

本遺伝子領域は,EcoRIで 1回切断され,HindIIIでは切断されなかった.

BamHI切断により,jlaO,PaE活性を持つ,1.9Kb断片,PaA,motD,PbD,jtaR,

PaQ,PaP活性を持つ 6.6Kb断片を生じた.

PstI切断により,jlaN,PaB遺伝子活性を持つ,4.9Kb断片,PaA,moiD遺伝子活

性を持つ 3.2Kb断片,PaR,PaQ,PaP遺伝子活性を持つ,2.1Kb断片を生じた.

SalI切断により,10Kb断片を生成し,おそらく,jlaC,jtaO,PaE,jlaA,moiD,

JlbD,Pap,PaQ,PaP遺伝子を含むと推定される.

BamHI,PsiI切断片をプラスミドベクトルpBR322,pBR325にサブクローン化した,

BamHIによる,1.9kb,6.6kb断片から各々pYK3233,pYK32310などのクp-ン

が得られた.また,pLC41-7のβαⅣ,βαβ活性を持つ 7.6kb断片から,pYK3733など

を得た.
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PstIによる,4.9kb,3.2kb,2.1kb断片より,各々,pYK3255,pYK3257,PYK

32514などを得た.また,pLC41-7の PbD,PaR,PaQ を持つ 6.7kb断片から,PYK

3753など,pLC41-7の βα〃 を持つ,2.4kb断片から,pYK3251などを得た.

ipa#36の jlaN を持つ,3.Okb断片から,pYK32522などを得た.

これらの組換えプラスミドのうち,pYK32522は,}溶原菌にのみ transformationし

た.だから,}ファージの N遺伝子が含まれている.また,pYK32310は,GaIU'宿主

では,mucoidのコロニーを作り,GaIU~宿主で,mucoidが消失した.この領域の染色

体の欠失変異体を宿主としても,mucoidのコロニーを作った.この6.6kb断片には,多

コピー数で mucoidにする遺伝子が含まれると考えられる.

各サブクローンを分析し,そのそう入配向,いくつかの制限酵素切断部位を決定した.
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V.研 究 活 動

A. 研 究 業 績

著 書

広田幸敬 ･飯野徹雄 ･小閑治男 (編)1981:細胞質因子とその利用.共立出版 (東京).

広 田事 故 (編者)1981:生物窒素固定の遺伝工学.講談社 (東京).
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Press.

森田正之†･杉本和則†･岡 穆宏†･高浪 満†･広田幸敬 1981:Mappingofpromot-

ersinthereplicationoriginregionoftheE･coltchromosome･"The

lnitiationofDNA replication"(ed.byD.Ray):29-35.Academic

Press.

今 井 弘民 1981:染色体観察法.図説実験動物の手技手法 (蛋白質 ･核酸 ･酵素,別冊

24号):157-174,共立出版 (東京).
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冊 24)共立出版 (東京).

井 山審 也 1981:イネにおける窒素固定能の遺伝変異とその意義. 生物窒素固定の遺

伝工学 (広田編):30-34.講談社サイ-ソティフィク (東京).

賀 田 恒 夫 1981:TheDNA･damagingactivityof42co°edcompoundsintherec-

assay.In"EvaluationofShort-TermTestsforCarcinogens"(eds.F.

J.deSerresand∫.Ashby),ProgressinMutationRes･γol.1,EIsevier

North-Holland,Inc.,175-182.

木村 資生 1981:Dataonourevolutionaryheritage･In`̀DataforScienceand

Technology"(ed.P.S･Glaeser),23-29･oxford,PergamonPress･

黒 田行 昭 (編)1981:培養細胞遺伝学実験法.遺伝学実験法講座 2.380p.共立出版

(東京).

田内 久†･黒田行昭 1981:細胞の老化.共立医学叢書,226p,共立出版 (東京).

松 永 英 1981:遺伝学からみた集団と個体.個体と集団-あすの医療問題を考える

(医学研究振興財団編):86-95,講談社 (東京).

三浦善一郎 1981:ThecapstructureineukaryoticmessengerRNAasamarkof

†他機関等職員
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astrandcarryingproteininformation･Adv.inBiophysics14:205-

238･JapanScientiGcSocietiesPress,Tokyo.

森 島啓 子 1981:植物生理活性物質に対する抵抗性の検定法.農薬実験法 (深見ら編)
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森 脇和 郎 1981:癌化の遺伝的要因の探索- マウス亜種間雑種を用いた例.癌と遺

伝 (小林 ･相沢 ･佐々木編):47-61,講談社 (東京).

名 和 三 郎 1981:植物の DNA:植物の遺伝子工学におけるベクター.生物窒素固定の
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手法,蛋白･核酸 ･酵素,別冊 24:175-188.

篠 崎一 雄 1981:葉緑体リボソーム RNA.遺伝子観察-の旅 (山岸編):186-188,東

京大学出版会 (東京).

城 石 俊 彦*1981: リンパ節の調製法.図説実験動物の手技手法 (蛋白質 ･核酸 ･酵素別

冊 24号):43-54,共立出版 (東京).

添 田栄 一 1981: 陸癌原性ウイルス遺伝子のクローニングと動物ウイルスのベクター･

遺伝子組換え実用化技術第2集:80-100,サイェンスフォ-ラム社 (東京).

添 田栄 一 1981: 陸癌原性パポバウイルスDNAの塩基配列:細胞質因子とその利用:

367-377,共立出版 (東京).

添 田栄 一 1981: パポバウイルス (動物宿主 ･ベクタ系に関連して).遺伝子操作 (松

原 ･矢野編):522-530,共立出版 (東京).

添 田栄 一 1981:遺伝子操作の安全性と腫癌原性ウイルス DNA の組換え実験.遺伝

子操作 (松原 ･矢野編):650-652,共立出版 (東京).

杉 浦 昌弘 1981:高等植物の遺伝子操作技術の利用.農薬実験法 ⅠⅠⅠ(深見ら編):486-

493,ソフトサイェンス社 (東京).

杉 浦 昌弘 1981:葉緑体ゲノムの解析.細胞質因子とその利用 (飯野ら編):280-288,

共立出版 (東京).

杉 浦 昌弘 1981:葉緑体遺伝子.遺伝子操作 (松原 ･欠野編):95-101,共立出版 (東

京).

杉浦昌弘 ･楠田 潤 ･篠崎一雄 1981:Southern および Northern トランスファーと

ニックトランスレ-シ｡ソ.遺伝子操作 (松原 ･矢野編):312-318,共立出

版 (東京).

杉 浦 昌弘 1981:植物遺伝子のクローニング.遺伝子組換え実用化技術第2集:42-63,

サイエンスフォーラム (東京).

杉 浦 昌弘 1981:植物遺伝子のクローニング,生物窒素固定の遺伝工学 (広田編):115-

123,講談社サイェソティフィグ (東京).

T 他機関等職員
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田島弥太郎 1981:環境は遺伝にどう影響するか.230p.ダイヤモンド社 (東京).

青 田俊 秀 1981: ネコの生物学;遺伝と染色体.医学 ･生物学研究のためのネコ (中

野 ･前島編):2-9,ソフトサイェソス杜 (束京).

論 文

天 野悦 夫 1981:Geneticandbiochemicalcharacterizationofwaxymutantsin

cereals･EnvironmentalHealthPerspectives37:35-41･

天 野悦 夫 1981:Flow system forautomatedanalysisofmaizepollen.Envi･

ronmentalHealthPerspectives37:165-168.

青木健一 ･M.Moody 1981:One･andtwo･locusmodelsoftheoriginofworker

behaviorinHymenoptera･J･TlleOr･Biol･89:449-474･

青 木健 一 1981:AlgebraofincltlSiveatness.Evolution35:659-663.

青木健一 ･館野義男†･高畑尚之 1981:Estimatingevolutionarydistancefrom re-

StrictionmapsofmitochondrialDNA witharbitraryG+Ccontent･

J.Mol.Evol.18:ト8.

青 木健 一 1981:集団遺伝学から見た利他行為の進化.遺伝学雑誌 56:425-438.

遠 藤 徹 1981:Developmentalmodificationandhybridizationofallelicacid

phosphataseisozymesinbomo-andheterozygotesfortheAcp-1locus

inrice,Biochem.Genet.19:373-384.

藤 井 太 朗 1981･.MutageniceffectofL･ethionineinsoybeanandmaize･Exp.

Environ･Botany21:127-131･

藤沢敏孝･C.N.DavidI 1981:Commitmentduringnematocytedifferentiationin

Hydra.J.CellSci.48:207-222.

広田事故･山田正夫 ･西村昭子 ･岡 穆宏T･杉本和則†･浅田起代蔵†･高浪 満† 1981:

TheDNAreplicationoriginofEscherichiacoli:Structureandfunc-

tionoftheori-containingDNA fragment.ProgressNucleicAcid

Res.Mol.Biol.26:33-48.

佐藤周子†･小島清秀I･西沢キミ子†･広田幸敬 1981:Cellsurfacechargeandcell

divisioninEscherichiacoltafterXirradiation.RadiationResearch

87:646-656.

内海龍太郎†･田辺寛之T･中本由美子†･川向 誠T･酒井 裕†･姫野道夫†･駒野 徹†･広

田幸敬 1981:Inhibitoryeだectofadenosine3/5/･phosphateoncell

divisionofEscherichiacoltmutantderivatives.J.Bacteriol.147:

1105-1109.

今井弘民 ･松田洋一 ･城石俊彦*･森脇和郎 1981:HighfrequencyofX･Y chromo-

SomedissociationinprimaryspermatocytesofFlhybridsbetween

I他機関等職員
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Japanesewildmice(Musmusculusmolossinus)andinbredlaboratory

mice.Cytogenet.CellGenet.29:166-175.

平井啓久I･坂口祐二I･今井弘民 1981:C-bandpolymorphism inaJapaneselung

RukeParagonimusohirai(Trematoda;Platyhelmintes).Heredity47:

249-252.

井 上 正 1981:Ataxia･telangiectasia;放射線感受性と発癌とを関連づけるヒトの

遺伝病.遺伝学雑誌.56:315-334

井上 正 ･森田和良†･賀田恒夫 1981:PuriGcationandpropertiesofaplantdes一

mutagenicfactorforthemutagenicprincipleoftryptophanpyroly-

sate.Agric.Biol.Chem.45:345-353.

井上 正 ･太田純子†･定家義人･賀田恒夫 1981:Effectofcobaltouschlorideon

spontaneousmutationinductioninaBacillussubtilismutatorstrain･

MutationRes.91:41-45.

井上 正 ･横井山晶子†･賀田恒夫 1981:DNA repairenzymedeficiencyandin

viirocomplementationoftheenzymeactivityincell-freeextracts

fromataxiatelangiectasianbroblasts.BiochimicaetBiophysicaActa

655:49-53.

賀 田恒 夫 1981:環境変異原の研究-とくに,食品中のがん原 ･防除田子,ヒトにおけ

る DNA傷害修復について-.日本農芸化学会誌 55:597-605.

賀 田恒 夫 1981:変異原活性を抑制する因子.環境変異原研究 3:29-32.

賀田恒夫 ･望月 肇 1981:Antimutagenicactivitiesofhumanplacentalextract

onultravioletlight･andgamma･ray-inducedmutationinEscherichia

coliWP2B/rirb. J.Radiat.Res.22:297-302.

Leifer,Zev.I･賀田恒夫 ･MortonMandel†･ErroIZeiger†･RobertStafford†･Her-

bertS.Rosenkranz†1981:AnevaluationoftestsusingDNArepair･

de丘Cientbacteriaforpredictinggenotoxicityandcarcinogenicity･

MutationRes.87:21ト297.

軽部征夫I･松永 是†･中原 隆I･鈴木周一 †･賀田恒夫 1981: Preliminaryscreen-

ingofmutagenswithamicrobialsensor.Anal.Chem.53:1024-1026･

河西正典 ･渡辺隆夫 1981:Genesaffectingcourtshipsongandmatingpreference

inDrosoPhilamelanogaster,Droso♪hilasimulansandtheirhybrids･

Evolution35:1128-1133.

大西正道 ･河西正典 1981:ThesexcombofDrosobhilasimulans:Geographical

variationandgeneticanalysis.昆虫 49:37-44.

木村 資生 1981:Estimationofevolutionarydistancesbetweenhomologousnut

cleotidesequences.Proc.Natl.Acad.S°i.USA78:454-458.

†他機関等職員
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木村 資生 1981:Wasglobinevolutionveryrapidinitsearlystages?:adubious

caseagainsttherate･constancyhypothesis.J･Mol.Evol･17:110-113.

木 村 資 生 1981: Doubtaboutstudiesofglobinevolutionbasedonmaximum

parsimonycodonsandtheaugmentationprocedure.J･MoLEvol.17:
121-122.

木村 資 生 1981:Possibilityofextensiveneutralevolutionunderstabilizingse･

lectionwithspecialreferencetononrandom usageofsynonymous

l

鈴木孝仁T･米田好文 1981:Incomplete且agellarstructuresinEscheyichiacolimu-

tants.∫.Bacteriol.145:1036-1041.

丸山毅夫 ･添田栄一 1980:Molecularevolutioninpapovavirusesandtheirhost

species,andinbacteriophages.Proc･StadlerGeneticsSymp.12:83-

96.

丸山毅夫･高畑尚之 1981:Numericalstudiesofthefrequencytrajectoriesinthe

processoffixationofnullgenesatduplicatedloci･Heredity46:49-

57.

丸山毅夫 ･今井弘民 1981:Evolutionaryrateofthemammaliankaryotype.J･
Theor.Biol.90:111-121.

丸 山 毅夫 1981:遺伝学における確率過程一確率積分を応用した数値解析一日本物理学

会誌 36:226-235.

丸 山 毅夫 1981:Stochasticproblemsinpopulationgenetics:Applicationsoflt6's

stochasticintegrals.In"StochasticNonlinearSystemsinPhysics,

Chemistry,andBiology''(eds.L ArnoldandR.Lefever),154-161.

Springer･Verlag,Berlin.

丸山毅夫･根井正利†1981:Geneticvariabilitymaintainedbymutationandover-

dominantselectionin丘nitepopulations･Genetics98:441-459.

松 永 英 1981:GemeticsofWilms'tumor.Hum･Genet.57:23ト246.

松 永 英 1981:Retinoblastoma:Mutationalmosaicismorhostresistance?Am.

J.Med,Genet.8:375-387.

漆原敏之†･西村千昭†･三浦護一郎 1981:Processofcapformationofmessenger

RNA byvacciniavirusparticlescarryinganorganizedenzymesys-

tem.J.gen.Virol.52:49-59.

漆原敏之I･岡本知子†･西村千昭†･上村 孝†･尾碕由美†･山口和夫†･畑 辻明†･三浦

謹一郎 1981:Methylat.ionofthe5′-5′confrontingdinucleotidesby

vacciniaassociatedenzymesystem･NucleicAcidsRes･Symp.Ser.

No.10:237-240.

†他機関等職員
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井上 章T･中村正広†･中西重患I･日高 操T･三浦謹一郎 ･沼 正作† 1981: 5′･Ter･

minalnucleotidesequenceofthemessengerRNAco°ingforbovine

corticotropin/β･lipotropinprecursor･Europ.∫.Biochem.113:53ト

539.

森島啓子 ･岡 彦- 1981:Phylogeneticdifferentiationofcultivatedrice,ⅩⅩII.

Numericalevaluationofthelndica-JaponicadiHerentiation.育種学雑

5,31(4):402-413.

Assemat,L.†･森島啓子 ･岡 彦- 1981:Neighboreffectsbetweenrice(Oryza

saiivaL.)andbarnyardgrass(Echinochloacrus･galliBeauv.)strains,

ⅠⅠ.Someexperimentsonthemechanismsofinteractionbetween

plants.OEcol.Plant･2(16),No･I:63-78.

森脇和郎 ･米川博通†･峰沢 満†･松田洋一 ･城石俊彦*･宮下信泉l1981: Genetic

statusofJapanesewildmouse,Musmusculusmolossinus.Hereditas

94:15.

水落利明†･山下優毅†･浜岡利之†･森脇和郎 1981:Theroleoflaantigensinthe

activationofTcellstoconcanavalinA.Cell.Immunol.57:28-41.

鈴木清書†･辻紘一郎†･森脇和郎 1981:Friendmurineleukemiavirusresistancein

Japanesewildmice:Possibleallelism withFv-4inFRGmice.∫.

Nat.Cancerlnst.66:729-731.

小高 健I･池田秀利†･吉倉 廉'･森脇和郎 ･鈴木清吉†1981:Fv-4:Genecontroll･

ingresistancetoNB･troplCmurineleukemiavirus.Distributionin

wildmice,introductionintogeneticbackgroundofBALE.Cmice

andmappingofchromosomes･J･Nat･Cancerlnst･67:1123-1127.

峰沢 満'･森脇和郎･近藤恭司'1981:Geographicalsurveyofproteinvariations

inwildpopulationsofJapanesehousemouse,Musmusculusmolos･

sinus.遺伝学雑誌 56:27-39･

井川洋二'･木山源一郎†･須藤カツ子T･鈴木 潔'･森脇和郎 1981:Strain-specificap-

pearanceofapossiblefetala･globinpolypeptidechaininmice･De-

velop.,GrowthandDiffer.23:1-8･

米川博通†･森脇和郎 ･後藤 修†･林 純一†･渡辺淳子†･宮下信泉十･Petras,M･L･†･田

頭勇作I1981:Evolutionaryrelationshipsamongfivesubspeciesof

Musmusculusbasedonrestrictionen2:ymeCleavagepatternsofmito･

chondrialDNA.Genetics98:801-816.

城石俊彦*･嵯峨井知子†･森脇和郎 1981:Asimpli丘edmicro一methodforcytoxicity

testingusingaAat･typetitrationplateforthedetectionofHl2anti-

†他機関等職員
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gens.Microbiol･Immunol･25:1327-1334･

村 上 昭雄 1981:カイコを用いた環境変異原研究の現況一特に前変異原物質に関する研

究一について.変異原と毒性 4(5):58-721

松原貴子･飯沼和三I･中込弥男･横地常広†1981:FamilialcaseofDown'ssyndro･

me.Apsudic(21)(q22)andarob(14q21q)incousins.人類遺伝学

雑誌 26:55-59･

武田 穣 ･西村昭子 ･西村行進 ･山田正夫 ･安田成一 ･鈴木秀穂†･広田宰敬 1981:

SyntheticCoIElplasmidscarryinggenesforpenicillin-bindingpro･

teinsinEscherichiacolt.Plasmid.6:86-98.

Sternglanz,R.I･S･Dinardo'･K･A･Voelkel†･西村行進 ･広田幸敬 ･K･Becherer'･

L ZumsteinI･J.C.Wang†1981:Mutationsinthegeneco°ingfor

EscherichiacoliDNAtopoISOmeraSeIaffecttranscriptionandtrans･

Position･ProcINatl･Acad･Sci･USA78:2747-2751･

野 口武 彦 1981: マウスのテラトーマ･癌と化学療法 8:979-989･

太 田朋 子 1980:Two･locusproblemsintransmissiongeneticsofmitochondria

andchloroplasts.Genetics96:543-555･

太 田朋 子 1981:Geneticvariationinsmallmultigenefamilies･Genet･Res･37:

133-149.

太 田朋 子 1981‥PopulationgeneticsofselfishDNA･Nature292:648-6491

太田朋子･木村資生 1981:Somecalculationson theamountofselBsh DNA･

proc.Natl.Acad.S°i.USA78:1129-1132.

定家義人･井上 正･望月 肇†･賀田恒夫 1981:EfhcienciesofDNA Inactivation

andmutationinductionbytritiatedglycerolinbacterialsystems.

J.Radiat.Res･22:387-394･

佐野芳雄 ･藤井太朗･井山審也･広田幸敬･駒形和男†1981:Nitrogen触ationinthe

rhizosphereofcultivatedandwildricestrains･CropScience21:758-

761.

東藤直樹･篠崎一雄 ･杉浦昌弘 1981:Sequenceofaputativepromoterregionfor

therRNAgenesoftobaccochloroplastDNA.NucleicAcidsResearch

9:5399-5406.

富岡 登･篠崎一雄 ･杉浦昌弘 1981: Molecularcloningandcharacterizationof

ribosomalRNA genesfrom ablue･greenalga,Anacystisnidulans.

Mol.Gen.Genet.184:359-363.

杉 浦 昌弘 1981‥AnEscherichiacoltacidphosphatasewhichhydrolyzesprefer-

entiallynucleoside3',5'･diphosphates･FEBSLett･123:285-286.

高岩文雄･移浦昌弘 1981: Heterogeneityof5SRNA speciesintobaccochloro-

T他機関等職員
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plasts.MoLGen･Genet･182:385-389.

加藤 明･島田浩章T･楠田美枝 ･杉浦昌弘 1981:Thenucleotidesequencesoftwo

tRNAASngenesfrom tobaccochloroplasts･NucleicAcidsResearch

9:5601-5607.

高 畑 尚之 1981:A mathematicalstudyonthedistributionofthenumberof

repeatedgenesperchromosome.Genet･Res.38:97-102･

高 畑 尚之 1981:Geneticvariabilityandrateofgenesubstitutionina丘nite

populationtindermutationandauctuatingselection･Genetics98:

427-440.

高畑尚之 ･丸山毅夫 1981:Amathematicalmodelofextranucleargenesandthe

geneticvariabilitymaintainedina丘nitepopulation･Genet･Res･37:

291-302.

高畑尚之 ･木村資生 1981:Amodelofevolutionarybasesubstitutionsanditsap･

plicationwithspecialreferencetorapidchangeofpseudogenes･Ge一

netics98:641-657.

土 川 清 1981:マウスの骨異常を指標にした放射線誘発突然変異の検札 Ⅰ･頭蓋骨卵

円孔の形状に関与する優性突然変異.静岡実験動物研究会 報々 16:25-26.

土川 清 ･原田和昌 1981:KYG と PW マウスを用いる体細胞突然変異検出法 (スポ

ットテスり.静岡実験動物研究会々報 16:27-29.

八木康興 †･中村好志†･富田 勲†･土川 清 ･下井信夫†1980:Teratogenicpotential

ofdi-andmono･(2･ethylhexyl)phthalateinmice･J･Environ･Pathol.

Toxicol.4-2,3:533-544･

渡辺隆夫 ･河西正興 1981:Asymmetricalmatingsuccessandthephylogenyof

DrosoZIhila.動物学雑誌 90･.317-3241

中村正孝 ･山田正夫 ･広田幸敬 ･杉本和則†･岡 穆宏†･高浪 満I 1981: Nucleotide

sequenceoftheasnA･genecodingforasparaginsynthetaseofE.coli

K-12.NucleicAcidsRes.9:4669-4679.

山本 雅敏 1981:キイロショウジョウバエのオスにおける染色体対合の機構.遺伝学雑

誌 56:79-96.

吉 田俊 秀 1981:StudiesonthekaryotypedifferentiationoftheNorwayrat,V.

Hypotrichoticmutantratsappearedintheinversionstock(LEM).

Proc.Jap.Acad.57(B):29-34.

青 田俊 秀 1981:Chromosomealterationandthedevelopmentoftumors,ⅩⅩⅠⅠⅠ.

Bandingkaryotypeanalysisofmethylcholanthrene･inducedtumorsin

theIndianspinymouse,Musplatythrix,withspecialregardtothe

anomaliesofchromosomeswithnucleolarorganizerregions.Cancer

†他機関等職員
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Genet.Cytogenet.3:211-220.

吉 田俊 秀 1981:Chromosomealterationanddevelopmentoftumors,ⅩⅩⅠⅤ.

HypO-pentaploidchromosomeconstitutionofaspontaneoustumors

developedintheOceaniantypeblackrat,Withparticularreferenceto

centromeric丘ssion･Proc.丁ap.Acad.57(B):260-265.

吉 田俊 秀 1981:Chromosomepolymorphism ofthelargenaked-soledgerbil,

Tateraindica(Rodentia,Muridae).Jap.J.Genet.56:241-248.

吉田俊秀 ･井上 亘† 1981:CytogeneticstudiesontheIndianspinymouse,L

Frequencyofsisterchromatidexchangesinlungprimaryculture.

Proc.Jap.Acad.57(B):13-17.

高槻孝一T･正井秀夫†･生方 厚†･鎌松二郎†･吉田俊秀 1981: Quantitativevaria_

tionincytoarchitecturesoftheretineandthestriatecortexamong

somespeciesofMyomorpha(suborder)inrelationtotheirhabits.

Zool.An∑.Jena206(198):263-272.

B.その他の発表文献

今井 弘民 1981: アリの社会は雌優位.遺伝 35:7-ll.

今 井 弘民 1981: デカン高原にアリを掘る.遺伝 35:19-25.

今 井 弘民 1981: アリと染色体.昆虫と自然 16:26-31.

井 上 正 1981:染色体の切れやすい病気の生化学.遺伝 35(ll):17-21.

黒 田行 昭 1981:培養細胞における亜硫酸の毒性に対するビタミンEの影響一細胞の増

殖性および接着性を指標として-.組織培養におけ るビタミンEの役割.

40-53.ェ-ザイ株式会社 (東京).

黒 田行 昭 1981:生殖細胞形成.腫発生および分化.蛋白質核酸辞素 26(1):76-78.

黒 田行 昭 1981:書評 中沢信午:メンデルの発見.遺伝学雑誌 56:97-98.

松 永 英 1981:網膜芽細胞腫- 発癌プロモーションにおける遺伝的背景.代謝 18

巻臨時増刊号 ｢癌 '81｣:179-187.

松 永 英 1981: 環境変異原の遺伝的影響- その問題点と対策.日本公衆衛生誌 28

(10)&*:56159.
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氏 名 l 題 桓 月日 場 所 学 会 等 名 称

青 木 健 一 グループ淘汰による利他行為の進化 9.12 札 幌 大 学 日本人炉学会第35回大会

藤 井 太 朗〟藤 井 太 朗 突然変異育種における新技術の開発 7.16 放 射 線 育 種 場 第20回ガンマーフィール ドシンポジウム

Mutagenicitytestingofchemicalmuagensin 9.26 日 本 大 学 3rd Ⅰnternat.Conf.EnVi_
higherplants ronm.Mutagens

佐 野 芳雄井 山審 也太 田光 輝I藤 井 太 朗 イネ板圏より分離した窒素固定菌の共生 10.8 石川県農業短期大学 日本育種学会第60回講演会ダイズの突然変異に及ぼす発がん物質の影 10.14 広 島 大 学 日本遺伝学会第53回大会

藤 井 太 朗井 上 正 ダイズ T219系統による Lethionineと 薬の変 12.3 東 僕 会 館 日本環境変異原学会第10回研究異原性について 発表会

藤沢敏孝David,C.N.I 細胞周期のどこでヒドラ刺細胞stenotele 化の決定 (commitment)が起るか? 5.13 京 都 会 館 日本発生生物学会第14回大会

藤 島 通 騒音環境下で継代飼育されたマウスの行動′､化 7.25 お茶の水女子大学 日本動物心理学会第41回大会

望 月 葦原 雅 子賀 田恒夫 抗突然変異因子に関する研究 (Ⅱ)胎盤田 について 3.30 立 命 館 大 学 日本農芸化学会昭和56年度大会

平 井 啓 久†坂口祐二T波部重久T今井 弘民 日本産肺吸虫3種におけるCバンド多型 10.13 広 島 大 学 日本遺伝学会第53回大会

松 田宗 男今 井 弘 民 アナナスショウジョウバエにおけるキアズ と染色体異常の関係 10.13 広 島 大 学 日本遺伝学会第53回大会

松 田洋 一今 井 弘 民 マウス減数第 1分裂中期における性染色体来合の早 10.13 広 島 大 学 日本遺伝学会第53回大会
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マウスにおけるキアズマの末端化とキアズマ頻度に
関する再検討

ヒト遺伝病 ataxiatelangiectasia細胞の DNA
修復酵素:酵素活性測定による geneticheteroge･
nietyの検討
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viirocomplementationoftheenzymeactivity
incell-freeextractsfrom ataxia-telangiectasia
fibroblasts

Antimutagenicactivityofhuman placentaュex･
tracts.

StudiesonantimutagensinSOSrepairsys･
te n s.

SOS･repairsystem に対する antimutagensの作
用

染色体多型からみた自然集団の変化

数量遺伝学の基礎概念

自家授精作物の集団育種法における問題点

遺伝学的問題の電算機にLiるシiユレーション

森林遺伝学の問題に対する電算磯の利用

自家授精作物の集団育種法における問題点

選抜に関する問題のシミュレーション

天然林の遺伝変異とその解析

Computersimulationofthegeneticmodels

Someresultsofthecomputersimulationof
massselection
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中国科学院遺伝研究
所 (北京)

南京農学院 (南京)

中 山 大 学 理 学 部
(広州)

復且大学遺伝研究所
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selectionlnaSmallpopulation

Geneticdifferentiationin naturalstandsof
CryPtomeriajaponica

抗突然変異因子に関する研究 (I)その作用検梼と
くに,醗酵生産物,緑茶および生体金属について

Mutagensanddesmutagensinfood

トリチウムによる DNA 損傷について

Mechanismsandgeneticimplicationsofenvi-
ronmentalanti･mutagens.
ImprovementsintheBacillussubiills rec･as･
say: Resultson500chemicalsandtheir im ･
plications･

FormationofC･nitroand･nitrosomutagens
bythereactionofnitritewithsorbicacid
anditsstructurallyrelatedcompounds

Mutagenicitytestswith streptomycin-depen･
dentstrainsofSalmonellaiyPhimuriumTA98
andTAIOO.

Chemicalfeaturesofantimutagenicfactorin
humanplacenta

3.30

8.24

9.16

9.21

9.21

FederalHotel
(KualaLumpur)

FederalHotel
(KualaLumpur)

立 命 館 大 学

メキシコ大学生物医
学研究所

東海大学湘南校舎

日本大学三島校舎
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パシフ ィ ックホテル

パシフ ィ ックホテル

パシフ ィ ックホテル
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SABRAO
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SABRAO

日本農芸化学会昭和56年度大会
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木 村 資 生

木村 資 生

米 田好文

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

黒 田行 昭

窒 悪 賢宕‡

黛 念 吾ST)
松 永 英

松 永 英

EnrironmentalmutagenstudiesinJapan

食品中の変異原 ･抗変異原田子について

環境変異原と食品

Biochemical& repairmechanismsofDNA
damagesinducedbyionizingirradiation,chem ･
icalrepairinhibitorsandradio･sensitization

4-NQO誘発突然変異に対す るケイ皮アルデヒド
の抗突然変異作用

生体内における変異原物質の生成

集団遺伝学からみた自然選択

核酸の塩基配列の比較と分子進化中立説

大腸菌べん毛遺伝子領域Ⅲの制限酵素を用いた分析

分化と遺伝子発現

/nviiyostudiesonthedevelopmentofgerm
cellsinDroso♪hilamelanogaster

キイロショウジョウバェ旺細胞の体外培養での形質
発現

Pattern ofproliferation and orientation of
embryonichumandiploidcellsinculture

鶏膝由来レクチンと軟骨分化

培養細胞に対するアニリン及びその関連物質の変異
原性について

遺伝学と医学とのかかわ り

発がん感受性の遺伝
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ウス
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広 島 大 学

基礎生物学研究所

福 井 大 学

東 保 会 館
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箱 根 観 光 ホ テ ル

環境変異原･がん原,ソール会議 芝

薮田セミナー

薮田セミナー

IAEA

日本環境変異原学会第10回研究
発表会

日本環境変異原学会第10回研究
発表会シンポジウム

生命の起原および進化学会第6
回学術講演会

日本遺伝学会第53回大会

日本遺伝学会第53回大会

第21回生物物理若手の会夏の学
校

ⅠX Cong.ofthelnternat.
Soc.ofDevelopmentalBio･
logists

日本遺伝学会第53回大会

8thNIBBConference

日本動物学会中部支部例会

日本環境変異原学会第10回研究
発表会

第7回山梨総合医学会特別講演

第60回日本医学会シンポジウム
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ErblicherGewebs-ResistenzgegendasRetino-
blastom.Gen

Cancersusceptibility:Familystudiesofretino･
blastomaandWilms'tumor

環境変異原の遺伝的影響-その問題点と対策

胎芽の形態異常と母体要因

ウィルムス腫癌の遺伝

核酸末端構造のキャラクタ7)ゼーション

Relationshipbetweentherateofproteinsyn･
thesisandthestructurenearthe5/.terminus
ofviralmessengerRNA

Relationofthestructureofcytoplasmicpoly-hedrosisvirusandthesynthesisofitsRNA
メッセンジャーRNAの構造とタンパク合成開始の
関係

ワクシニアウイルス酵素系による 5/一5/向き合いヌ
クレオチ ドのメチル化
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10.29
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京 大 会 館

Congress Hall,Strasbourg
Congress Hall,
Strasbourg

北 海 道 大 学

薬 学 会 館

筑 波 大 学

筑 波 大 学

Institut･Kolloquium

第 6回国際人煉遺伝学会議

第40回日本公衆衛生学会総会特
別講演

日本産婦人科学会静岡県地方会

日本人類遺伝学会第26回大会

トレース ･キャラクタリゼーシ
ョン第 5回研究報告会
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rology
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rology

日本生化学会北海道支部セ ミナ 轡

第9回核酸化学シンポジウム
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郎郎泉通介懐和和信博俊成
脇脇下川田
森森官米右荘

H-2complexの
遺伝学

遺伝学的にみた日本産-ツカネズミ亜種の由来

奪 雫 悪 霊満 芸造岩発 言遠忌琵 疹発生におよはす主要組織

郎泉通介懐和信博俊成
脇下川田
森官米右江

城石俊彦
嵯峨井知子†
森脇和郎

野生マウス亜種間の染色体Cバンドの分化と遺伝距
離

日本産野生マウスにおける Ia抗原の遺伝的多型

裏 芸 宗馴 -ウス近縁種間における遺伝粉 化 Ⅰ

森 脇 和 郎
城 石 俊 彦
嵯峨井知子T

日本産野生マウス H-2抗原特異性の決定とその種
内分布
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2.3
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10.1

京 都 大 学 霊 長 研

Hotel Napualanl,
Hawaii

Stanford Univ.
Medical School,
Stanford,Calif.

大阪府立労働センタ

京 大 会 館

箱 根 観 光 ホ テ ル

北海道経済センター
(札幌)

札幌教育文化会館

広 島 大 学

経 団 連 会 館

｢Domesticationの生態学と通 票

伝学｣シンポジウム

U.S.･JapanCooperativeCan-
cerResearchProgram,2md
JointMeeting

GeneticsDepartmentSemi･
mar

日本実験動物学会第28回談話会

京都免疫シンポジウム

第60回日本医学会シンポジウム

日本動物学会第52回大会

第40回日本癌学会総会

日本遺伝学会第53回大会

第11回日本免疫学会総会
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iBn恵慧賢,?cZmAb息慧笈蒜02で暦域を有す る
マウスの亜種分化と実験動物化

ネズミ肉腫ウイルスの発癌遺伝子の活性化機構

カイコ3倍体雌の不妊症のスペクトラム

環境変異原研究からみたカイコにおける卵色の特定
座位法と優性致死法の比較

Dominantlethalmutationsinducedbyseveral
indirectmutagensinthesilkworm,Bombyx
mori.

カイコ幼虫期における伴性劣性致死突然変異体の行
動遺伝学的分析

力イコにおけるジアルキルニトロサ ミソの突然変異
原性

カイコ幼虫における走地性形質の遺伝学的分析の試
衣

カイコ生殖細胞を用いた特定座位法と優性致死法の
変異原物質検出における相補性

染色体の構造及び機能の分子細胞遺伝学的研究(6)初
断点の分布

アクリジンオレンジ固定前処理による高精度分染法

精巣性テラトカルシノーマ細胞と卵割期柾の間に作
られたマウスキメラ旺

初期駈由来テラトカルシノーマの発現:培養液の促
進効果

12.1

12.18

ll.25

4.7

4.7

9.21

10.3

10.14

ll.19

12.4

ll.6

ll.6

10.5

10.5

京都大学 ･霊長研

金 沢 大 学

農林水産省蚕糸試験
場

パシフィックホテル

札 幌 市 民 会 館

広 島 大 学

三重県農業共済組合
遵合合

東 僕 会 館

都 久志 会館 (福岡)

都 久志 会館 (福岡)

札幌厚生年金会館

札幌市教育文化会館

京大霊長研共同利用研究会

第4回日本分子生物年会学会

日本蚕糸学会第51回学術講演会

3rd lnternat.Conf.Envi･
ronm.Mutagens

日本動物学会第52回大会

前

日本遺伝学会第53回大会

日本蚕糸学会東海支部第29回研 轡
究発表会

日本環境変異原学会第10回研究
発表会

日本人類遺伝学会第26回大会

日本人類遺伝学会第26回大会

第40回日本癌学会総会

第40回日本癌学会総会 等



野 口武 彦
多 足長 治
森 脇 和 郎

太 田 朋 子

太 田 朋 子

太 田 朋 子

太 田 朋 子

太 田 朋 子

三 田 泉†
定 家 義 人
賀 田 恒 夫
鵜高重三†

定 家 義 人

定家義人賀田恒夫
定家義人賀田恒夫
下遠野弗忠

下遠野邦息
Temin,I
H.M.

山 口和 子
下遠野邦息
三浦整一郎
篠崎 一雄

マウスの可移植性テラトカルシノーマの能率的作成
汰
Searchfortransplantationmethodfacilitating
establishmentofnormaldiploidteratocarcino･
masfrom "resistant''C57BLmice

染色体の不等交叉と生物進化

集団遺伝学の話

Multigenefamilyの起源について

集団遺伝学からみた連鎖不平衡

分子 レベルにおける集団遺伝学の理論的研究

枯草菌におけるProteinase及び DNase感受性変
変異株の分離とその性質

胞子形成初期細胞の性質

枯草菌における形質転換能を示す細胞集団の生成機
構の解析,とくにツニカマイシン, リファンピシン,
グロランプェニコールの影響

形質転換能を示す枯草菌 ･細胞集団の生成機構と胞
子形成開始機構

チ ミジンキナーゼ DNA を運 ぶ レトロウイルスの
構築

チミジンキナーゼ遺伝子を運ぶレトロウイルスの構
築とその性質

真核細胞系 mRNA の 5′末端付近の構造とタンパ
ク合成開始複合体形成効率の関係

遺伝子クローニング法

10.3

5.ll

6.26

8.ll

8.27

8.29

10.24

3.30

9.2

10.9

10.12

9.30

ll.26

ll.27

1.13

札 幌 市 民 会 館

笹 川 ホ ー ル

基礎生物学研究所

加 賀 市 青 年 の 家

山 中 湖 ホ テ ル

箱 根 観 光 ホ テ ル

東 京 Y W C A

立 命 館 大 学

広島新八丁堀会館

岐 阜 大 学 会 館

広 島 大 学

東 北 大 学

金 沢 大 学

金 沢 大 学

国立遺伝学研究所

日本動物学会第52回大会

Internat.Symp.onGenetic
ApproachtoDevelop.Neu･
robiol.

基礎生物学研究所研究会

広中教育研究所夏季セミナー

第5回山中湖モーガルシンポジ
ウム

第60回日本医学会シンポジウム

日本婦人科学者の会例会

日本農芸化学会昭和56年度大会

研究小集会 ｢枯草菌の胞子形成
をめぐって｣

日本農芸化学会中部支部,関西
支部合同大会

日本遺伝学会第53回大会

日本生化学会第54回大会

第4回日本分子生物学会年会

第4回日本分子生物学会年会

第 3回 ｢組換え DNA実験技術
に関する研究｣ワークショップ

く.D
O⊃
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篠 崎 一 雄

篠 崎 - 樵

:I-;-:;I:･;lilT.1;･).';1

警 護 言 慧 〉

毒針
添 田栄 一

添 田栄 一

添 田 栄 一

添 田栄 一

添 田栄 一

l

ノ＼~･l

一
人
朗
郎

人
朗

一

栄
正
芳
和

正
芳
栄

田
市
野
脇

市
野
田

添
古
中
森

古
中
添

オルガネラの遺伝子と起源

遺伝子交換法による改良 ･育種技術

ラン藻 Anacystisnidulansのリボソーム RNA遺
伝子のクローニングと解析

葉緑体 rRNA 遺伝子のプロモーター額域の構造と
転写

タバコ薬線体の RuBPCase大サブユニット遺伝子
の構造解析

内在性発癌遺伝子の発現化機構

ポリオーマウイルスの全遺伝子構造の決定と発癌遺
伝子の同定

内在性発癌遺伝子の発現化機構

純化 DNA での異種細胞での発現

ウイルスのクローニングに関して

BK ウイルスにおける臆癌原性の解析

Hervey肉腫ウイルスによる内在性発癌遺伝子の発現化機構

ラット内在性発癌遺伝子の構造と発現化機構

8.7

8.28

10.12

10.12

ll.27

3.30

4.1

5.23

6.8

7.9

8.27

10.5

10.13

美ヶ原観光ホテル

東 京 会 館

広 島 大 学

広 島 大 学

金 沢 大 学

立 命 館 大 学

京都府立勤労会館

アサヒビール福岡工
場

経団連ホ-ル (東京)

家 の 光 会 館

山 中 湖 ホ テ ル

札幌厚生年金会館

広 島 大 学

生化学若い研究者の会 ･夏の学
校

経営開発センターセミナー

日本遺伝学会第53回大会

遺伝学会第53回大会

第4回日本分子生物学会年会

日本農芸化学会第53回大会

日本農芸化学会第53回大会受賞
講演

日本農芸化学会第170回西日本
支部例会

遺伝子工学基礎技術研究シンポ
ジウム
第15回最新の発酵技術講座

第5回山中湖モーガルシンポジ
ウム

第40回日本癌学会総会

日本遺伝学会第53回大会

賀

拍

諒

@

く｣〇
くj⊃



牧 佳中野芳添田栄ill:iウイルスプロモーターによるラット発癌遺伝子の誘発と単離

杉 浦 昌弘 プラス ミド調製法

杉 浦 昌弘 タロPブラス ト

杉 浦 昌 弘 :葉緑体 rRNA と tRNA遺伝子の構造と発現

i l

豪富誓董')ィネリボソーム RNA遺伝子のクローニング
杉 浦 昌 弘
篠 崎 一 雄
高 岩 文 雄
東 藤 直 樹
加 藤 明
楠 田 潤

OrganizationoftobaccochloroplastrRNAand
tRNAgenes

10.7

10.18

10.22

ll.25

1.13

1.21

1.23

2.3

4.2

札幌厚生年金会館

筑 波 大 学

調布市市民福祉会館

金 沢 大 学

国立遺伝学研究所

広 島 東 急 イ ン

基礎生物学研究所

日本生命中之島研修
所

筑 波 大 学

愛知県産業貿易館

札幌市教育文化会館札幌市教育文化会館

札幌市教育文化会館

第40回日本癌学会総会シンポジ S
ウムⅥ 〇

第46回日本細菌学会関東支部総
会シンポジウムⅡ

第29回日本ウイルス学会総会

第4回日本分子生物学会年会

第3回 ｢組換え DNA 実験技
術に関する研究 ｣ワークショッ
プ

ワークショップ ｢Gene
organi2:ationJ

研究会 ｢オルガネラの増殖周期
の細胞生物学｣

｢RNA の合成と機能発現の制
御｣ワークショップ

日本育種学会第59回講演会

Integration of photosyn-
thetic carbon metabolism
asbasisofplantproductivity

日本植物生理学会 1981年度年
匹⊇=言

日本植物生理学 会 1981年度年,′ゝL.̂J

日本植物生理学 会 19 81年度年Aコ:て

団粒秘跡傭繋冷頚や串瀬32坤



杉 浦 昌 弘
篠 崎 一 雄
高 岩 文 雄
東 藤 直 樹
加 藤 明
楠 田 潤

OrganizationoftobaccochloroplastrRNAand
tRNAgenes

捕 ::;I.･:

平 井 篤志†
内宮 博 文T
杉 浦 昌 弘

タバコ葉緑体 tRNA遺伝子の構造

融合細胞由来のカルスにおける葉緑体遺伝子の発現

6.9

8.2

9.7

10.5

10.12

10.12

10.12

10.14

10.16

ll.25

ll.27

ll.27

12.10

12.19

ProctorAcademy
U.S.A

京都府立ゼミナール
-ウス

農 業 技術 研 究 所

岐 阜 大 学

広 島 大 学

広 島 大 学

広 島 大 学

広 島 大 学

都 道 府 県 会 館

金 沢 大 学

金 沢 大 学

金 沢 大 学

日本専売公社中央研
究所

静 岡 大 学

CordonResearchConference

生物物理若手の会夏の学校

第10回筑波遺伝子組換え研究会
セミナー

日本植物学会第46回大会

日本遺伝学会第53回大会

日本遺伝学会第53回大会

日本遺伝学会第53回大会

日本遺伝学会第53回大会

生物工学セミナー

第4回日本分子生物学会年会

第4回日本分子生物学会年会

第4回日本分子生物学会年会

習

拍

辞

響

月例研究会

ト･▲

放射性同位元素研究発表会 O_



Rolesofthehead-activationpotentialandIlead-
inbibitionpotentialgradientsinhydrapattern
formation(2)Aalysisofaregeneration･de丘ci-

AcheI㌧
mann† ∫.
杉 山 勉 Jl:unltl㌫ ItUaILt､;t,;I:芸

Wanek,I
N.L.
杉 山 勉 ‡

Rolesofthehead･activationpotentialandhead-
inhibitionpotentialgradientsinhydrapattern
formation(3)Analysisofchimericstrains

_∴ ∴ L tt _t t

京 都 会 館

京 都 会 館

京 都 会 館

京 都 会 館

日本大学三島校舎

西 南 農 学 院
(中華人民共和国)

西 南 農 学 院

西 南 師 範 学 院

上 海 文 化 会 堂

国 立 教 育 会 館

静 岡 薬 科 大 学

同 上

日本発生生物学会第14回大会

日本発生生物学会第14回大会

日本発生生物学会第14回大会

日本発生生物学会第14回大会

3rd lnternat.Conf.Envi-
ronm.Mutagens

3rd Internat.Conf.Envi･
ronm.Mutagens

垂慶蚕桑学会

重慶遺伝学会

上海遺伝学会

日本科学映画協会

静岡実験動物研究会第9回研究
発表会

同 上

トー▲

く つ

jZl
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-ヽノー妄一ノヽをノ徹郎清志生壁勲道清徹郎造清
哲好春直哲裕
谷田川相島木田川谷田川渋室土中福育富乾土渋宝林土
室田哲
渋谷
土川 gtTI

N-ethyl･N･nitrosourea(ENU)によって誘発されたマウスの突然変異体の遺伝学的解析
Spottestonmicewithalkylnitrosoureas

フタル酸エステル:DEHPの変異原性と抗変異原性

"Stem celltest"のこころみ

マウスを用いたエチルニトロソウレア (ENU)の
特定座位試験 (続報)

二 二 二∴ ∴ ∴ Ttt-t=

二 一-ミ∴ t-∴ ∴ ~'~~ 二∴ ∴ t一 一

室 伏
西 川 昇
青 田俊

室 伏
西 川 昇
吉 田俊

HH

I_:;;;;-

タイ科魚群の染色体

イシダイ科魚類の染色体

吉 田俊 秀 惇 詣 欝 位)系 ラットに生じた無毛性突然変異 と

12.3

12.3

12,4

10.12

10.14

4.4

4.4

9.2

広 島 大 学

パシフ ィ ックホテル

宮 城 県 民 会 館

東 傑 会 館

東 保 会 館

東 候 会 館

広 島 大 学

広 島 大 学

東 京 水 産 大 学

同 上

東京日本都市センタ

日本遺伝学会第53回大会

3rd lnternat.Conf.Envi.
ronm.Mutagens

第8回環境汚染物質とその トキ
シコロジーシンポジウム

日本環境変異原学会第10回研究 習
発表会

日本環境変異原学会第10回研究
発表会

日本環境変異原学会第10回研究
発表会

日本遺伝学会第53回大会

日本遺伝学会第53回大会

日本水産学会春季大会

同 上

第16回日本実験動物学会 oI
(ノニ



吉 田俊 秀

若鮎 凱

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

畿 豪票削

ミラルディアの鼠けい部における黒色素細胞の沈着
と腫癌化

アデノウイルス腫疹細胞中の ウイルス DNA の染
色体上座位-insituhybridizationとG-bandの
重層法を用いて

インド南部が噂乳動物核型分化の温床と考えられる
新しい証拠

インドトゲ-ツカネズミにおける正常および腫揚細
胞の染色体,特に NORについて

ジャコウネズミの核型分化とその由来

Sequentialchromosomalandgenemutations
occurredinthelaboratoryrat.

Environmentalmutagensandkaryotypeevolu･
tioninmammals.

蚕卵にガンマー線を照射した場合の線量率効果につ
いて

札幌厚生年金会館

札幌厚生年金会館

札 幌 市 民 会 館

名 古 屋 共 済 会 館

広 島 大 学

品川プリンスホテル

日本大学三島校舎

農林水産省蚕糸試験
場

第40回日本癌学会総会

第40回日本癌学会総会

日本動物学会第52回大会

染色体学会第32回年会

日本遺伝学会第53回大会

3rd lnternat.Comf.Envi.
ronm.Mutagens

3rd lnternat.Conf.Emvi･
ronm.Mutagens,Symp･

日本蚕糸学会第51回大会
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研 究 活 動

D.その他の研究活動

海外における活動

105

氏 名 I 内 容 l渡 航 先I期 間
下遠野邦忠

藤揮 敏孝

佐野 芳雄

森脇 和郎

井山 審也

鹿田 事故

井山 審也

松永 英

森脇 和郎

遠藤 徹

鹿田 幸敬

山本 雅敏

三浦謹一郎

黒田 行昭

松永 英

賀田 恒夫

山田 正夫

賀田 恒夫

下遠野邦忠

RNA隆癌ウイルスの分子生物学的研究のため
ヒドラ間細胞の分化機構の解析のため

栽培植物における遺伝変異と起源に関す
る研究のため

日米癌セミナー ｢細胞の癌化における遺
伝的 ･非遺伝的要田｣に出席のため

遺伝 ･育種学に関する調査研究のため

微生物の遺伝に関する調査研究のため

第4回アジア大洋州育種学会出席並びに
育種遺伝学的調査研究のため

第2回国際環境変異原癌原防禦委員会に
出席のため

中国細菌学者とのセミナー及び討論

熱帯生物学の指導並びに植物酵素の遺伝
的変異及び遺伝様式の調査研究のため

微生物の遺伝に関する共同研究のため

キイロショウジョウバエの染色体構造の
遺伝学的研究のため

第5回国際ウイルス学会出席並びに研究
連絡のため

第9回国際発生生物学会に出席並びに発
生遺伝に関する調査研究のため

第6回国際人類遺伝学会議出席並びに人
類遺伝学に関する調査研究のため

ラテンアメリカ遺伝毒性コース出席並び
に突然変異誘発に関する研究のため

DNA組換えの方法による, ヒト遺伝子
の培養細胞への組込みと発現に関する研
究のため

韓国環境変異原学会年会に出席並びに研
究連絡のため

真核細胞における宿主ベクター系の開発
に関する日米合同ワークショップに出席
のため

アメリカ合衆国

中華人民共和国

アメリカ合衆国

イソドネシア国
シンガポール国
マレーシア国
スイス国 ･フラ
ンス国

中華人民共和国

インドネシア国

アメリカ合衆国

オーストラリア
国

フ ラ ン ス 国

ス イ ス 国

フランス国･ギ
リシャ国･イス
ラエル国

メ キ シ コ 国

アメリカ合衆国

大 韓 民 国

アメリカ合衆国

55.9.1-56.3.31
54.12.1-
56.3.31

56.1.9-
57.3.15

56.1.18.-
56.1,28

56.2.10～56.4.15
56.2.23～56.3.15
56.4.25-
56.5.9
56.4.30～
56.5.10

56.5.15～
56.5.20

56.5.30～57.5.29
56.6.26-
56.7.15
56.7.12′〉
56.10.10

56.7.31～
56.8.19
56.8.22-
56.9.3
56.9.4-
56.9.21

56.8.23.-
56.8.31

56.10.21～57.10.20
56.10.1～
56.10.3

56.ll.7.-
56.ll.15
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氏 名 t 内 容 I渡 航 先 F期 間

田島弥太郎

丸山 毅夫

賀田 恒夫

井山 審也

遺伝学研究上の諸問題について連絡協議
等を行い遺伝学の振興に資するため

放射線の遺伝的影響及び理論的研究の調
査研究のため

｢修飾因子を利用して細胞の放射線感受
性を高めることによるがんの放射線治療
改善｣に関する研究協力会議出席並びに
研究連絡のため

熱帯生物学の研究指導並びに Shorea属
天然林の遺伝学的研究のため

中華人民共和国

連合王国･アメ
リカ合衆国

ドイツ連邦共和
国･フランス国

マレーシア国･
インドネシア国

56.ll.16.-
56.12.5

56.ll.28-
56.12.23

56.ll.21～
56.ll.29

56.12.1-
57.1.20

ほかの機関における講義

氏 名 l 機 関 名 1 期 間 l 担 当 科 目

村上 昭雄

森脇 和郎

山本 雅敏

丸山 毅夫

〟

杉 山 勉
〟

藤 島 通

〟

賀田 恒夫

鹿田 幸敬

〟

三浦護一郎
〟

杉浦 昌弘

添田 栄一

東京農工大学農学部

鹿児島大学医学部

九州大学理学部

お茶の水女子大学理学部

埼玉大学理学部

東北大学電気通信研究所

大阪市立大学理学部

東京農工大学農学部

信州大学農学部

浜松医科大学

東京大学教養学部

名古屋大学農学部

神戸大学理学部

北海道大学理学部

千葉大学園芸学部

九州大学医学部

56.4.1′-56.10.15

56.4.1-57.3.31

56.4.1-57.3.31

56.10.17-57.3.31

56.12.1-57.3.31

56.4.1-57.3.31

56.4.1-57.3.31

56.4.1-57.3.31

56.7.1-57.3.31

56.4.1-57.3.31

56.10.1-57.3.31

56.10.1-57.3.31

56.5.1-56.5.31

56.9.15-57.3.31

56.4.1-56.9.30

56.4.13-57.3.31

家蚕発生学特論

生化学

生物学特別講義Ⅱ

生物学特論Ⅱ

理論遺伝学からみた
人額の将来

通信用電子物理

発生遺伝学

特別講義四 (A)

畜産学特論 Ⅰ

放射線医学

基礎科学科特殊講義Ⅱ
相関理化学特別講義

生化学制御特別講義

ウイルス学

特別講義Ⅱ

園芸学特別講義 Ⅰ

微生物学特論

(注) 身分:非常勤講師
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VI.研究材料の収集と保存

遺伝実験生物保存研究施設 (以下保存施設と略する)の設立以来,研究材料の収集保存

業務の大部分は保存施設にゆだねられたが,保存施設における人員と設備の不足のためそ

の一部は各研究部において行われている.以下に,植物,動物および微生物の系統保存の

親状を,各系統群の由来と特色,保存系統数などについて簡単に記述する.

A.イネ属系統 (Oryza)(植物保存研究室)

1) 野生種および栽培種

昭和 32年ロックフェラー財団の援助の下に開始 された ｢栽培稲の起原の研究｣以来,

積極的に熱帯各国から収集を続け,野生種については世界最大の収集 となっている.これ

らは遺伝資源として保存され変異の研究に利用されるが,その一部は多数の形質について

遺伝特性が調査されている.

種 名

栽培棟

0.salivaL.

0.glaberrimaSTEUD.
栽埼型近縁野生種

0.perenniSMoENCZI

O.breviligulata CHEV.etRoEER.

遠辞野生種

0.08lcinalisWALL.
0.竹もinulaPRESL

O.punctataKoTSGEY
O.eiehingeriPETER

O.latifoliaDESV.
0.altaSwALLEN

O.grandiglunisPROD.
0.australiensiSDoLtIN

O.braohyanthaCEEV.CtRoEER.

0.ridleyiHook.

0.longiglunisJANSEN
O.meyeriana BAILL.
0.1iSSerantiCEEV.

0.perrieriCAhltlS
O.coaretataRoxll.

分 布 系統数

全世界 4,404

西アフリカ 301

全世界

西アフリカ

南アジア

∫
アフリカ

東アフリカ

中南米

南米

∫

北オース トラリア

西アフリカ

南アジア

ニューギニア

南アジア

西アフリカ

マダガスカル

南アジア

21

15

77

34

19

15

㌘

C0

7

8

10

6

16

か

2

1

1

4

1
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南米

2) 同遺伝巽系統

台中 65号の遺伝背景をもち種々の特定連伝子を含む 19系統を保存している.これら

は7回以上の戻し交雑ののち選抜されたもので,含まれる遭伝子は次の通りである.標織

渡伝子:wa;,Ro,l9,g,nl,bc,gl,la,Ph,dlおよび d色,早生遺伝子:Ea,Ebおよ

び n,および Fl不稔性に関する4連伝子.

ち.コムギとその近縁種 (植物保存研究室)

1) 野生および原始的栽培系統

京都大学の研究者により中近東その他世界各地から収集された多数の系統は京都大学植

物生殖質研究施設に保存されているが,その中ゲノム構造などが確定され重要と考えられ

る146系統を本研究所に重複保存している.その内訳は次の通りである.

種 名 ゲノム式 系統数

TTi如zlm属

T.aegilopoideSBAL.

T.nonooooou竹もL.

T.urarluTHtJ虻AN.

T.diooceoideSE6rn.

T.dicoocu仇 ScE廿L.

T.durumDESF.

T.orientatePERC.

T.perSieu桝 VAV.

T.turgidun I..

T.pyra肌idalePEiRC.

T.polonicun L.

T.ti仇OPheeviZEtJR.

T.araratieumJAEUBZ.

T.speuai.

T.aestivunI..

T.Conpaotu仇 HosT

T.sphaerococeun PERC.

T.nachaDEB:.etMEN.

SyntheSizedhexaploids

Aegitope属

Ae.umbellulata ZEtJK.

Ae.ovataL.

Ae.triariStataWII.LD.

AA

′

h

AABB

′

DD

H
二

千

W
tM

n

W

nM

C

C

C

u

E)

u

C

C

C

3

3
1

3
4

4
1

8

2

1

1

2

1

CO

8

4

1

1

7

Cy5
6

7
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Ae.oolu肌nariSZHUK.

Ae.biuncialisVIS.

Ae.variabilieEIG

Ae.triun¢ialisL.

Ae.caudataL.

Ae.cylindrioaHosT

Ae.co仇08aSIBTE.etSM.

Ae.uniariStataVIS.

Ae.nuticaBoISS.

Ae.speuoideSTAUSCH

CuCtlM●Mc

CuCtLMbA4b

CtLCtLSbSb

CtLCuCC

CC
CCDD

MM

AItLA4u

MtMt

SS

Ae.longissimaScEW.etMuscH. SISI

Ae.bioornis(Forsk.)JAtJB.etSp. SbSb

Ae.8quarrOSaIJ. DD

Ae.craSSaBoISS. DDMcrMcr

Ae.ventricosaTAUSCH. DDM:'二岨'

2

1

7

6

1

3

3

3

1

CO
OU
2

7

2

6

この他に Hordeum3'ubatumL.,H.pusSillumNUTT.,H.murinun L.,H.gu8-

80neanunPARL.,H.SPOntaneumXocE,H.hexaSticu仇KocH,SecalecerealeL.,

および Haynaldia villosaScEUR.に属する 30系統を保存に加えている.

2) 二倍体コムギの突然変異系統

T.仇OnOCOCCunVar.βaveSCenSの 1系統から放射線によって誘発された葉緑素異常

および形態的変異を示す変異体約200系統を保存している.その大部分は単純劣性遺伝子

をもっている.

C. アサガオ (Pharbitisnil)系統 (植物保存研究室および農場)

アサガオ系統の収集保存は故竹中要博士によって創設間もなく始められ,昭和 41年同

博士の没後は農場が保存を継続してきた.昭和 49年以後は法政大学笠原基知拍教授 (非

常勤)の協力を得てその整理を続けている.現在保存中の系統数は552であって,その中

に含まれる主要な遺伝子は次の通りである.

花型遺伝子型:fe(獅子咲),cur(台咲き),cd(捻梅咲),py(乱菊咲),os(石畳咲),wr

(縮咲),8(桔梗咲),ct(渦咲),n(立田咲),ac(南天咲),pt(八重咲),dp(牡丹咲),

p(孔雀咲).

葉型遺伝子型: eo(丸菓),Gb(草葉),dl(笹菓),n(丘田葉),ao(南天菓),fe(獅子菓),

ol(油菜),B,a(林風薬,(優性.劣性)),py(乱菊菜),sr(鼻薬),dy(情輪業),cp

(縮緬菓),n w(柳薬),con(-デラセア乗),p(孔雀葉),bv(はだぬぎ),re(洲浜葉).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),SP(吹掛統),Mr(覆輪),Bz(吹雪),Ry(事故),Su-

Mr(覆輪抑圧),tw(花筒色抑圧),fd(車),dl(斑点花),Ln(立鮪),81(条斑).

その他の遭伝子型: dw(木立),I(帯化),V(斑入),oa･eb(白種子),br(褐色種子),¢a
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(象牙種子),y仇(松島),eu(夫婦咲き),we(枝垂れ),Cy(クリーム ･イエロー),Su-

Cy(クリーム ･イエロー抑圧),C肌(打込み),lp(小人),re+dg+bv(大輪(蝉葉)),

re+dg+Gb(大輪(恵比須菓)).

花色に関する遺伝子は未整理であるが,本年度は主にその調査を行った.

D. サクラ (Pru71uSSPP.)とその他の花木 (植物保存研究室および

農場)

サクラの品種は故竹中要博士が ｢染井吉野｣の起原などの研究のため収集し農場がその

管理と繁殖に当ってきた.現在保存中の系統数は200余であって,その中重要なものは済

州島産のヤマザクラP.yedo-ensisvar.undijlora,船原書野,軟馬桜 (自然の変異株),

天城吉野,伊豆吉野など人工交配による選抜種である.また木の花桜,八重大島,各種の

菊桜など園芸品雀 として貴重なものが含まれている.品種名は年報 29号等に記載されて

いるので省略する.なお,ツバキ (Ca仇ellia3'aponicavar.hortensiS)70品種を保存

している.これらの管理は昭和48年以来,浜松市フラワーパーク古里和夫園長 (非常数)

の指導を受けている.

E. 淡水ヒドラ (ZJッdra)

A) チクビヒドラ (Hydramagnipapillala)

(1) 野生型 182

(2) 突然変異型 62

B) エヒドラ (Pelnatohydrarobusta)

(1) 野生型 21

(2) 突然変異型 2

F. ショウジョウバエ (Drosophila)(878系統 ･9集団)

1. キイE)ジョウジョウJtェ (Dro80Phila 桝elanogaster)630系統,9集団

A) 野生型系統 (326)

1) 純系 (5)

OR-NIB,Sa肌arkand,Canton-S,Florida-9,Hikone-R

2) 地理的系統 (41)

3) iso-female系統

1976年 勝沼 (90)

1976年 沖縄 ･石垣島 (190)

B) 突銭変異型系統 (111)

1) Ⅹ 染色体 (43)

B,pn,V,W,wa,wan,yw,y2wa,yB & yf:-,y'YBB/ORIX & yf:-,
y'YB'/yw7n4ras乞,we,y,y2,yw仇f&yf:-,m,I,ywmI,fS(1)N/FMi,
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Df(1)bbySl2/FMb,yw肌r8帥 fB/FMe,CIB/nor,Bask(M-5),ywra/FMG,

ywfBr39た/FM6,y80Ohocv/FM6,fuI/CIB,New Binsc,y2ovvf,Df

(1)280~1/FMi,Df(1)B268~20/Zn(1)807In(1)AM SCTcar,Df(1)ct乞68-42y/FMi,Df(1)

N8/FMl,Df(1)N284瑚 wch/FMb,Df(1)N乏641108/FMb,Df(1)svrDp(1;I)101spa
&uf:-,Df(1)W258-lly/Zn(1)dlJgvyHw n 294,Dt(1)W288-42y/FMl,Df(1)
W2鵬-48y/FMb,Df(1)W288-48ySCbSPIDp(1;3)W VCO&yf:-,Df(1)rst2/FMl,Df

(1)808uZa/Dp(1;8)soJ4.

2) 第 2染色体 (38)

apr,bw,aldpapr,vgbw,bwVl/SMICy(K&K),bwvl/SMICy(AKY),

bwVl/SMICy(IGJ),bwVl/SMICy(OR-NAG),bwVl/tn(BL)CyCyL,cn,enbw,

da/SMICy,dpcnbw,L雪,nw乏/血(BL)CyZn(BR)NS,prcn ix/SM5Cy,rbl,

SpBl/SMICy,SpBIL/SMICy,SD-5/SMllCy,SD-rC/SM5Cy,NH-8/SMI

Cy,SpSD-5/SMICy,SSpSD-rB/SMICy,Sp NH-8/SMICy,era-2/SMI

Cy,vg,l(a)仇e/SMICy,M(a)B/SMICy,i(a)glcnbw/SM5,むwB/Cycn乞L4

8P2,eddpcl,80,0nVgbw,bprvg,ltdbw,vgD/SM5Cy,Df(BR)vgB/SM5

Cy,Df(CR)vgC/In(9LR)RevB,Df(BR)vgC/SM5Cy,exdSSXas舌X/SMICy.

3) 第 3染色体 (14)

cu,eュl,M(8)hS87/In(SL)PMe,Pr/TMSSb,Pr/TMSSb(KTN),Pr/TMSSb

(lGJ),86,83Band/TM6,St,eyg,rueuCa,Gym,Sbd2ba:3pb∬/TMl,Ubx130,Se

sskesro.

4) 第4染色体 (3)

ey2,ey.

5) 混合染色体 (13)

on;st,vgSe,Cnbw;rie,BaSC;bwVl/SMICy;TM8Sb/Ubx,Su(a)2;bw,Base;

P仇 Sb;Xa,Inso,･SMICy/Pn;Sb/Uba;;SPaPOl,SMICy/Pn;TM3Sb/Pr,

bw;Sf,V;bw,Sbd包むa;3/Xa,bw;cd,pb∬/Xa,y wa;vg.

C) 模準型第2染色体ホモ系統 (60)

D) 染色体変異系統 (133)

1) In(BL)i

2) Zn(aR)NS

3) In(CL)W

4) In(BL)i+In(CR)

67沼勝

日

u

E3
訂

1
1

1淵

5) その他

In(aR)b5E;60A, In(BL)91A;30E, In(BL)iSapporo,

In(BL)AMiehima, In(DR)baB;58EMishi仇a,

In(CL)iOgaSaWara, In(CL)iFukuoka.
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E) 実験集団 (7)

須 山 1962

勝 沼 1963

石垣島 1978
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湯

沼

湯

赤

勝

赤

2. 7ナナスショジヨウJtェ (Dro80PhilaananaSeae)

調

b

I

1

2

1
疏

m

1---
㌫

A) 野生型系統 (12)

B) 突然変異型系統 (38)

1) Ⅹ 染色体 (6)

kk,wsny,wy,y,otT,vg

2) 第 2染色体 (15)

bw,ana,bee,bpea,b,cdbw,egg,Se,Cd,cdbwa,Ptpea,Lb(B)/Dl

(A),M(a)rBb/Dl,D12/M(a)91,Dl皇/pu乞

3) 第3染色体 (ll)

not,pc,bripe,M-opガ,ri,ru,rubri,bS,Rf 仇Ot,Supbriru,Trrupが

4) 第4染色体 (1)

bb87-r

5) 混合染色体 (5)

bSe;P∬2,apea;briru,I;cd,ase;briru,nbl;apea

3. オナジショウジヨウJtェ (Dro80Philasi肌ulanS) (123系統)

A) 野生型系統 (109)

1) 地方種 (37)

2)iso-female系統 (72)

B) 突然変異型系統 (14)

1) Ⅹ 染色体 (4)

W,y,yWIV

2) 第 2染色体 (4)

net,bw,ap仇,Lhr

3) 第 3染色体 (3)

st,Se,C

4) 混合染色体 (3)

V;bw,bw;st,y;bw;St

4.Drosophitamauritiana (52系統)

A) 野生型系統 (50)

B) 突然変異型系統 (2)

onbw,en.

5.他種 (28種)

D･auraria,D.biauraria,D.triauraria,D.quadraria,D.takahashii,D.
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luteS¢enS,D.paralulea,D.yakuba,D.erecta,D.teissieri.D.bipectinata,

D.parabipectinab,D.malerkotliana,D.kikkawai,D.lacteicorniB,D.8uZukii,

D.viriliS,D.anerioana,D.texana,D.liuoralis,D.albo肌icanS,D.hydei

G. コナマダラメイガ (ZiL)九estiakihiellakilgn)

NCR(wild)

b/a

nl/仇l

α/α

班.カ イ コ (Bo771bッxmoriL.)

央銭変異系統 92系統 (71遺伝子)

自然または人為的に発現した突然変異で,卵 ･幼虫･蛸 ･成虫の各時期に亘っている.

人為的誘発原としては,各種放射線や化学物質などがある.これらの系統は染色体の連関

検定やその他遺伝学的分析を行うために使用される.

第 1連関群 (oe',Ge･,80h･,e',Vg;od)

第 2連関群 (p;+P;pu;pS;pea-1;pea-2;GrB;Y;oal)

第 3 連関群 (le仙 ;lent;ze)

第 4 連関群 (L;Sp¢)

第 5連関群 (pe;pet;ok;re;rel;oo)

第 6連関群 (ECa;EEC;EN;EN′;EueN';EHENu~1;b2)

第 8連関群 (St;+¢e;be)

第 9連関群 (Ia)

第 10連関群 (wl;メ;W2;W.;WOl;wa;wa;Dew)
第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (eh)

第 14連関群 (Nl_1;Nl_2)

第 15連関群 (Slg)
第 16連関群 (め )

第 17連関群 (抽 )

第 18連関群 (elp)

第 19連関群 (nb)

第 21連関群 (rb)

第 23連関群 (Ni)

第 24連関群 (SP)

第 26連関群 (80)
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そ の 他 PWa;Spl;褐色斑点蚕
E変異型4系統;辻伝的モザイク2系統

在釆品種系統 12系統

古 くから育成されて来たもので,原産地は日本 ･中国 ･ヨーロッパなど広い範囲に亘っ

ている.ここに保存されているものはその中の一部で,放射線感受性や抵抗性の系統など

がある.

青熱;アスコリ;排紅;漢川;金色;漸江;青白;大正白;支 108;支
108(旧);日本錦;大造

染色体異常系統

染色体異常をもつ系統で,特に性染色体に関する W 転座系統は独特のもので,カイコ

の卵色や幼虫斑紋によって雌雄を区別することができる.

転座系統
J iii

W･βα転座系

W 原

ZW II

Z101

Z191

Dup

Q121

C 32

33系統

12
( /一‥ ､ (
(W･+P･pSay),(W･+P･pSaY)
.･{ ヽ.～ (

(+oa･W･+P･pSay/od)
/( ･＼( (

(+od･W･+P･pSa/Z'/Zoo)(雌致死,2系統)

( 〝 ) ( 〟 ,2 . )

(+py･psaY/py)(2系統)■:i
(+py･psay/pYoa/py oa)(2系統)一一■l･■､
(pSa･+pY oa)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)

その他の W 転座系 8

T20 (W･+W2)(2系統)
′~~一ー

0-t (W･Vl(-pe))(2系統)
ノー.~~-■■ヽ
(W･V+Pe)
一~■･ヽ へ

Oh-t (W･+Pe),(W.+Pe+re)
′~､
(W･V+oe/y+Pe)

W 転座不安定系 4
led
(W･pB)(2%#)
.･t
(W･pM)(2系統)

検定用 Ⅳ 転座系 9
( ( ( ′-~~~-ヽ

限 性 虎 賓 (W･Ze),(W･Ze,pore),(W･Ze,Ge,pore),(W･Ze,ch,pere),
′-~~~~ー ( ノへ
(W･Ze,Ao),(W･Ze,ch,pere,W2),(W･Ze,pere,oo),
′~㍉ヽ ′{ ･ヽ
(W･Ze,peSCh,od),(W･Ze,re,08,8)

ⅩⅠⅤ･ⅤⅠ転座系 7
JJ一-ヽ

GH l (U･EKP)
.ー~-ヽ

GH 3 (U･EN)
,一一･･一ヽ

GH 4 (U･ED)
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,一~~~､
GII 6 (U･ENeEE/+ +)

亡:=-
GH 8 (U･EKPED/+ 十)

巴:=i■■iコ!
GH 9 (U･ERP/ED/+ +)

亡⊇i■i⊇ヨ
GⅡ10 (U･ENcE/+ +)

不分離 (トリソミーを含む)系統 5系統

SMY (pS/pM/+P)

Ndj3 (+Pe/+re/peokre)

Nd316 (+Pere/pere/(-pe)+re)
t:=illlii⊇!

ONdj (W･Vt-pe)/pere)
ノ_一･･････､ (

6･14型 (Nl2･EN｡Nc/+ +)

そ の 他 2系統

bew#;bw3

以 上 合 計 151系統
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I. ネ ズ ミ

昭和 26年に北大理学部よりラットおよびマウス約 10系統が移されたのが系統保存の

始まりで,その後外国より輸入または持参した系統や海外学術調査で採集した野生系統が

加わって現在のコロニ-ができた.昭和 50年より遺伝実験生物保存研究施設が発足し,

近交系マウス ･ラット系統およびテラトーマ高発系マウス系統の維持をはじめた.また基

準系および H-2コンジェニック系マウスの系統維持も,癌特別研究班の援助を受けてこ

の施設で行なわれている.ラットおよびマウスの野生系統,野生マウス由来 H-2を導入

したコンジェニック系統は細胞遺伝部の第1ネズミ飼育舎で維持されている.

1.系統維持をしている近交系マウス (Mus肌uSCulusdo仇eSticuS)(31系統)

実験用近交系マウスの基準系統として,下記の系統を次項のH-2congenicマウス系と

共にバリアを設けた飼育室内で維持管理している.飼育室内は全新鮮空気方式による空調

装置により温度220-26oCに保たれてお り,また,微生物汚染を防ぐためにラミナフ｡J-

型飼育棟を使用している.系統名,由来,兄妹交配の世代数,毛色遺伝子および H-2ノ､

プロタイプは次の通 りである.

A/HeJfICR

A/∫

A/WySnJ

AKR/J

Au/SsJ

BALB/cAnN

CBA/∫

CBA/StMs

Jax--Ms(1978,F?),F?+10,aa,bb,cc,H12A

Jax-Ms(1977,F172)-Jms(1978,F173)-SIc(1980,F177)⊥Ms

(1982,F182),F184,aa,bb,cc,H-2&

Jax-Ms(1981,F?),F?+1,aa,bb,cc,H-2&

Jax-→Ms(1981,F?),F?+2,cc,H-2k

Ja芙-Ms(1981,F?),F?+1,aa,BB,CC,Hbbp,H-2q

NIH-Ms(1979,F171),F171+12,cc,ミエローマ高誘発系

Jax-Ms(1981,F?),F?+2,AA,BB,CC,H-2k

Ms-Ng(1965,F34)-Ms(1978,F75),F75+16,AA,BB,CC,
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H-2k

CBA/CaHN NIH-Ms(1979,

CBA/CaHN-T6 NIH-Ms(1979,

C3H/HeJfICR Jax-Ms(1976,

F155+ll,AA,

C3H/HeJ Jax-Ms(1981,

C57BL/6JfICR Jax-Ms(1976,

F53),F53+13,AA,BB,CC,H-2k

F50),F50+10,AA,BB.CC,T(14:15),H-2k

F150)-Kyo(1977,F151)-Ms(1978,F155),

BB,CC,H-2k

F.?),F?+2,AA,BB,CC,H-2k

F125)-Kyo(1977,F126)-Ms(1978,F130),

F130+10,aa,BB,CC,H-2b

C57BL/10SnfICR Jax-Ms(1977,F?),F?+9,aa,BB,CC,H-2b

C57BR/CdJ Jax-Ms(1981,F?),F?+1,aa,bb,CC,H-2k

DBA/1J Jax-Ms(1981,F?),F?+1,aa,bb,CC,dd,H-2q

DBA/2J Jax-Ms(1981,F?),F?+2,aa,bb,CC,dd,H-2d

DM/Ms Ms-Wa汝-Ms(1978,F21),F21+16,AA,bb,cc

GR AichiCancerCenterlnst.-Ms(1981,F12),F12+1

HTG/GoSfSn Jax-Ms(1981,F32),F32+2,AA,bb,CC,H-2q

LPRIII/Sn Jax-Ms(1981,F84),F84+1,cc,H-2r

NZB/Sam Jms-Ms(1981,F?),F?+3

PL/J Jax-Ms(1981,F?),F?+2,AA,BB,cc,H-2tl

RFM/Ms Nat.Inst.Radiol.Sci一MB(1959,F?),F?+7.4,aa,cc,H-2f

RIIIS/J Jax-Ms(1981,F?),F?+1,AA,BB,cc,H12r

SJL/∫ Jax-Ms(1981,F?),F?+1,AA,BB,cc,pp,H-28

Sl/QDJ Kyu-Ms(1980,F?),F?+5

SM/∫ Jax-Ms(1981,F?),F?+2,Av/aora/a,CC,H-2'

SWM/Ms CityofHopeMed.Center-Ms(1953,F?),F?+87,cc

SWR/J JAR-Ms(1981,F?),F?+1,AA,BB,cc,H-2q

WB/ReJ Jax-Ms(1981,F?),F?+1,aa,BB,CC,H-2Ja

2.系統♯特をしている Ⅱ-2コンジェニック系マウス (39系統)

主として免疫連伝学研究に用いる為に次のような H-2コンジェニック系統を維持して

いる.これらの系統は,主要な H-2抗原特異性に対する抗血清を作製することが出来る

組合せで揃えられている.

BIO系 (24系統)

H-2& BIO.A/SgSnJ:Jax-Ms(1981,F?),F?+1

H-2b C57BL/10SnfICR･.Jax-Ms(1977,F?),F?+9

H-2b｡ BIO.129(6M)/SnfICR:Jax-Ms(1977,F52),F52+ll

H-2d BIO.D2/nSnJ:Jax-Ms(1981,F?),F?+1

H-2f BIO.M/01a:01a-Ms(1981,F?),F?+1

H-2h2 BIO.A(2R)/SgSnJ:Jax-Ms(1981,F?),F?+1
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H-2h4 BIO.A(4R)/01a:01a-Ms(1981,F?),F?+2

H-218 BIO.A(3R)/01a:Ola-Ms(1981,F?),F?+2

H-2lB BIO.A(5R)/SgSnJ:Jax-Ms(1981,F?),F?+2

H-2J BIO.WB(69NS)/Sn:Jax-Ms(1981,F?),F?+1

H-2k BIO.BR/SgSnfICR:Jax-Ms(1977,F?),F?+8

H-2m BIO.ARM/01a-Ms(1981,F?),F?+14

H-2p■ BIO.Y/Sn:Jax-Ms(1981,F14),F14+1

H-2q BIO.G/01a:01a-Ms(1981,F?),F?+1

H-2qpl BIO.DA(80NS)/Sn:Ja芙-Ms(1981,F21),F21+1

HI2r BIO.RIII(71NS)/Ola-･Ms(1981,F?),F?+1

H-2冬 BIO.S/Ola-Ms(1981,F?),F?+1

H-2も2 BIO.S(7R)/0la..01a-Ms(1981,F?),F?+1

H-2も8 BIO.HTT/01a:Ola-Ms(1981,F?),F?+1

H-2t4 BIO.S(9R)/01a:01a-Ms(1981,F?),F?+2

H-211 B10.PL(73NS)/Sn･'Jax-Ms(1981,F23),F23+1

H-2v BIO.SM (70NS)βn:Jax-Ms(1981,F27),F27+2

H-2yl BIO.AQR/Ola:01a-Ms(1981,F?),F?+1

H-2y包 BIO.T(6R)/Ola:01a-Ms(1981,F?),F?+1

A 系 (6系統)

H-2al A.AL:Kz-Ms(1981,F?),F?+1

H-2b A.BY/SnJ:Jax-Ms(1981,F?),F?+1

H-2f A.CA/SnJ:Jax-,Ms(1981,F23),F23+2

H-2尽 A.SW/SnJ:Jax-Ms(1981,F?),F?+2

H-2tl A.TL/01a:01a-Ms(1981,F?),F?+1

H-2t2 A.TH/01a:01a-Ms(1981,F?),F?+2

C3H 系 (6系統)

H-2J C3H.JX/Sn:Jax-Ms(1981,F33),F33+2

HI2oh C3H.H-2o/SfSnJ:Jax-Ms(1981,F?)F?+3

班-2ol C3H.OL/N:NIH-Ms(1981,F?),F?+1

H-202 C3H.OHIN:NIH-Ms(1981,F?),F?+1

H-2p C3H.NB/Sn:Jax-Ms(1981,F?),F?+1

H-2B C3H.SW/SnJ:Jax-Ms(1981,F?),F?+1

BALB/C系 β 系統)

H-2b BAL玉.B/01a:01a-Ms(1981,F?),F?+1

H-2d BALB/CUCSD:Os-Ms(1978,F?),F?+14

H-2k BALB.K/01a:01a-Ms(1981,F?),F?+1

117
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3.系統維持しているIgコンジェニック系マウス (2系統)

BAB14 0S-Ms(1982,F?),F?+1,C57BL/Kaの Ig

CAL20 0S-Ms(1982,F?),F?+1,AL/Nの Ig

4.系統維持しているテラ トーマ高先系マウス (8系統)

129系 (精巣性テラトーマ高弟系):129/Sv-SICP (?+15,5,5-10%),129/Sv+Ay

(?+8,<1%),129/Sv-ter【Hiline】(37+2,30-40%),129/Sv-ter【Loline日?+6,

5-10%),9×AM (14+2,人為誘発率 ～100%)

LT系 (卵巣性テラトーマ高発系):LT/Sv(?+4,50%),LTxBJ(19+5,100%)

カッコ内は兄妹交配による世代数ならびに腰痛頻度を表わす.

5, 系統維持している突然変異系マウス (9系統)

系 統 名 突然変異遺伝子 *(豊富憲)% 遺伝的背景 世 代 数 備 考

BIO･po 芸:諒ad慧 ;ly(P｡) ? C57BL/10 F55NIF16
BIO･BRYd｡1garctT諾md:器OtT.en(Ydel) Y C57BL/10 'F19NIF121br64品 豊

BIO.BRに見

BIO.ap alopeciapcriodica(ap) , C57BL/10 N2F13 出された･

BIO･T-tf PurfatCehdy(Tfrr(T)- 17(ⅠⅩ) C57BL/10 7.6 14:98%0品 =,管

BIO.Wycch
Viabledominant
Spotting(Wy)- 5(ⅩVII)
Chinchilla(cch) 7(VIII)

C57BL/10 NIFl

Ay Lethalyellow 2(V) 129

Blt light(Blt) 4(VIII) LT
sI Steel(Sl) 10(ⅠⅤ) 129

宕賢 T&eHa EPnoasspeh7gplgykC-elr,ate- x c3H/HeHa ,+6 1bi?810.fyS 空

6.系統維持している純系ラット (Ra伽 snorvegicus)(10系統)

ACI/NMsfW:1963年に F74で米国 NIH より持参 (吉田).毛色遺伝子は AACC.

Fl12で SPF化 (実中研,fW/Jcl).現在 Fl14代.

ALB/Ms(別名 Albany/Ms):1958年にDr･Wolf(米国)よ9北大理 (牧野)-.同年

に F8で遺伝研-.毛色は cdcdr.現在 F60.

BUF/MsfW (別名Buffalo/Ms):1956年にDr･Jay(米国)より北大理 (牧野)-.1958

年に F22で 遺伝研-.毛色遺伝子はaaoohh･F76でSPF化 (実中研,fW/Jcl).堤

在 F79.

F334/MsfW (別名Fischet/Ms):1956年にDr･Jay(米国)より北大理 (牧野)-.1958

年に遺伝研-.毛色遺伝子は 86. 現在 F122.F122で SPF化 (実中研,fW/Jcl).
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LEJ(別名 Long-Evans/Ms):1956年に米国 Paci丘cFarm より北大理 (牧野)-.同

年に遺伝研-.毛色は ααCC九九･ 現在 F64.

WMfW (別名 Wistar/Ms):1944年に東大農学部 (増井)より北大理 (牧野)-.1951

年に F8で遺伝研-.毛色遺伝子は aacchh.F81でSPF化 (実中研,fW/Jcl).堤

在 F86.

WKA/MsfW (別名 WistaトKing-A/Ms):1953年に Wistar研究所よりF148で北大

理 (牧野)-.同年遺伝研-.毛色遺伝子はAAochh.F210でSPF化 (実中研,fW/

Jcl).現在 F212.

WKS(別名 Wistar-King-S/Ms):1969年に米国より昭和医大へ 1970年に遺伝研-.

毛色遺伝子は aaoohh.現在 F31.

LEO: 大村実験動物より入手した Lewis系と LongEvans/Msの交雑より.核型杜正

常.毛色遺伝子は aaCChh.F9.

LET: 大村実験動物より入手した LewiS系ラットの1頭に第 1と第 12染色体対の転座

が発見され, それと Long-Evans/Ms系の交雑より相同の転座染色体 を持つ個体を選

んで転座系統 として樹立.毛色は aaCChh.F9.

LEM:上記の系統より第 1染色体逆位 (メタセントリック) の個体が生じたので,その

相同染色体個体を選んで逆位保持系統を樹立.毛色は ααCC九九.F8.

7.突然変異ラッ ト:LEM 系より生じた無毛突然変異 (ba)

8.ハツカネズミ類 (47系統)

種,及び亜種名 略 号 採 集 地 董 賢 覧 採 集 時 期

Mus竹もuSeuluS
M.竹も. M.Mol-Nsb
仇Olossinus M.Mol_Ten2

M.Mo1-Ohm
M.Mol-Mro

M.MoトNig
M.Mol-Msm

M.MoトMmy
M.MoトHkz

M.MoトKgs
M.MoトYng
M.MOトANJ
(MOA)

M.m. M.Don-Mrt

do仰･eSticuS M.Dom-Sey
M.Don-Pgn
M.Don-Lbl

M.Don-Blg
(元の記号 DBP)

中標津(北海道)

手稲(北海道)

大間(青森県)

盛岡(岩手県)

新潟(新潟県)

三島(静岡県)

桃山(京都府)

箱崎(福岡県)

鹿児島(鹿児島県)

与那国島

安城(愛知県)

Mauritius島
SeychellesA
Pegion(カナダ)
L.Belanger(カナダ)
ブルガリア

(集団飼育)1979年 5月
F15 1976年 3月

F7 1976年11月
(集団飼育)1980年 4月
Fl 1981年 3月
F7 1978年 4月

(集団飼育)1978年 1月
(集団飼育)1979年 1月
Fl 1979年11月

(集団飼育)1977年 9月
F34

(集団飼育)1978年11月

(集団飼育)1978年11月
F8 1979年 9月

(集団飼育)1979年 9月
F2
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M.Don-Grc
(元の記号 DGD)
SK/Cam
M.BRV-MPL

brevirostris (元の記号 BRV/2)
M.n.
nusculuS

M.n.
eastaneuS

M.n .
urbanus
M.鶴 .
bactrianus

M.n .subsp.

Musoaroli

MuSCerVicolor

MuSleggaaa
Musspretus

MuS
ePicileguS

M.Mus-Nil

M.Mu8-Blg1
M.Mu島-Blg2
(元の記号 MBT)
M.Mus-Blg3
(元の記号 MBV)
M.Ca8-Q2;A
M.Cas-Tch
M.Urゎ-Bdw

M.Bac-Kab
M.Bac-Lab

M.Sub-Bjn1
M.sub-Bjn2
M.sub-Lzh2
M.sub-Lzh3
M.sub-Trf
M.sub-Chc

M.sub-Jyg
M.sub-UrnI
M.sub-Urn2
M.sub-Shh
M.sub-Cht
Cal-Lob
Ca1-Okn
Cry-Lob
Crv-Chn

Leg-Per
SpトSsp
(元の記号 SPE/4)
Spc-Blg1
(元の記号 SBN)
Spc-Blg2
(元の記号 SBS)

ギリシア

Skokholm島(イギリス)
Montpellier(フランス)

F2

F?+6 1962年
F22

JNuotrltahnedrn(デンマーク) F4 1980年 9月
ブルガリア F7
ブルガリア F3

ブルガリア Fl

Quezon(フィリピン)
台中(台湾)

Bandarawela(スリランカ)

Kabul(アフガニスタン)
Lahore(パキスタン)
北京(中華人民共和国)

北京(中華人民共和国)

蘭州(中華人民共和国)

常州(中華人民共和国)

吐春蕃(中華人民共和国)

長春(中華人民共和国)

嘉略関(中華人民共和国)

(集団飼育)
F7

(集団飼育)1978年11月

F6
F6
F4
F3
F2
FI
F2
F3
F2

ウルムチ(中華人民共和国) Fl
ウルムチ(中華人民共和国) Fl
上海(中華人民共和国)

成都(中華人民共和国)

Loburi(タイ)
沖縄本島

Loburi(タイ)
Chai-Nat(タイ)
Peradenia(スリランカ)
南スJ<イン

1976年11月
1976年11月
1980年10月
1980年11月
1980年11月
1981年10月
1980年10月
1981年 3月
1981年 3月
1981年 3月
1981年10月

Fl 1981年 5月
Fl 1981年 5月
(集団飼育)1978年 7月

(集団飼育)1978年 7月
(集団飼育)1978年 7月
(集団飼育)1978年11月
F8 1980年

ブルガリア F3

ブルガリア F4

上記のFの次に近交世代数を示した系統以外は,集団飼育箱で繁殖維持している.

9. その他飼育繁殖中の野生ネズミ脊 (8系統)

クマネズミ (RattuSratluS)

ニホンクマネズミ (R.r.taM紬ni):日本産 (アマミ大島)のクマネズミで野生色を

飼育 伊7,2n-42).

ホンコンクマネズミ (R.r.Pavipectus):1972年にホンコンにて採集. 野生色毛 (F
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12,2n-42).

セイtzンクマネズミ(R.r.kandianus):1972年にスリランカのEandyにて採集 (F

IO,2n-40).

インドクマネズミ (a.r.rufescenS):1978年にスリランカおよびセイシェルズ島で

採集 (F3,2n-38).

ナンヨウネズミ (血ttuse∬ulane):1976年にタイ国にて採集 (土屋).小型のラット

属 (F6,2n-42).

ミラルディア (Millardia珊eua血):1972年にインドにて採集.ラットとマウスの中

間の大きさでおとなしい (F21,2n-50).

プラティスリックス (Musplatythria;):1972年にイ ン ドで採集.マウス大 (F15,

2≠-26).

シロアシネズミ(Pero竹もySeuS naniculatuSbairdii):1979年に Wind80r大学 (カ

ナダ)より分譲を受けた (森脇).

10.維持しているネズミの膝妨系統 (液体窒素中だ凍結保存している)(89系統)

マウスエールリッヒと腰痛 (ELDおよび ELT)

マウスミエローマ (MSPC-1,AdjPC-5,Ⅹ5563,ⅩNP,ⅩCl,MOPC31-B,AlOPC

316,MOPC-70A,MOPC-104E,nlOPC-315,56-6,62-1,63-4)

マウスアクチノマイシン腰痛 (Act-4,Actl7,Act-8)

マウス肝癌 (MH129P,MH184:亜系 Ch,Ib,If,Ⅰ65,M8,08,Se,Y)

マウステラトーマ (OTT6050,F-9,STY-2,OTTIOA-5,OTTIOSn-3,OKTB6-5,

0ETC3H-1,OKT129-1,CICM-1,CICM-2,CBL-1,STE-1)

ラット青田肉腫

∫.細菌とそのファージ

1.和 音

(1) ESCheriohiacoli(大腸菌) 約 10,000株:遺伝学研究に有用な辻伝子マー

カーを揃える.

野生株: K,B,S,C,Row

栄養要求性突然変異株: アミノ敢要求性,プリン要求性,

ピリミジン要求性,ビタミン要

求性など 4,000株

薬剤抵抗性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異

珠などの変異株および Hfr株: 500株

温度感受性突然変異株: 約 5,000株
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DNA 複製欠失変異株

RNA 合成欠失変異株

ムレイン生合成欠失変異株

細胞分裂欠失変異株

膜蛋白欠失変異株

株

株

株

株

株

15

00

55

00

盟

1

2

リポソーム蛋白変異株 79株

未同定欠失変異株 約 4,400株

＼
1
1
~
｣

カーボン･クラークの合成プラスミド2000種を含む pLC-コ レクシ ョン

2000林
合成プラスミドを含む株: 500株

(2) Salmonellatyphimuriun (ネズミチフス菌):細菌べん毛に関する遺伝学的

研究に用いられた系統を主として保存している.

野生株:

発表素要求性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

SalmonellaaZ)ortu8-equi

野生株:

無べん毛性突然変異株:

TM2,LT皇
150株 ピリミジン要求性など

1,000株

120株

SL23

1,000株

べん毛抗原に関する突然変異株: 150株

ESCherichiacoliとSalnonellaの属闇雑種 30株

Salmonellaabony

野生株: SW 803

Hfr株: 10株

アミノ酸要求性突然変異株: 20枚

薬剤抵抗性突然変異株: 20株

ファージ抵抗性突然変異株: 20株

その他の Salnonella属の細菌

GroupA,GroupB,GroupCl,GroupD,GroupE4GroupG2

Salnonellaの種間雑種 200株

(3) Serrafia(塞菌)属の細菌 15株:色素産生能に関する株を保存

している.

(4)BacillusSubtilis(枯草菌)

野生株のほかにアミノ酸要求性突然変異株,放射線感受性突然変異株,胞子

形成不能株,細胞分裂変異株,突然変異原検定株など約 2,000株

(5)Cyanobacteria (ラン簿)20株野生株のほか栄養要求性株を保存している.
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2.バクテリオファージ

Sal肌Onellaのファージ P22,Chiなど

ESCherichiaのファージ Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,Pl,

Mu,BF23,P2,≠ⅩtB,STl,¢80,I,

≠D,Lambda,≠x174,¢ⅠⅠ,¢H,fl,MS2,

Qβ
Bacillusのファージ

K.培 養 細 胞

1.億増殖性2倍体細胞

ヒト胎児肺細月包

2.高増殖性正常細胞

ヒト胎児肺細胞

PBS1,SPIO,SPOl,SP02など

チャイニーズ ･ノ､ムスター肺細胞 Don-6,クローン株 10株

チャイニーズ ･ノ､ムスター肺細胞 V79,クーロン株 4株

マウス織維芽細胞

3. 高増殖性癌細胞

ヒト子宮癌細胞 HeLaS3,クローン株

ラット肝癌細胞

4.薬剤抵抗性および修復欠損変異細胞

-ヒト･レヅシ･ナイ′､ン症由来細胞 (8-アザグアニン抵抗性)

ヒト･色素性乾皮症由来細胞 (修復欠損)

シリアン･ノ､ムスター･5-ヨードウリジン抵抗性細胞

チャイニーズ ･ノ､ムスター･8-アザグアニン抵抗性細胞

チャイニーズ･′､ムスター･6-チオグアニン抵抗性細胞

チャイニ-ズ･′､ムスター･5-ヨードウリジン抵抗性細胞

チャイニーズ･ノ､ムスク- ･金属塩抵抗性細胞

L. ニワ トリ (Gauusgauusdomesticus)

1.近交系統

白色レグホン種:OW-3系 (22代),KO-1系 (19代)

p-ドアイランドレッド種:KR-2系 (23代),

KI-1系 (lら代)

2.突然変異系統

伴性劣性神経異常 (Shaker)1系統

3.閉耕群

白色レグホン種 (超多産個体混合起原)

5枚

株

株

株

株

株

株

株

株

株

3

0

3

5

5

12

12

茄

1

1
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横斑ブリマス｡ック種 (超多産個体混合起原)

黒色ミノルカ種

オーストラ｡-プ雀

M. ウ ズ ラ (CotumixcotuntixJ'aL)onica)

1.突点変異系統

黄色羽,銀色羽,暗褐色羽,パンダ,黒色初生毛,伴性鴇色,伴性アルビノ,暗色羽

神経異常,白色卵殻

2.閉鎖群

野生起原群

家禽化群
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VII.行 事

A.研究所の一般公開
科学技術週間における行事の一環として,4月 18日 (土)に研究所を一般に公開した.

各研究部の展示及び学術映画の上映を行い,9時 30分から 16時 30分までの間に約

2,300 名の見学者が来所した.

ち.公開講演会の開催

国立科学博物館と共催で,一般人を対象とした遺伝学公開講演会を次のとおり開催した.

日 時 昭和 56年 11月 14日 (土) 13:30-16:30

場 所 国立科学博物館講堂

講 漬

(1) 多重遺伝子族の進化

集団遺伝部室長 原 田 朋 子

概要 (太 田)

高等生物では,染色体上で重複し多重遺伝子族を形成する遺伝子群が多数報告されてい

る.このような遺伝子族の進化と変異を理解するのに必要な集団遺伝学的解析について述

べた.

(2) 発がんにおける環境と遺伝

人焼遺伝部長 松 永 英

概要

がんは細胞の病気である.がん化の過程は一般に多段階で,各段階の変化には遺伝と環

境の両要因が複雑に絡んでいる.網膜芽細胞腫は胎芽期の正常細胞がわずか2段階の変化

を受けたもので,細胞の悪性化には宿主の遺伝的抵抗性が重要な役目をしている.
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VIII.庶 務

A.沿 革

昭和 15年 8月,京城で開催された日本遺伝学会第 13回大会において,国立遺伝学研

究所設立決議案が満場一致で可決された.翌 16年 4月に日本学術振興会内に設けられた

第4特別委員会(辻伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年5月,

日本辻伝学会は,財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.

これらの努力が実を結び,昭和 24年6月1日,文部省設置法が施行されて,ここに待望

10年の国立遺伝学研究所が誕生した.

最初は,第1(形質遺伝),第2(細胞遺伝),第3(生理遺伝)の3研究部をもって発足

し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年 9月,敷地として静岡県三島市富士産業株式

会社所有の土地 77,773平方メートルを買収するとともに,同社の建物 4,452平方メート

ルを借り受け,12月1日研究所を現在の地に移した.昭和35,37,38年度には,従前の

木造の本館を鉄筋コンクリート3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和 42年度にお

いて全館が完成した.また研究部門の構成も,昭和 27年度に形質遺伝部,細胞遭伝部,

生理遺伝部と改組され, さらに昭和 28年度に生化学遺伝部,29年度に応用辻伝部,30

年度に変異遺伝部,35年度に人類連伝部,37年度に微生物遺伝部,39年度に集団遺伝部

及び 44年度に分子遺伝部が増設されて 10部門となり,また 50年度には遺伝実験生物

保存研究施設が新設された.

B.組織 (機構と職長)

文部省設鷹法 (昭和 24年 5月 31日法律第 146号)(抄)

第 2飾 国立の学校その他の機関

(国立の学校等)

第 14条 第 24条の2から第 27条までに規定するもののほか,文部大臣の所轄の下に,

国立学校及び次の機関を置く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立特殊教育練合研究所

国立科学博物館

国立社会教育研修所

緯度観湘所

統計数理研究所

国立連伝学研究所

日本学士院
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(評議員会)

第 15粂 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立社会教育研修所,

統計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評議員会を置く.

2 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に関す

る重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

3 それぞれの機関の長は,評議員会の推着により,文部大臣が任命する.

4 評議員会は,20人以内の評議員で組織する.

5 評栽員は,学識経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6 評議員の推者,任期その他評議員会の組織及び運営の細目については,政令で定める.

(国立遺伝学研究所)

第 23条 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の終合研究及びその応用の基礎的研究

をっかさビワ,あわせて遭伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 遺伝学研究所の位置及び内部組織は,文部省令で定める.

文部省設置法施行規則 (昭和 28年 1月 18 日文部省令第2号)(抄)

第7節 国立遺伝学研究所

(位置)

第 61条の 2 国立遺伝学研究所の位置は,静岡県三島市 とする.

(所 長)

第 62条 国立遺伝学研究所に所長を置く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63粂 国立遺伝学研究所に次の 11部を置 く.

- 庶 務 部

二 形 質 連 伝 部

三 細 胞 遺 伝 部

四 生 理 遺 伝 部

五 生化学遺伝部

六 応 用 遺 伝 部

七 変 異 遺 伝 部

八 人 類 遺 伝 部

九 微生物遺伝部

十 集 団 遺 伝 部

± 分 子 連 伝 部

2 前項に掲げるもののほか,国立遺伝学研究所に遺伝実験生物保存研究施設を置 く.

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課を置 く.

- 庶 務 課
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ニ 会 計 課

2 庶務課においては,次の事務をつかさどる.

- 職長の人事に関する事務を処理すること.

ニ 公文書類を接受し,発送し,編集し,及び保存すること.

三 公印を管守すること.

四 国立辻伝学研究所の所掌事務に閑し,連絡網盤すること.

五 国立連伝学研究所評議員会に関すること.

大 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3会計課においては,次の事務をつかさどる.
一 予算に関する事務を処理すること.

ニ 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

四 職長の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遭伝部)

第 65条 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行う.

2 形質遺伝部に第1研究室及び第2研究童を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と連伝との関係に関する研究

を行う.

2 細胞遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生理辻伝部)

第 67粂 生理連伝部においては,生物における辻伝形質の表現に関する生理学的研究を

行う.

2 生理辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生化学遺伝部)

第 68粂 生化学遺伝部においては,生物の連伝に関する生化学的研究を行う.

2 生化学遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各童においでは,

前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関

する研究を行う.

(応用遺伝部)

第 69粂 応用遣伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行う.
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2 応用遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理

論に関する研究を行う.

(変異連伝部)

第 70粂 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行 う.

2 変異辻伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元

素による突然変異に関する研究を行う.

(人類連伝部)

第 71粂 人類遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行う.

2 人類遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行 う.

(微生物辻伝部)

第 72条 微生物遺伝部においては,微生物の連伝に関する研究を行う.

2 微生物遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究に

ついて,それぞれ遺伝子の構造と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関する研究を

行う.

(集団遺伝部)

第 73条 集団遺伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行う.

2 集団遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ進化連伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行 う.

(分子遺伝部)

第 73条の2 分子遺伝部においては,生物の遺伝に関する分子生物学的研究を行う.

2 分子遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各壷においては,前項の研究につ

いて,それぞれ核酸の構造に関する研究並びに核酸及びたんぱく質の相互作用に関す

る研究を行う.

(遺伝実験生物保存研究施設)

第 73条の3 連伝実験生物保存研究施設においては,遺伝学研究に必要な実験生物の重

要系統の維持保存及びその遺伝的特性に関する基礎的研究を行う.

(遺伝実験生物保存研究施設の組織)

第 73条の4 遺伝実験生物保存研究施設に長を置く.

2 前項の長は,連伝実験生物保存研究施設の事務を掌理する.

第 73条の5 遺伝実験生物保存研究施設に動物保存研究室,植物保存研究室及び微生物

保存研究室を置き,各室においては,遺伝学研究に必要な実験生物のうちそれぞれ実験

動物,実験植物及び実験微生物に関し,重要系統の維持保存及び遺伝的特性に関する基

礎的研究を行う.
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(各研究部等の共通事務)

第 74条 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遭伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,入寮遺伝部,微生物遭伝部,集団遺伝部,分子遺伝部及び遺伝実験生物保存研究施

設においては,第 65条から第 73条の3までに定めるもののほか,各部又は施設の所

掌事務に関し,次の事務をっかさどる.

一国の機関の求めに応じ,人口,優生,農業等に関する政府の静策について,科学的
基礎資料を捷供すること.

ニ 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導す

ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

文部省所轄機関評議且金令

(昭和 40年 6月 22日 政令第 216号)

改正～昭和 43年 6月 15日 政令第 170号

(組 織)

第 1条 文部省設置法第 15粂第 1項の機関 (以下 ｢機関｣という.)に置かれる評議員

会は,評議員 16人以内で組織する.

第 2粂 評議員の任期は,2年とし, その欠員が生じた場合の補欠評議員の任期は, 節

任者の残任期間とする.

2 評蔑見は,非常勤とする.

第 3条 評議員会に会長及び副会長1人を置き,それぞれ評議且が互選する.

2 会長は,評議員会の会務を経理する.

3 副会長は,会長を補佐し,会長に事故があるときはその職務を代理し,会長が欠け

たときはその職務を行う.

4 会長及び副会長の任期は,国立社会教育研修所の評議員会にあっては2年とし,そ

の他の機関の評議員会にあっては1年とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は,それぞれ前

任者の残任期間とする.

(議 事)

第 4粂 評歳旦会は,評東員の過半数が出席しなければ, 議事を開き,議決をすること

ができない.

2 評議員会の議事は,出席した評義貞の過半数をもって決し,可否同数のときは,会

長の決するところによる.

(説明の要求等)

第 5条 評議員会は,その属する機関の職員に対し,説明, 意見の開陳又は資料の提出

を求めることができる.

2 機関の長は,その機関の評議員会に出席して意見を述べ,又は所属の職員をして意

ー
1
.∵

･
-

も
ー

.､
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兄を述べさせることができる.

(庶 務)

第 6粂 評弟員会の庶務は,その属する機関において処理する.

(雑 則)

第 7条 この政令に定めるもののほか,評東員会の議事の手続その他その運営に関 し必

要な事項は,評議員会が定める.

附 則

この政令は,昭和 40年 7月 1日から施行する.

附 則 (昭和 43年 6月 15日 政令第 170号)抄

(施行期日)

1 この政令は,公布の日から施行する.
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機 株 園 (昭和 56年 12月 31日現在) r庶 務 係

-庶 務 部-

-形 質辻伝部-

~庶 務 課~l二; ≡ ≡

一会 計 可 :≡

一第1研究室

一第2研究室

理 係

度 係

評瀬見会

一細胞 浪伝 叫 二芸:≡≡≡

-A 理 辻- -L…:≡≡≡

一生化学遺可 ≡≡≡≡≡…

一応 用可 ≡…≡≡≡

一変 異- 巨≡…≡≡…

-人 類遺伝部一

一微生物逮伝部一

一集 団連 伝部-

一分 子遺 伝部-

ー第1研究嘉

一第2研究真

一第1研究室

一第2研究圭

一第 1研究室

一第2研究室

一第1研究室

一第2研究室

一連伝実験生物保存研究施設蔓 蓋 …
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職員定数 (昭和 56年 12月 31日現在)

区 分 I指 定 職 l行政職(-) l行政職(二) l研 究 職 l 計

定 点 ･ l 19 2 74 96

所 長

農学博士 田島弥太郎

評議員 (会長,副会長のほかは五十音順) (昭 和 56年 12月 31日現在)

元高 月日 l備 考官 職 名 氏 名

東 京 大 学 名 誉 教 授

愛知県心身障害者 コロニー
発 達 障 害 研 究 所 長

東 京 大 学 教 授

東 京 大 学 名 誉 教 授

大 阪 大 学 教 授

東 京 農 業 大 学 教 授

東 京 大 学 名 誉 教 授

人 口 問 題 研 究 所 長

北海道武蔵女子短期大学長

岡崎 国 立 共 同研 究 機 構
分 子 科 学 研 究 所 長

原 子 力 安 全 委 員会 委 員

東 京 都 立 大 学 名 誉 教 授

東 京 農 工 大 学 長

大 阪 大 学 長

井

上

野

沢

浮

藤

々

崎

横

倉

藤

井

飯

梅

大

近

佐

篠

高

長

二
雄

夫

夫

生
学

男

門

郎

衛

英

徹

浜

文

典

借

右

三

寓

輔

郎

郎

一

五

次

重

大

静

雄

生

脇

星

村

園御

森

諸

山

45.6.1

53.6.1

1

1

1

1

1

1

l

1

6

6

6

6

6

6

6

6

56

51

詑

51

臥

臥

54

5

1

1

l

1

1

6

6

6

1彪

50

50

5

会 長

副 会 長

研 究 取 員 (昭和 56年 12月 31日現在)
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弘
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麦

田
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木
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青

森

今

山

露

榊

≡

離

散

触

｡
･

鮮

肘

恥

a
'

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

細胞遺伝部

1

1

l

1

1

4

4

4
一

141

心

S!
83

夫

夫

代

典

毅

隆

和

正

山

辺

木

西

丸

渡

鈴

河

文 部 教 官,部

文 部 教 官,塞

文 部 技

文 部 技

生理遺伝部

生化学遺伝部 文 部 教 官,部 長 Ph.D. 杉 山 勉 47.9.12

文 部 教 官,室 長 理学博士 名 和 三 郎 28.8.1
文 部 教 官,室 長 医学博士 小 川 恕 人 31.9.1

文部教官,主任研究官 農学博士 遠 藤 徹 25.4.30

文 部 教 官,研究員 理学修士 山 田 正 明 40.6.1
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6

1

6
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井
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土
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学

学

学

農

農

兵

長

長

員究

室

室

研

文 部 教 官,文 部 教 官,文 部 教 官,

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官

文 部 技 官応用遺伝部

1

1

l

1

2

2

1

1

1
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4

7

1

6

4

4
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l

l
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胡

夫
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人

正

夫

子

昌

夫

雄

三

恒

義

英

雅

和

束

美登

田

川
家

上

塚

田

川

賀

土

定

井

手

原

原

芦

原

文 部 教 官,部 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員文 部 教 官,研究員文 部 教 官,研究員

文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官

変異遺伝部
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人頬遺伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 技 官 慧慧 }障 芸 蔓

36.4.1

45.8.16

47.12.5
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受 入 部 l 氏
名 I 職 名 l学 位 Iif用年月日

形 質 遺 伝 部
玉 浮 享

嶋 田 裕

北 海 道 大学 助教 授

千 葉 大 学 教 授

農学博士

医学博士

56.4.1

生 理 遺伝 部
津 野 悪 道

大 石 陸 生

城 西 歯 科 大学 講 師

神 戸 大 学 助 教 授

変 異遺 伝 部

安 藤 忠 彦

乾 直 通

今 村 幸 雄

理 化 学 研 究所 主 任
研 究 員

日本 専 売 公 社 中央
研 究 所 室 長

国 立 病 院 医 療
セ ン タ ー 医 長

人 類 遺 伝 部 飯 沼 和 三 海老名厚生病院医長

微生物遺伝部
高 浪 満

鈴 木 秀 穂

京都大学 化学研究所
教 授

東 京 大 学 助 教 授

理学博士

理学博士

集 団遺 伝 部 舘 野 義 男 理化学研究所研究員

分子遺 伝 部
今 本 文 男

大 塚 栄 子

大 阪 大 学 微 生物 病
研 究 所 助 教 授

大 阪 大 学 助 教 授

理学博士

薬学博士

遺伝実験生物
保存研究施設

古 里 和 夫

笠 原 基 知 治

浜松市フラワーパーク
園 長

法 政 大 学 教 授

農学博士

理学博士

名 誉 所 jL

職 名 称号授与年月日

原

井

脇

島

木

酒

森

大

岡

京 都 大 学 名 誉 教 授
(元 国 立 遺 伝 学 研 究 所 長)

元国立遺伝学研究所応用遺伝部長

前 国 立 遺 伝 学 研 究 所 長

前国立遺伝学研究所生理遺伝部長

前国立遺伝学研究所応用遺 伝部長

44.6.1

1

Cv)
1

2

1

6

3

4

4

娼

訓

別

5
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官 職 名 t 学 位

事務職員 (庶務部)

職 名

退職者及び転出者

職 名 1氏 名任命年月日異動年月日 備 考

庶 務 部 会 計課 長

庶 務 部 守 衛

庶 務 部 人 事 係 員

応用遺伝部研究員

変異遺伝部研究員

進

雄

義

忠

元

政

孝

村

川

上

原

木

西

井

河

天 野 悦 夫

1

0

1

1

3

4

9

2

7

1

51

別

38

怨

56.4.1

56.4.1

56.4.1

56.3.8

56.4.1

宮崎大学-転出

退 職

豊橋技術科学大学-転出

死 亡

農林水産省農業技術研究
所へ転出
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C. 土地及び建物

土 地 総 面 積

内訳 (慧 gEe所若 芸

建物捻面積 (建 面 積)

(延べ面積)

(昭和 56年 12月 31日現在)

106,039m2

95,896m2

10,148m包
ll,168m2
16,217m2

面 積
構 造

建 晶 積 [延 諸 揖

及
育飼

室
虫
蚕
ん
＼

本

別

養
こ

堆 肥 舎及 び 農 夫 舎

職 員 集 会 所

調 節 温 室

渡 り 廊 下

自 動 車 車 庫

作 業 室

僻 卵 育 離 舎

検 定 舎(2むね)

公 務 員 宿 舎(25むね)

放 射 線 実 験 室

第 2ネ ズ ミ飼 育 室

隔 離 温 室

水 田 温 室

自

特

ポ

γ

操

転事置場及び物置

別 蚕 室

ラ

射

作

照

ィ

線 室

室

温

温 室

研 修 室 ･膳 棄 庫

渡 り 廊 下

僻 卵 育 牡 舎

鉄筋コンクリート造り3階建

鉄筋コンクリート造り2階建

木造かわらぶき平屋建一部地
下室

木 造 平 屋 建 一 部 中2階

木 造 平 屋 建

木 造 平 星 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木造 か わ らぶ き平 畳建

木 造 平 屋 建

木 造 かわ らぶ き平星建

木 造 か わ らぷ き平屋建

木 造 かわ らぶ き平屋建

鉄 筋平 星建 一 部地 下室

ブロック造り及び木造平星建

蓮華豊違プロヅク造｡及び木)

嘉撃墓違プpヅク造り及び木)

木 造 平 鹿 建

ブ ロ ック造 り一部地下

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄 骨 造 り 平 最 建

鉄筋コンクリ-ト造り平星建

一部鉄骨造 り木造平屋建

監禁蒜蒜 1'Iト造り2階建‡
鉄骨造り基板防水モルタル塗

鉄筋コンクT)-ト造り平屋建

ば
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駆

畑
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ファイロン温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 小 屋

第2ネズミ飼育室機械室

桑 温 室

麦 温 室

図 書 館

ネ ズ ミ 飼 育 舎

水 源 ポ ン プ 小 足

第2ネズミ飼育室洗源室
射照部内

附

桑

行 動 遺 伝 学 実 験 室

ペ レ ッ ト 温 室

遺伝実験生物保存研究棟

機 械 棟

磨

ネ

カ

敬

管

属

属

属

保

附

附

附

物

ミ

コ
物

棄

ズ

イ

生

庶 務

鉄骨造ファイロン張り平屋建

蓬骨造り波型スレ~ト音平屋)

ブ ロ ッ ク 造 り平 星 建

プ T, ッ ク 造 り平 畳 建

鉄骨一部補強コンクリ
ロック遣り平屋建
鉄骨一部補強コンクリ
ロック造り平屋建

J･～

+

ブ

プ

ト

ト

I

I

鉄筋コソクリー ト造り3 逮階

鉄筋コソクリー ト造り平畳建

鉄 骨 造 り 平 屋 建
〟

鉄筋コソクリー ト造り平畳建

鉄骨造 り平屋建 ガ ラス張

木 造 平 星 建

鉄骨造 り平産建 ガラス張

鉄筋コソク1)-ト造り2階建

鉄 骨 造 り 平 畳 建

鉄筋コンク1)-ト造り平屋建

別

は

6

8

46

胡

縄

39

5
12

91

06

33

鍛

鋼

謝

胡

湖

254

淵

l

1

2

5

5

1

別

は

6

8

46

46

03

57

5

12

645

106

33

0
,
CQ

ec.
380

46

独

創

鰯

l

1

8

5

139

D. 予 算

1. 国立遺伝学研究所

量 I,'.; '.書1

2. 国立機関原子力試験研究費
3. 国立政閑公害防止等試験研究費
4. 科学技術振興調整費

計

5. 科学研究費
環境科学特別研究

エネルギー特別研究(核融合)

特定研究

総合研究

一般研究

奨励研究

試験研究

732,536千円

438,260千円

294,276千円

38,462千円

13,458千円

13,910千円

798,366千円

142,360千円

ll,600千円
12,200千円
54,300千円
20,500千円
39,340千円
800 千円

3,620千円
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E.日 誌

3月 14日 第 43回評議員会開催

4月 18日 一般公開実施

6月 22日 第 44回評議員会開催

11月 14日 遺伝学公開講演会実施 (場所 ･国立科
学博物館)

12月 7日 国立遺伝学研究所永年勤続者表彰式挙行

部 長 会 議

1月 12日 第 522回 5月 19日 第 530回

1月 20日 第 523回 6月 2日 第 531回

2月 3日 第 524回 7月 7日 第 532回

2月 17日 第 525回 7月 28日 第 533回

3月 3日 第 526回 9月 8日 第 534回

3月 18日 第 527回 10月 20日 第 535回

4月 6日 第 528回 11月 10日 第 536回

4月 10日 臨 時 12月 8日 第 537回

4月 20日 第 529回

56年 2月 16日～
57年 8月 31日

3月 16日～
3月 20日

3月 17日

3月 20日

3月 21日～
3月 23日

3月 30日～
4月 23日

4月 1日-
7月 29日

4月 2日

4月 10日～
4月 11日

4月 17日～
4月 20日

4月 20日

4月 24日～
5月 15日

外国からの主な来訪者

孫 崇栄,宴旦大学,中華人民共和国

Fujimura,RobertK.,OakRidgeNationalLaboratory,U.S.A.

山崎 洋,htemationalAgencyforResearchonCancer,World

Health Organization,France

Petrov,SpetrovP.,InstituteforWheatandSun且ower,Bulgaria

Crow,JamesF.,UniversityofWisconsin,U.S.A.

Dyer,TristanA.,PlantBreedingInstituteEngland

金 鉄元,全南大学校自然科学大学,大韓民国

徐 一志,呉 政安,中国科学院発育生物学研究所,中華人民共和国

Jefferson,RolandM.,U.S.NationalArboretum,U.S.A.

Whitfeld,PaulR.,CommonwealthScienti丘CandIndustrialRe-

searchOrganization,Australia

Hirth,Lion,Universit6deStrasbourg,France

Schwarz,Uli,Max･Planck-InstitBt,WestGermany



5月 2日

5月 13日～
5月 16日

5月 27日

5月 29日

6月 19日

7月 16日～
8月 31日

8月 19日

8月 20日～
9月 4日

8月 28日

9月 10日～
9月 26日

9月 16日～
10月 31日

9月 17日～
12月 7日

9月 24日～
10月 28日

9月 24日

9月 26日

庶 務

Walker,D.A.,UniversityofShe氏eld,England

Stevens,LC.,TheJacksonLaboratory,U.S.A.

Nasoetion,AndiH.,InstitutePertanianBogor,Indonesia

利根川 進,BasellnstituteforImmunology,Switzerland

Peacocke,A.Robert,ClareCollege,Cambridge,England

李 金泳,全北大学校理科大学,大韓民国

郭 俊彦 他2名,中国科学院華南植物研究所,中華人民共和国

根井正利,UniversityofTexas,U.S.A.

Gartland,W.JりJr.,NationallnstitutesofHealth,U.S.A.

Sharma,A.K.,UniversityofCalcutta,india
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Shankel,DelbertM.,UniversityofKansas,U.S.A.

Wanek,NancyLynn,UniversityofCalifornia,U.S.A.

Crow,JamesF.,UniversityofWisconsin,U.S.A.

Kihlman,B.A.,UniversityofUppsala,Sweden

Roll,∫.K.,KoreaAdvancedInstituteofScienceandTechnology,
Korea

Okamoto,K.,UniversityofNewSouthWales,Australia

Smutkupt,S.,KasetsartUniversity,Thailand

Bhunya,S.P.,UtkalUniversity,India

McKenna,P.G.,TheUniversityofUIster,NorthernIreland

Bogajewski,J.,InstituteofHumanGenetics,PolishAcademy

ofSciemces,Poland

Chouroulinkov,I.,InstitutdeRecherchesScientifiquessurla

Cancer,France

Auerbach,C.,TheUniversityofEdinburgh,England

Omenn,G.S.,UniversityofWashington,U.S.A.

Kihlman,B.A.,UniversityofUppsala,Sweden

Schull,W.J.,UniversityofTexasHealthScienceCenter,
U.S.A.

Russell,W.L.,Russell,L.B.,Selby,P.B.,OakRidgeNational

Laboratory,U.S.A.

Lim･Sylianco,C.Y.,UniversityofthePhilippines,Philipines

Hashem,N.,Ain･Sham8University,Egypt
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9月 28日-
10月 1日

10月 15日

10月 15日～
10月 16日

10月 15日

10月 19日

10月 20日～
10月 21日

10月 21日

10月 23日

10月 23日～
10月 24日

10月 31日～
11月 1日

11月 11日

11月 17日～
11月 18日

11月 20日-
11月 21日

11月 20日

11月 20日

12月 5日

12月 8日

12月 23日

12月 28日
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Wood,氏.D.,UniversityofCalifornia,U.S.A.

Fischman,H.K.,NewYorkStatePsychiatricInstitute,U.S.A.

談 家繭,夏旦大学,中華人民共和国

Ranft,Dietrich,Nickel,Dietmar;Max･PlanckGesellschaft,West

Germany

黄 永秀,吉林省延辺農学院,中華人民共和国

梶 昭,UniversityofPennsylvania,U.S.A.

Prey,Kenneth∫.,IowaStateUniversity,U.S.A.

Stroninger,Jack,HarvardUniversity,U.S.A.

Jolly,M.S.他7名,CentralSericulturalResearchandTraining

Institute,India

大野 乾,CityofHopeResearchInstitute,U.S.A.

Gross,BansJ.,W也rtzburgUniversitat,WestGermany

Arber,Werner,BaselUniversitat,Switzerland

Rieger,氏.,InstituteofGeneticsandResearcllinCultivated

Plants,AcademyofSciences,GermanDemocraticRepublic

Alberts,Bruce,UniversityofCalifomia,U.S.A.

Fraenkel-Conrat,Heinz,UniversityofCalifornia,U.S.A.

Bodmer,WalterF.,ImperialCancerResearchFund,England

Fiers,Walter,RijksUniversiteit･Gent,Belgium

史 添仙,中国科学院発育生物学研究所,中華人民共和国

Teh･yuan,ThowHwaTa主,中国科学院植物研究所,中華民国

琴 盛臣 他2名,中国科学院植物研究所,中華人民共和国

Beakwith,Jon,HarvardUmiversity,U.S.A.

F.諸 会

研究活動を促進するため,次の会合を行う.

内部交流セミナー

研究所内における研究経過を討論する会で盛夏の時期を除き毎月第 1,第 3金曜日に開

かれる.
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抄 読 会

新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BiologicalSympo舟i&

外国の関係者来訪の際,随時開催,講演討論を行う.

第 175回 3月 17日

第 176回 3月 20日

第 177回 4月 4日

第 178回 4月 20日

第 179回 8月 28日

第 180回 9月 12日

第 181回 10月 5日

第 182回 10月 9日

第 183回 10月 23日

第 184回 10月 24日

第 185回 10月 28日

第 186回 11月 12日

第 187回 11月 20日

第 188回 11月 20日
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Tumorpromoterandcelldifferentiation(H.Yamazaki)

Mechanismsofformationandpropagationofare-

plicationforkofDNA(RobertK.Fujimura)

ThemappingofcerealchloroplastDNA(TristanDyer)

CauliAowermosaicvirus:ApotentialDNAplantvirus

genevector(LionHirth)

RevisionofrecombinantDNA guidelinein United

Statesanditsfuturedirection(W.∫.Gartland)

Chromosomedynamism(A.K.SIlarma)

OnthehistoryofgeneticsinUSSR(RaissaL.Berg)

High mutability,movablegeneandhybriddysgenesis

inDrosoptlilamelanogaster(∫.F.Crow)

Realgeneticdifferencebetweenmanandwomanor

malesandfemales(SusumuOhno)

Viroids,structureandfunction(H.∫.Gross)

Mutagenesisandantimutagenesisinvariousstrains

(D.M.Shankel)

Mutagen･specificinvolvementofcertainchromosome

regionsinchromatidaberrations(RigomarRieger)

RNAdependentRNApolyrnerasesofeukaryotes(Heinz

Frankel･Conrat)

Thehumanfibroblastinterferongeneanditsexpres-

sioninlleterOlogouscells(WalterFiers)

日本遺伝学会三島談話会

研究所並びに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに関

する討論を行う.

第 270回 1月 29日 パポバウイルス BKV-SV40の遺伝子進化 (安永照雄)

第 271回 3月 7日 表皮角化細胞:そのベンツピレンとコレラ毒素-の反応

(黒木登志夫)

第 272回 3月 26日 -テロクロマチンの生化学的研究 (水野重樹)

第 273回 5月 12日 Bacillus属細菌の制限酵素 (安藤忠彦,井川庸子)

RecAproteinによる DNA分子の対合反応 (柴田武彦)

第 274回 7月 16日 ポリペプチドホルモン受容体と細胞増殖の遺伝制御 (清水
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信義)

第 275回 7月 24日 小プラスミッドPE194,PC194･形質発現調節と複製 (棉

之内末治)

第 276回 10月 15日 分化細胞のラウス肉腫ウイルスによるがん化 (梶 昭)

第 277回 12月 19日 心筋と骨格筋におけるトロポニソの分化 (嶋田 裕)

G. 表 彰

H.栄 誉

分子遺伝部研究員添田栄一は,｢ポリオーマウイルスの全遺伝構造の決定と発癌遺伝子

の同定｣により,昭和 56年 4月 1日社団法人日本農芸化学会から農芸化学奨励賞を受

賞した.

集団遺伝部室長原田 (太田)朋子は,｢分子レベルにおける集団遺伝学の理論的研究｣に

より,昭和 56年 5月 10日女性科学者に明るい未来をの会から第-回猿橋貫を受賞し

た.

変異遺伝部長賀田恒夫は,｢環境変異原検出に関する Ree･assayの開発とその応用｣に

より,昭和 56年 12月 3日に日本環境変異原学会奨励賞を受賞した.

Ⅰ. 図書及び出版

図書委員長 (昭和 56年度)黒 田 行 昭

図 書 委 員 ( 〝 )藤 井 太 朗 ･藤 島 通 ･西 村 行 進

今 井 弘 民 ･高 畑 尚 之 ･篠 崎 一 雄

1) 蔵 書 数
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2) 56年度図書増加冊数
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4) 出 版

Iべ-ジ数 [発 行数I配 布 先書 名

国立遺伝学研究所
年 報 第 31 号

%ennnitPceBT･NN.TlanalInst･

国内研究機関,大学,試験場ほか

内外研究機関,大学,試験場ほか

付

財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 25年 5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立され

るにおよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行う

ことになった.

役 員

会 長 森脇大五郎

常務理事 松永 英,青田俊秀

理 事 篠遠善人,和田文吾,田島弥太郎,大島長造

事 業 概 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,遺伝学に関する学習用プレパラー トの配布,遺伝学実験用小器具の

改良,新考案の製作及び配布,幻燈用スライドの製作及び配付,遺伝学実習小動物並びに

植物の繁殖及び配布.
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